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正当防衛における「防衛意思」の問題点Ｈ

正
当
防
衛
に
よ
る
正
当
化
が
主
観
的
要
素
に
依
存
す
る
か
否
か
、
お
よ
び
い
か
な
る
程
度
で
然
る
か
と
い
う
問
題
は
、
通
常
、
「
防

衛
意
思
」
の
問
題
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
一
般
に
論
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
で
い
わ
ゆ
る
「
偶
然
防
衛
」

（
た
と
え
ば
、
「
山
中
で
猟
者
が
、
仇
敵
を
射
殺
す
る
。
事
後
的
に
、
も
し
そ
の
猟
者
が
先
ん
じ
て
そ
の
挙
に
出
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

か
え
っ
て
そ
の
相
手
方
か
ら
射
殺
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
」
〔
コ
ー
ラ
ー
の
例
〕
。
こ
の
事
例
は
、
部
分
的

（
１
）

に
変
更
さ
れ
て
、
正
当
防
衛
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
再
一
二
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
）
等
の
事
例
に
つ
き
、
防
衛
意
思
の
要
否
、
そ
の

内
容
お
よ
び
そ
の
法
的
効
果
を
巡
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
個
別
的
問
題
領
域
を
形
成
し
て
い
る
が
、
し
か
し
か
よ
う
な
事
例
が
い
わ
ば

学
校
的
設
例
と
し
て
、
そ
の
非
現
実
的
虚
構
性
の
故
に
坤
吟
し
、
し
た
が
っ
て
問
題
が
そ
れ
ら
に
尽
き
る
と
す
る
な
ら
、
実
践
的
意

義
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
、
と
も
い
え
よ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
、
正
当
防
衛
の
枠
内
に
お
け
る
主
観
的
要
素
の
問
題
が

取
り
扱
わ
れ
、
し
か
も
大
い
に
論
争
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
違
法
性
の
形
成
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
全
刑
法
理
論
に

正
当
防
衛
に
お
け
る
「
防
衛
意
思
」
の
問
題
点
Ｈ

は
し
が
き

第
一
章
問
題
史
的
概
観
（
第
三
節
第
一
款
以
上
本
号
）

は
し
が
き

振
津
隆
行

１



と
っ
て
一
般
的
意
義
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
ま
た
、
ま
さ
に
正
当
防
衛
は
、
違
法
性
の
判
断
が
主
観
的
要
素
に
よ
っ
て
も
影
響

さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
再
三
に
わ
た
っ
て
そ
れ
に
提
起
さ
れ
て
き
た
刑
法
体
系
上
の
試
金
石
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
こ
で
、

防
衛
意
思
に
関
す
る
狭
い
問
題
の
背
後
に
、
違
法
性
（
し
た
が
っ
て
ま
た
、
適
法
性
）
の
本
質
に
関
す
る
一
般
的
・
基
本
的
問
題
と

（
２
）

の
対
決
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
個
別
的
顕
現
が
、
わ
が
国
の
近
時
の
刑
法
学
界
の
理
論
的
動
向
を
も
考
慮
す
る
場
合
に
、
客
観
的

違
法
論
を
法
益
侵
害
説
（
い
わ
ゆ
る
結
果
無
価
値
論
）
の
観
点
か
ら
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
視
角
か
ら
、
一
般
的
主
観
的
違
法
要
素

と
し
て
の
故
意
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
加
え
、
さ
ら
に
は
、
違
法
性
の
積
極
的
根
拠
づ
け
の
た
め
に
通
説
に
よ
っ

て
市
民
権
を
獲
得
し
た
と
さ
れ
る
個
々
の
主
観
的
違
法
要
素
を
も
ラ
ジ
カ
ル
に
否
定
し
、
他
方
、
こ
れ
に
対
応
す
る
形
で
そ
の
消
極

的
側
面
、
す
な
わ
ち
、
主
観
的
正
当
化
要
素
の
典
型
例
と
し
て
従
来
か
ら
通
説
・
判
例
が
正
当
防
衛
の
成
立
要
件
と
し
て
要
求
し
て

（
３
）

き
た
「
防
衛
意
思
」
を
拒
絶
す
る
諸
見
解
が
有
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
事
情
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
に
お
い
て
も

依
然
、
違
法
の
客
観
性
と
は
何
か
と
い
う
違
法
性
の
本
質
論
を
巡
る
根
本
的
な
論
争
問
題
が
残
存
し
続
け
て
い
る
と
い
う
点
と
も
密

接
に
連
関
す
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

（
４
）

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
違
法
論
の
変
遷
を
も
顧
慮
し
つ
つ
、
主
観
的
違
法
要
素
な
ら
び
に
そ
の
裏
面
た
る
、
王
観
的
正
当
化
要
素
の
理

論
ｌ
本
稿
で
は
そ
の
典
型
と
し
て
の
「
防
衛
薑
」
を
中
心
に
検
討
す
る
ｌ
の
再
検
討
を
企
図
す
べ
く
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
Ｉ

そ
れ
は
同
時
に
、
私
自
身
が
別
稿
で
も
記
し
た
よ
う
に
「
行
為
者
主
観
、
す
な
わ
ち
故
意
を
果
し
て
主
観
的
違
法
要
素
と
し
て
維
持

（
５
）

し
続
け
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
点
も
再
考
を
要
す
べ
き
問
題
で
あ
る
」
と
し
た
従
来
か
ら
の
問
題
意
識
と
も
相
即
す
る
も
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
そ
れ
ら
の
課
題
の
遂
行
の
た
め
の
さ
さ
や
か
な
一
考
察
と
も
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
本
事
例
は
、
コ
ー
ラ
ー
の
有
名
な
例
を
変
形
し
た
メ
ッ
ガ
ー
の
設
例
で
あ
る
（
図
ヨ
ニ
己
三
の
愚
の
『
》
の
芹
『
囚
守
の
向
う
［
・
ロ
ロ
Ｆ
ｇ
『
宮
。
戸
巴
鴛
時
．



正当防衛における「防衛意思」の問題点Ｈ

（
２
）
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
職
に
つ
き
、
愚
一
・
の
［
四
四
戸
回
・
図
・
Ｐ
の
』
‐
』
．

（
３
）
股
近
の
教
科
書
に
限
定
し
て
み
て
も
、
わ
が
国
で
は
防
衛
意
思
不
要
説
の
増
加
な
い
し
有
力
化
傾
向
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
、
中
山
研
一
・

刑
法
総
論
（
昭
和
五
七
年
）
一
一
八
○
－
一
一
八
一
頁
、
内
藤
謙
・
刑
法
識
義
総
論
㈲
（
昭
和
六
一
年
）
一
一
一
四
三
－
三
四
四
頁
、
香
川
達
夫
・
刑
法
講
義
〔
総

論
〕
（
昭
和
五
五
年
）
一
五
七
’
一
五
八
頁
、
生
田
勝
義
（
中
義
勝
Ｉ
吉
川
経
夫
Ⅱ
中
山
研
一
編
・
刑
法
１
総
論
〔
昭
和
五
九
年
二
一
四
○
頁
以
下
、

な
お
、
平
野
飽
一
・
刑
法
総
論
Ⅱ
（
昭
和
五
○
年
）
二
四
三
頁
、
内
田
文
昭
・
改
訂
刑
法
Ｉ
（
総
論
）
（
昭
和
六
一
年
）
一
九
五
頁
等
。

（
４
）
も
っ
と
も
、
鐘
肴
は
「
違
法
鱸
の
変
遷
と
そ
の
課
題
ｌ
主
観
的
違
法
要
素
の
璽
鼈
の
再
檎
爾
ｌ
』
（
仮
題
）
な
る
論
稿
を
も
予
定
し
て
お
り
、

違
法
論
の
生
成
・
発
展
史
な
ら
び
に
主
観
的
違
法
要
素
の
理
論
の
正
面
か
ら
の
検
討
は
そ
れ
に
委
ね
た
い
。

（
５
）
柵
稿
「
刑
法
に
お
け
る
危
険
概
念
－
－
危
険
概
念
の
本
質
に
つ
い
て
ｌ
』
刑
法
雑
誌
二
四
巻
二
号
（
昭
和
五
六
年
）
三
○
四
頁
．

第
一
章
問
題
史
的
概
観

シ
Ｅ
Ｐ
】
冨
寧
と
。
シ
昌
・
・
こ
ち
》
、
・
圏
③
）
。
ち
な
み
に
、
コ
ー
ラ
１
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
例
と
は
、
「
私
が
、
私
の
仇
敵
と
考
え
て
い
る
あ
る
者
を
憎
悪

と
復
讐
心
か
ら
打
ち
倒
す
。
そ
し
て
、
彼
が
私
の
生
命
を
狙
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
既
に
私
が
気
づ
か
な
か
っ
た
彼
に
よ
る
攻
撃
が
存

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
．
お
よ
び
私
が
彼
を
憎
悪
か
ら
打
ち
殺
さ
な
け
れ
ば
、
彼
が
私
の
生
命
を
奪
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
事
後
的
に
初
め
て

判
明
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
元
々
コ
ー
ラ
ー
自
身
は
か
よ
う
な
「
無
意
鐡
的
正
当
防
衛
｛
巨
号
の
急
巨
曾
の
ｚ
◎
言
９
月
）
」
も
正
当
防
衛
た
り
う
る

と
し
て
、
不
要
説
の
立
場
か
ら
右
設
例
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
｛
］
・
脇
［
【
。
こ
の
『
》
閂
ｂ
弓
号
巨
呂
旦
の
⑩
ｇ
『
ぬ
の
『
－
－
８
の
皀
丙
の
、
三
⑩
》
目
・
閂
・
尼
屋
の
．

ｇ
函
・
四
ｓ
）
。
ご
ｍ
一
・
罰
且
◎
］
〔
⑫
】
の
ぐ
の
耳
⑪
》
函
⑦
冒
筒
の
Ｎ
Ｅ
『
門
の
う
『
の
ぐ
Ｃ
ｐ
ｇ
の
ロ
の
号
］
の
六
一
】
ぐ
の
ロ
ロ
ロ
『
の
、
冨
器
］
の
目
の
貝
の
ロ
ー
ョ
⑫
（
『
凹
守
の
、
言
》
皀
置
》
ｍ
・
函
ｇ
一

Ｆ
の
８
．
一
旦
国
日
日
①
『
一
Ｎ
Ｅ
『
Ｆ
彦
吊
ぐ
○
日
目
ロ
［
す
困
国
己
・
口
の
す
の
『
用
豈
の
。
①
目
Ｑ
ぐ
ｍ
ｇ
ｐ
ｎ
三
睦
脇
一
ｍ
の
甲
◎
ず
］
の
ョ
の
（
の
［
『
、
芽
・
シ
ワ
ラ
・
田
・
畠
『
）
『
唇
屋
の
．

ｇ
》
口
】
ぬ
胃
の
臣
⑩
国
く
め
［
目
戸
□
回
印
勺
『
Ｃ
ウ
ー
の
曰
呂
ご
）
の
宍
こ
ぐ
の
『
国
の
目
の
貝
の
一
ョ
丙
昌
日
の
口
こ
の
『
ｚ
Ｃ
ヨ
の
ぎ
『
ｅ
一
脇
，
句
田
島
【
巨
耳
』
や
畠
）
・
の
・
陣
巨
・
⑫

三
．
な
お
、
本
設
例
に
つ
き
牧
野
英
一
「
正
当
防
衛
と
防
衛
意
思
」
同
．
刑
法
研
究
第
七
（
昭
和
一
四
年
）
三
七
七
頁
、
大
塚
仁
「
正
当
防
衛
と
防
衛

の
意
思
」
同
．
刑
法
論
集
⑩
（
昭
和
五
一
年
）
一
六
○
頁
、
香
川
達
夫
「
防
衛
意
思
は
必
要
か
」
団
藤
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
一
巻
（
昭
和
五
八
年
）
二

六
七
頁
等
を
も
参
照
。

第

節
実
体
法
的
問
題
の
原
初
的
所
在

３



一
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
目
下
の
問
題
領
域
そ
の
も
の
は
、
今
世
紀
的
問
題
と
し
て
み
て
も
、
既
に
ほ
ぼ
一
世
紀
に
及
ぶ
激
烈
な

論
争
の
歴
史
を
経
験
し
て
き
て
お
り
、
現
在
で
も
な
お
そ
の
論
争
形
成
の
渦
中
に
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
そ
の
際

（
１
）

’
た
と
い
異
な
っ
た
露
の
も
と
で
あ
る
と
し
て
も
Ｉ
そ
の
悶
霞
そ
れ
自
体
は
非
常
に
長
い
蟹
を
有
し
盛
に
遠
く
ロ
ー

マ
法
お
よ
び
中
世
に
ま
で
淵
源
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
歴
史
上
、
依
然
今
日
で
も
最
も
よ
く
知
ら
れ
、
か
つ
最
も
代
表
的
な

（
２
）
（
３
）

正
当
化
事
由
、
す
な
わ
ち
、
正
当
防
衛
が
卓
越
し
た
役
割
を
演
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
バ
イ
ダ
ー
が
簡
単
な
ス
ヶ
ッ

（
４
）

チ
を
与
え
て
い
る
の
で
、
予
め
以
下
こ
れ
を
中
、
心
に
他
の
諸
文
献
を
も
参
看
し
つ
つ
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

二
本
素
材
の
実
体
法
的
な
側
面
の
所
在
は
、
原
初
的
に
（
わ
れ
わ
れ
が
今
日
述
べ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
）
正
当
防
衛
に
お
け
る

主
観
的
正
当
化
要
素
で
あ
っ
た
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
当
初
か
ら
こ
の
正
当
化
事
由
に
関
連
し
て
、
主
観
的
正
当
化
要
素
と
い
う
要
件

が
論
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
の
は
怪
し
む
に
足
り
な
聰
）
だ
が
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
遡
り
う
る
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
バ
イ
ダ
ー
に
よ
れ

ば
最
も
古
い
文
献
の
箇
所
と
し
て
、
ロ
ー
マ
皇
帝
セ
ウ
ェ
ル
ス
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
（
ど
の
圃
己
の
『
の
①
ぐ
の
日
、
在
位
二
二
二
’
二
一
一
一

（
６
）

（
７
）

（
８
）

五
年
）
の
も
と
で
近
衛
長
官
を
務
め
た
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
パ
ウ
ル
ス
｛
］
ロ
ー
冒
醜
勺
目
一
■
、
｝
に
発
す
る
も
の
と
さ
れ
る
（
一
一
一
一
一
五
年
頃
）
。
す

な
わ
ち
、
『
サ
ビ
ー
ヌ
ス
に
関
す
る
第
一
○
巻
（
回
す
『
Ｃ
〆
且
の
：
一
目
目
）
』
（
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
）
の
中
で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
正
当

防
衛
は
、
そ
れ
が
「
単
に
守
る
た
め
に
な
さ
れ
、
も
ち
ろ
ん
、
復
讐
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
場
合
に
（
ご
Ｅ
の
己
一
目
曰
冒
〆
呉
》

ロ
。
己
の
二
四
日
巳
曰
の
目
一
日
色
の
四
｛
四
、
白
日
⑪
岸
員
）
」
の
み
不
処
罰
〈
の
［
『
四
（
可
の
夢
の
一
斤
）
へ
と
導
い
た
。
も
っ
と
も
、
た
と
い
こ
の
パ
ウ
ル
ス

の
見
解
が
よ
り
古
い
出
典
か
ら
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
当
該
箇
所
は
パ
ウ
ル
ス
か
ら
デ
ィ
ゲ
ス
タ
（
『
学
説
葉

（
９
）

纂
』
）
へ
と
受
け
継
が
れ
、
し
た
が
っ
て
、
五
一
一
一
一
二
年
以
降
法
的
効
力
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
で
決
定
的
な
意
義
が
帰
せ
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
正
当
防
衛
か
ら
す
る
行
為
は
「
不
処
罰
（
の
耳
昌
。
⑫
）
」
に
止
ま
っ
た
一
方
で
、
復
讐
行
為
は
こ
の
概
念
に
包
摂
さ
れ
ず
可
罰
的

（
、
）

で
あ
っ
た
（
な
お
、
正
当
防
衛
の
限
界
の
意
識
的
か
つ
意
欲
的
な
超
過
〔
過
剰
防
衛
〕
で
他
人
を
殺
害
す
る
場
ム
ロ
に
は
、
ロ
ー
マ
法
に

４



正当防衛における「防衛意思」の問題点（-）

（
ｕ
〉

よ
れ
ば
防
衛
意
思
を
欠
き
、
か
く
し
て
、
そ
れ
は
故
意
の
謀
殺
の
か
ど
で
処
罰
さ
れ
た
り
ｕ
の
と
も
さ
れ
て
い
る
）
。

か
よ
う
な
ロ
ー
マ
法
の
見
解
は
、
カ
ノ
ン
法
へ
の
継
承
を
通
じ
て
な
お
強
化
さ
れ
、
か
つ
広
汎
に
普
及
し
た
の
で
あ
る
。
三
一
一
一

年
に
至
る
ま
で
の
初
期
キ
リ
ス
ト
教
時
代
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
何
ら
重
要
な
文
献
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
正
当

（
胆
）

防
衛
か
ら
す
る
殺
害
は
許
容
さ
れ
よ
う
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
復
響
お
よ
び
防
御
（
少
ワ
ミ
の
ゴ
『
）
は
同
一
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
対
す
る
示
唆
の
み
が
見
出
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
問
題
は
ま
さ
に
萌
芽
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
問
題
は
責
任
主

義
に
よ
る
結
果
責
任
の
解
放
の
過
程
に
お
い
て
現
実
的
な
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、
ほ
ぼ
一
二
○
○
年
頃
、
ボ
ロ
ニ
ア
大
学
の
カ
ノ

ン
法
学
派
の
圧
倒
的
な
影
響
下
の
も
と
で
、
一
方
で
防
御
（
シ
官
甫
言
）
と
し
て
の
正
当
防
衛
（
適
法
な
防
衛
行
為
と
し
て
の
防
衛
の
た

め
の
行
為
）
と
他
方
で
復
綴
（
不
適
法
な
防
衛
行
為
と
し
て
の
復
艸
か
ら
す
る
行
為
）
と
の
間
の
区
別
を
、
七
人
の
カ
ノ
ン
法
学
者

（
、
）

（
グ
ラ
チ
ア
ヌ
ス
か
ら
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
世
ま
で
）
の
中
に
見
出
さ
れ
、
再
び
こ
の
区
別
の
問
題
が
役
割
を
演
ず
る
に
至
る
の
で
あ

る
。
ロ
ー
マ
法
王
イ
ン
ノ
セ
ン
ト
三
世
（
自
自
。
Ｎ
の
目
昌
在
位
一
一
九
八
’
一
二
一
六
年
）
は
、
そ
の
教
師
フ
グ
ッ
キ
ォ
（
困
巨
胸
巨
Ｒ
－
Ｃ

一
二
一
○
年
没
）
か
ら
、
デ
ィ
ゲ
ス
タ
に
顕
れ
て
い
る
パ
ウ
ル
ス
の
前
記
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
継
承
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
…
…
復
讐

を
行
な
う
た
め
に
で
は
な
く
、
不
法
を
防
衛
す
る
た
め
に
…
…
（
ご
・
：
ロ
。
。
且
の
目
目
の
ロ
：
曰
く
ヨ
＆
ｎ
国
ロ
］
》
⑰
の
』
且
旨
冒
『
一
四
曰

已
『
。
□
巳
⑪
四
目
目
】
一
・
・
・
負
）
」
と
い
う
箇
所
が
こ
こ
で
は
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
は
『
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
世
の
教
令
集

（
Ｍ
）

ｅ
の
宍
一
の
同
一
の
。
●
『
の
、
。
『
⑪
貝
）
』
（
別
名
リ
ー
ベ
ル
・
エ
ク
ス
ト
ラ
ロ
ウ
の
『
の
〆
（
『
四
、
一
一
一
一
一
一
四
年
）
に
継
承
さ
れ
、
爾
来
『
カ
ノ
ン
法

（
巧
）

大
全
く
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
Ｅ
⑩
百
『
一
⑩
ｏ
：
。
己
Ｑ
）
』
の
一
部
分
と
し
て
、
全
教
会
に
対
し
法
律
効
力
を
獲
得
す
る
。
こ
こ
で
も
再
び
、
防
御
と
復
讐

と
の
間
が
区
別
さ
れ
、
パ
ウ
ル
ス
お
よ
び
『
ロ
ー
マ
法
大
全
（
Ｃ
・
日
巨
⑫
旨
『
厨
Ｑ
ご
】
一
一
⑪
）
』
に
従
っ
て
、
被
攻
撃
者
が
「
復
響
の
た
め

に
（
ご
巳
：
己
の
８
口
の
囚
員
）
」
で
は
な
く
、
「
防
衛
の
た
め
に
（
マ
ロ
の
庁
口
ご
・
己
の
８
口
の
四
倉
）
」
行
為
し
た
と
き
に
だ
け
、
「
免
責
さ
れ
る

（
の
具
⑩
、
冒
一
Ｓ
ｍ
の
己
」
も
の
と
看
倣
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
防
衛
目
的
（
く
の
耳
の
目
、
目
、
の
目
『
の
、
六
）
は
、
防
御
者
の
意
思
に
と
っ
て
決
定
的

〈
巧
）

な
』
□
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

－

０



そ
れ
に
相
即
し
つ
つ
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
（
目
彦
○
冒
凹
⑩
ぐ
。
ｐ
シ
Ｃ
巨
旨
一
二
一
一
五
？
’
’
’
’
七
四
年
）（
Ⅳ
）

は
、
な
る
ほ
ど
正
当
防
衛
に
お
い
て
、
攻
撃
者
は
極
限
的
な
場
合
に
は
殺
害
さ
れ
て
も
よ
い
（
間
接
的
殺
害
旨
』
】
『
の
鷺
の
目
・
白
ロ
殖
）
と

表
明
し
た
が
、
戦
時
に
お
け
る
兵
士
や
盗
人
の
取
り
押
え
の
際
の
行
政
官
（
勺
・
］
周
回
）
は
「
彼
ら
が
個
人
的
な
激
情
か
ら
動
機
づ
け
ら

（
肥
〉

れ
た
場
合
に
は
」
、
か
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
罪
と
な
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
以
上
の
と
こ
ろ
か
ら
法
的
効
果
と
の
関
連
で
重
要
な
点
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
正
当
防
衛
の
承
認
は
そ
の
所
為
が
「
飼

せ
ら
れ
な
い
（
鼻
『
囚
【
可
巴
）
」
と
い
う
こ
と
だ
け
を
明
ら
か
に
し
た
一
方
で
、
ボ
ロ
ニ
ア
の
カ
ノ
ン
法
学
者
達
に
と
っ
て
は
「
責
任
の
問

（
⑬
）

題
（
の
、
豈
巳
・
ロ
『
。
ご
｝
の
日
）
」
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
ド
イ
ツ
の
ラ
ン
ト
諸
領
域
に
お
い
て
は
、
正

当
防
衛
に
よ
る
殺
人
の
承
認
は
（
一
一
五
二
年
お
よ
び
一
一
七
九
年
の
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
に
お
け
る
よ
う
に
）
、
通
常
、
行
為
者
は
刑

事
罰
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
他
の
法
的
不
利
益
が
彼
に
し
ば
し
ば
課
せ
ら
れ
た
も
の

〈
加
）

（
印
）

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
パ
イ
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
問
題
性
は
そ
れ
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
不
法
と
責
任
と
は
当
時
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

な
お
、
こ
の
点
に
つ
き
若
干
触
れ
て
お
く
と
、
歴
史
的
に
観
れ
ば
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
正
当
防
衛
、
緊
急
避
難
な
ら
び
に
夜
盗
お
よ
び
現
行

犯
で
捕
え
ら
れ
た
姦
通
者
の
殺
害
権
と
い
っ
た
個
々
的
に
こ
れ
に
属
す
る
一
連
の
諸
事
例
を
知
っ
て
い
た
が
、
違
法
阻
却
に
つ
い
て
の
一
般
原
則
を

知
ら
な
か
っ
た
（
司
司
日
届
く
。
己
口
切
Ｎ
［
・
田
ｇ
３
Ｅ
９
Ｑ
の
の
こ
の
臣
［
円
嵜
の
己
切
【
国
【
『
円
宮
⑩
》
函
。
シ
臣
［
｝
し
函
医
・
の
。
届
］
。
な
お
、
黒
田
賊
「
行
為
の
違
法
」
〔
大

正
五
年
〕
一
一
頁
、
小
暮
得
雄
「
違
法
論
の
系
譜
と
法
益
論
」
法
学
協
会
雑
誌
八
○
巻
五
号
〔
昭
和
三
九
年
〕
六
一
八
頁
等
を
も
参
照
）
。
そ
れ
ら
は
、

そ
れ
な
く
ば
可
罰
的
な
行
為
が
処
嗣
さ
れ
な
い
個
々
の
事
例
を
、
そ
の
時
々
の
要
請
に
応
じ
て
、
散
在
的
に
挙
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
関
心
は
、

た
だ
不
処
飼
と
い
う
実
践
的
な
効
果
だ
け
で
あ
っ
て
、
違
法
阻
却
か
、
責
任
阻
却
か
、
あ
る
い
は
刑
飼
阻
却
か
と
い
っ
た
点
は
相
互
に
暖
味
模
糊
と
き

れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
内
◎
す
の
耳
ぐ
。
己
雪
ご
掃
一
６
２
［
円
げ
の
⑪
⑫
【
『
具
『
の
、
頁
陣
】
白
］
．
］
塁
Ｐ
の
。
』
呂
巨
・
の
・
三
・
）
。
す
な
わ
ち
、
必
要
な
ド
ル
ス
｛
』
。
］
巨
の
）

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
違
法
性
で
は
な
く
、
そ
の
所
為
の
可
罰
性
が
排
除
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
く
・
口
の
農
四
・
ｍ
・
Ｐ
⑩
．
旨
』
．

も
っ
と
も
、
か
よ
う
な
単
純
な
把
握
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
リ
ス
ト
が
注
記
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
〔
『
日
で
の
ヨ
ー
８
Ｆ
凹
冨
。
．
”
α
旦
円
ず
厨
弔
『
一
目
『
局
．

６



正当防衛における「防衛意思」の問題点（-）
。
。
［
旨
】
の
『
の
（
ｇ
］
四
ヨ
冒
己
の
１
の
。
①
『
【
圏
印
の
『
謄
一
一
・
国
』
・
戸
』
・
シ
ケ
【
・
・
閨
。
シ
色
Ｐ
】
忠
切
・
の
』
黒
『
・
が
詳
述
し
て
い
る
）
。

そ
し
て
、
か
よ
う
な
状
況
は
、
中
世
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
中
世
後
期
の
原
典
に
お
け
る
正
当
防
衛
の
詳
細
な
論
及

お
よ
び
、
個
々
の
緊
急
避
難
の
強
調
と
な
ら
ん
で
、
特
に
広
範
に
わ
た
っ
て
承
認
さ
れ
た
殺
害
権
が
卓
越
せ
る
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

中
世
イ
タ
リ
ア
法
学
、
カ
ロ
リ
ナ
お
よ
び
、
こ
れ
に
基
づ
き
構
築
さ
れ
た
普
通
法
の
観
点
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
愚
一
・
口
⑪
具
向
・
図
・
Ｐ
⑫
．

］
巳
》
富
山
ｘ
田
。
。
。
諄
「
》
の
『
自
己
●
１
画
○
の
⑫
ｏ
⑪
〔
の
【
『
の
一
，
三
⑭
●
ず
の
ｐ
ｍ
－
『
、
沖
①
、
冨
切
日
】
（
す
①
ｍ
Ｃ
ｐ
』
の
『
の
『
因
の
『
邑
ｎ
斤
⑫
－
，
宮
憶
巨
曰
媚
旦
円
蔑
⑫
８
『
】
⑰
、
豈
曾

両
目
豆
「
月
宍
］
Ｅ
ご
甲
閂
・
ロ
ロ
・
少
］
］
、
の
目
の
旨
、
『
『
の
一
一
』
・
西
睦
］
（
［
の
》
』
や
』
『
・
叩
・
置
缶
昌
曰
］
③
》
の
①
。
『
ぬ
□
陣
与
曰
ご
□
四
ｍ
の
［
日
（
『
の
、
二
二
戸
四
一
一
目
⑰
一
日
四
口
、
、
の
二
の
国
已
目

三
】
〔
（
の
一
四
一
［
の
『
》
］
墨
］
・
の
．
⑭
『
》
］
の
⑪
、
ご
三
田
①
一
ヨ
ヶ
の
『
、
の
『
》
凶
巨
『
Ｆ
①
き
『
の
こ
○
ヨ
シ
扁
逓
、
三
巨
瓦
○
の
『
丙
の
、
き
【
望
ミ
ユ
ユ
、
【
①
】
（
・
国
口
ｍ
の
⑩
、
三
ｎ
頁
一
一
○
ず
の
『
因
の
】
【
国
⑭

冒
叩
句
の
の
蕨
呂
『
】
津
曽
『
Ｓ
ｍ
〕
Ｅ
１
異
一
叩
呂
の
同
四
声
巨
一
〔
馨
冒
口
の
】
の
瓦
の
ロ
・
』
ｇ
『
》
ｍ
・
罵
曾
・
患
『
》
■
ご
ユ
呂
閃
旨
ご
頓
の
『
巨
己
『
葛
□
の
『
の
【
団
【
局
、
言
⑩
砲
の
の
，

、
嵐
、
言
ｐ
］
ｃ
巴
．
ｍ
・
念
〔
ｌ
Ｈ
・
リ
ュ
ー
ピ
ン
グ
箸
川
端
博
Ⅲ
曽
根
威
彦
訳
・
ド
イ
ツ
刑
法
史
綱
要
（
昭
和
五
九
年
）
七
四
頁
以
下
〕
等
）
。

し
た
が
っ
て
、
犯
罪
概
念
要
素
と
し
て
の
違
法
性
の
認
職
は
、
ロ
ー
マ
法
や
ド
イ
ツ
中
世
法
で
は
何
ら
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も

シ
ャ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
違
法
概
念
形
成
の
萌
芽
は
刑
法
学
の
創
始
者
た
る
後
期
注
釈
学
派
お
よ
び
そ
の
依
拠
者
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
と

し
て
、
デ
キ
ア
ヌ
ス
（
ヨ
ヮ
の
邑
巨
⑪
□
の
、
】
自
巨
、
『
勗
皀
，
］
、
ｓ
）
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
論
究
を
加
え
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い

（
『
ぬ
一
・
句
ユ
の
ニ
ユ
、
す
の
、
う
回
【
｛
⑪
庁
の
『
Ｐ
Ｒ
淫
の
四
二
ｍ
①
ヨ
の
ご
①
曰
伊
の
ぎ
『
の
己
ぐ
◎
目
『
の
『
す
『
の
、
ゴ
の
ロ
ヨ
ー
ゴ
『
の
『
向
口
百
国
、
屋
巨
ロ
、
已
巨
『
同
夛
昌
の
ご
冨
脇
の
ロ
の
ｎ
ヶ
員
（
□
①
叩

、
の
日
の
旨
の
ヨ
の
（
『
画
守
の
ロ
ゴ
〔
の
》
］
忠
Ｐ
の
．
ｇ
【
｛
・
》
餌
。
司
○
夛
「
壱
、
．
、
ｇ
ｏ
。
．
、
・
震
Ｆ
」
ｓ
〔
・
巨
・
の
．
弓
轡
）
。

（
２
）
丙
◎
す
の
耳
の
［
の
冒
冨
ｎ
ヶ
悶
巨
『
勺
『
Ｃ
ウ
｜
の
昌
囚
〔
房
○
の
『
Ｆ
島
『
の
ぐ
。
ご
ｇ
の
己
の
巨
亘
の
宍
忌
ぐ
の
。
宛
の
、
冒
苛
耳
『
ぬ
目
鴨
の
］
の
日
の
三
の
こ
ず
の
一
旦
の
こ
く
Ｃ
『
鼠
目
］
】
、
豈
目

向
『
【
◎
一
頃
の
。
①
］
諄
〔
の
ロ
・
の
曰
昌
の
己
閣
員
因
の
、
『
旨
色
目
殖
○
の
『
Ｐ
の
ぎ
『
の
こ
◎
己
色
の
己
⑪
Ｅ
す
］
の
丙
二
く
の
。
”
の
、
亘
衞
瓜
曰
碩
目
、
⑩
の
］
の
ョ
の
具
の
口
・
』
の
『
８
百
汀
四
一
【
口
目
色

（
５
）
、
。
色
目
ゴ
の
《
の
ご
豆

（
６
）
な
お
、
セ
ウ
ェ
ル
一

二
五
三
頁
注
Ｒ
参
照
。

（
７
）
パ
ウ
ル
ス
に
つ
き
、

（
３
）
な
お
、
正
当
防
衛
そ
の
も
の
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
の
わ
が
国
の
文
献
と
し
て
、
曽
根
威
彦
・
刑
法
に
お
け
る
正
当
化
の
理
論
（
昭
和
五
五
年
）

四
頁
以
下
、
津
田
璽
憲
・
正
当
防
衛
の
研
究
（
昭
和
六
○
年
）
一
頁
以
下
等
参
照
。

（
４
）
■
の
『
一
ウ
の
耳
言
昌
二
ｍ
『
》
目
の
ｍ
Ｂ
ｍ
昌
目
、
こ
の
『
巨
巻
【
の
『
・
目
旦
の
ロ
の
昌
一
の
胃
】
ぐ
８
両
円
葛
の
昌
賄
巨
砲
陥
一
の
己
の
ョ
［
自
冨
『
三
の
ｇ
ａ
・
｝
・
巴
の
目
９

，
竜
円
の
目
色
鼻
。
硯
の
一
国
守
門
言
⑪
．
＄
『
Ｐ
の
・
舅
．

両
『
【
Ｃ
ｌ
碩
の
。
①
］
諄
〔
の
皇
の
［
巨
昌
の
二
．

尻
ｏ
ｐ
ｍ
①
□
巨
①
目
の
目
』
圏
『
・
叩
・
』
’

な
お
、
正
当
防
衛
そ
の
も
の

、
。
色
臣
ロ
ゴ
の
篇
冒
す
四
ｎ
戸
、
．
四
・
○
・
》
の
。
』
。

セ
ウ
ェ
ル
ス
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
か
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
セ
ウ
ェ
ル
ス
と
呼
ぶ
か
に
つ
き
、
船
田
享
二
・
ロ
ー
マ
法
第
一
巻
（
昭
和
四
三
年
）

た
と
え
ば
、
船
田
・
前
掲
爵
三
二
六
頁
以
下
等
参
照
。

７



（
週
）
ご
閲
一
・
の
訂
ロ
ゴ
四
コ
【
員
冒
の
Ｒ
マ
ス
四
コ
◎
ヨ
異
一
ｍ
ｎ
コ
の
の
、
云
巨
一
ユ
ー
の
ケ
『
の
ぐ
。
。
⑦
『
菖
冨
ヨ
ヶ
ー
⑪
煙
巨
｛
ユ
ー
の
□
の
【
『
の
画
一
の
。
。
『
の
頭
。
『
⑰
只
菫
］
畠
、
〉
⑫
．
置
浄
ア
コ
ョ
・
胃

》
凰
寓
の
耳
己
“
の
豈
二
二
＆
□
の
『
・
回
・
四
・
○
・
一
⑰
．
②
。

（
Ｍ
）
こ
れ
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、
田
中
周
友
・
世
界
法
史
概
説
（
昭
和
四
六
年
）
一
六
八
頁
等
参
照
。

（
週
）
〆
．
②
齊
届
・
屋
引
購
葺
の
１
口
回
、
ｐ
ご
『
＆
』
の
『
つ
ぃ
・
四
・
○
・
・
の
．
』
句
ロ
瓦
ロ
．
①
．

（
必
）
丙
具
ヨ
の
『
》
餌
．
四
・
’
○
・
・
の
．
⑬
急
皷
闘
三
の
１
．
ｍ
、
可
ご
『
圏
ユ
①
『
》
四
・
ｍ
・
○
・
一
の
・
酉
・

（
Ⅳ
）
く
い
｝
・
二
言
四
昼
の
『
・
因
の
日
の
己
戸
口
ロ
砲
の
ロ
Ｎ
Ｅ
目
三
色
冒
号
の
砲
『
】
［
［
巨
己
。
瞭
巨
『
Ｐ
の
す
『
の
ぐ
Ｃ
口
旦
の
口
向
き
の
瞭
乏
の
ｏ
宍
の
二
目
目
少
皀
⑫
Ｃ
｝
〕
盲
画
四
二
ｓ
の
向
日
⑫
Ｃ
豈
の
昼
巨
ご
悶

因
⑦
国
⑫
（
屋
・
の
．
〕
『
黒
｛
・
》
㈲
⑫
二
言
国
ユ
・
『
中
》
】
屯
＄
・
の
．
』
畠
，
量
、
。

（
旧
）
弓
豈
●
日
、
の
ぐ
。
ロ
シ
ロ
巳
口
》
、
巨
目
罠
冒
の
ロ
の
『
円
豈
の
○
一
○
砲
】
の
章
琿
・
鈩
巨
［
一
．
』
・
口
。
．
旨
の
砲
・
ぐ
。
皀
印
の
目
夛
凹
ａ
。
』
湯
一
・
戸
臣
・
ロ
・
量
》
、
．
『
・
》
㈱
言
の
鼻
。
、
の
ぎ

三
四
匙
の
『
．
ｍ
・
■
・
Ｐ
の
．
』
。
な
お
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
は
、
私
人
が
例
外
的
に
他
人
を
殺
害
す
る
権
限
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
可
能
な
も
の
と
考

え
た
。
彼
は
、
敵
対
者
の
殺
害
が
か
の
行
為
Ｉ
Ｉ
そ
の
行
為
の
目
標
が
唯
一
た
だ
「
自
己
の
生
命
の
維
持
（
８
国
⑪
の
【
ぐ
員
】
○
頁
ｇ
『
旨
の
ぐ
】
日
の
）
」
で
あ

る
ｌ
の
偽
然
的
な
瓢
次
効
果
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
き
に
の
み
、
正
当
防
衛
を
許
；
…
と
考
え
た
の
で
あ
る
一
衝
一
ｍ
。
…
ｇ
：
Ｐ

⑫
．
］
巴
》
印
蔚
ご
囚
ｎ
戸
四
・
■
．
。
．
〉
印
・
函
｝
。

（
四
）
息
の
芹
【
呉
【
『
の
一
言
と
ｇ
ｍ
ｎ
冒
己
－
．
の
ｇ
と
い
う
概
念
が
同
義
で
は
な
い
こ
と
、
グ
ラ
チ
ア
ヌ
ス
以
来
の
責
任
論
お
よ
び
結
果
責
任
の
漸
次
的
解
放
等
に
つ

い
て
は
、
ゴ
巴
。
§
四
・
回
，
○
・
・
⑪
．
⑬
司
巨
ロ
ロ
・
屋
巨
．
Ｅ
に
拳
示
呉
』
れ
た
諸
文
献
等
参
照
。

（
卯
）
他
の
法
的
不
利
益
、
た
と
え
ば
、
人
命
金
｛
二
ｍ
『
ぬ
の
一
ｓ
が
損
害
賠
償
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ご
晒
一
・
厚
の
【
ｇ
ａ
ｍ
ｎ
目
〕
】
号

向
旨
冒
ロ
『
巨
己
、
旨
』
】
の
●
の
⑪
、
三
ｎ
胃
①
□
の
【
こ
の
貝
⑪
向
豈
の
口
⑫
［
『
ロ
ヰ
の
、
言
⑫
ロ
色
の
、
ｐ
単
．
シ
巨
口
ご
巳
＄
．
⑫
’
『
」
‐
『
ｍ
》
Ｑ
凹
巨
Ｑ
旨
⑩
句
月
忌
の
【
『
曰
く
●
ロ
⑪
、
弓
劃
吊
【
ご

－
田
冒
⑩
弓
冨
の
日
ｐ
⑦
日
呂
昌
砲
の
ロ
の
『
。
①
具
切
目
の
ご
宛
の
、
頁
農
の
の
、
豆
ｎ
頁
の
一
』
・
少
巨
（
一
・
》
］
患
Ｐ
、
．
』
］
』
二
・
の
・
曇
『
．
な
お
、
曽
根
・
前
掲
書
一
一
一
一
一
頁
。
こ

（
Ⅲ
）
『
可
の
。
」
。
【
三
．
日
日
い
の
ご
》
宛
○
日
厨
ｎ
ｓ
の
⑪
の
（
『
目
前
、
耳
桿
＄
Ｐ
ｚ
の
己
『
臣
Ｃ
丙
邑
３
ｍ
・
缶
こ
’
③
巴
・

（
ｕ
）
く
い
一
・
□
・
℃
や
唾
。
、
ご
門
・
中
田
ぎ
い
口
闘
］
。
⑪
の
【
の
、
与
円
巴
ワ
ｑ
・
ロ
蔚
国
の
巨
円
〔
＆
］
色
目
、
Ｑ
①
『
Ｚ
。
（
三
の
弓
同
旨
。
⑮
『
、
す
『
尉
二
】
、
声
の
ロ
ロ
房
国
目
『
圏
二
】
の
、
｝
】
の
皀
已
の
冒
凸
・

巨
口
。
］
』
・
］
凹
面
『
言
巨
口
旦
の
耳
亨
□
一
ｍ
あ
？
両
『
一
四
口
ｍ
ｍ
ｐ
岳
蔑
ご
⑫
・
沼
田
巨
瓦
Ｐ
巨
》
刷
言
の
耳
口
囚
、
茸
の
房
冒
す
回
ｎ
戸
の
．
』
・

（
⑫
）
団
の
日
与
四
ａ
⑪
、
彦
亭
□
［
百
□
■
⑪
目
α
百
二
鴨
『
の
、
宮
ず
の
一
ユ
の
二
｛
『
堂
夛
、
。
『
勝
二
一
、
す
の
。
の
。
ゴ
ユ
｛
［
鷺
の
一
一
の
『
貝
］
患
Ｐ
ｍ
・
顎
罰
菖
匡
の
『
【
。
：
ゴ
ー
ご
昌
ユ
脅
雪
Ｐ
四
・
○
・
・

と
も
、
バ
イ
ダ
ー
負

（
９
）
ロ
・
迫
一
』
・
一
興
霞
・

（
、
）
『
可
の
。
」
。
【
三
目

（
ｕ
）
ご
巳
・
ロ
・
℃
・
唾
。
、

（
８
）
ス
タ
イ
ン
バ
ッ
ハ
は
、
バ
イ
ダ
ー
を
引
用
し
て
、
二
三
五
年
の
パ
ウ
ル
ス
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
だ
と
す
る
が
｛
の
〔
の
ご
ｇ
ｏ
戸
出
．
、
．
。
．
．
、
．
」
）
、
も
つ
８

℃

と
も
、
バ
イ
ダ
ー
自
身
は
明
一
一
一
一
口
し
て
お
ら
ず
、
一
一
一
一
一
五
年
頃
と
す
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

の
⑭
。



正当防衛における「防衛意思」の問題点Ｈ

犯
の
責
任
が
あ
る
も
の
と
し
、

③
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
二
八
八
一

ぎ
り
で
の
み
、
行
為
の
動
機
血

論
拠
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

も
っ
と
も
、
一
八
七
一
年
頃
、
す
な
わ
ち
「
主
観
的
違
法
要
素
」
の
理
論
が
出
現
す
る
前
史
の
段
階
に
お
い
て
は
、
周
知
の
よ
う

に
そ
の
主
唱
者
と
し
て
ア
ド
ル
フ
・
メ
ル
ヶ
ル
を
擁
す
る
主
観
的
違
法
論
と
、
違
法
性
を
純
客
観
的
に
外
界
的
事
象
と
し
て
捉
え
る

（
２
）

べ
き
だ
と
す
る
客
観
的
違
法
》
鋼
と
の
理
論
的
対
立
の
渦
中
に
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
一
八
八
○
年
頃
の
問
題
状
況
は
か
よ
う
な
理
論
史

的
背
景
を
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
既
に
一
八
八
五
年
に
オ
ッ
ペ
ン
ホ
フ
は
自
己
の
立
場
を
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
今
日
で
も
な
お
示
め
さ
れ
る
「
防
衛
意
思
」

（
３
）

の
欠
如
の
場
合
に
お
い
て
、
既
遂
論
、
未
遂
論
、
無
罪
論
の
一
一
一
つ
の
解
決
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
引
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

オ
ッ
ペ
ン
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
「
客
観
的
正
当
防
衛
」
は
現
実
に
存
在
す
る
が
、
行
為
者
が
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、

自
己
ま
た
は
他
人
を
防
衛
す
る
と
い
う
意
図
で
行
為
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
⑪
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
ニ
八
七
七
年
）
は
そ
れ
を
既
遂

を
瞥
見
し
て
お
こ
う
。

も
っ
と
も
、
一
八
七
一
年
頃
、
す
な
わ
ち
「
主
観
的
違
法
要
素
」
の
理
論
が
出
現
す
る
前
史
の
段
階
に
お
い
て
は
、
周
知
の
よ
う

に
そ
の
主
唱
者
と
し
て
ア
ド
ル
フ
・
メ
ル
ヶ
ル
を
擁
す
る
主
観
的
違
法
論
と
、
違
法
性
を
純
客
観
的
に
外
界
的
事
象
と
し
て
捉
え
る

（
２
）

べ
き
だ
と
す
る
客
観
的
違
法
》
鋼
と
の
理
論
的
対
立
の
渦
中
に
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
一
八
八
○
年
頃
の
問
題
状
況
は
か
よ
う
な
理
論
史

的
背
景
を
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
既
に
一
八
八
五
年
に
オ
ッ
ペ
ン
ホ
フ
は
自
己
の
立
場
を
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
今
日
で
も
な
お
示
め
さ
れ
る
「
防
衛
意
思
」

（
３
）

の
欠
如
の
場
合
に
お
い
て
、
既
遂
論
、
未
遂
論
、
無
罪
論
の
一
一
一
つ
の
解
決
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
引
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

オ
ッ
ペ
ン
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
「
客
観
的
正
当
防
衛
」
は
現
実
に
存
在
す
る
が
、
行
為
者
が
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、

自
己
ま
た
は
他
人
を
防
衛
す
る
と
い
う
意
図
で
行
為
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
⑪
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
ニ
八
七
七
年
）
は
そ
れ
を
既
遂

犯
の
責
任
が
あ
る
も
の
と
し
、
②
ｖ
・
プ
ー
リ
ー
（
一
八
七
一
八
年
）
は
未
遂
の
刑
で
処
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

③
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
（
一
八
八
二
年
）
．
は
、
現
在
の
違
法
な
攻
撃
を
回
避
す
る
た
め
に
、
防
衛
が
客
観
的
に
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
か

ぎ
り
で
の
み
、
行
為
の
動
機
は
重
要
で
は
な
く
、
正
当
防
衛
が
成
立
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
こ
れ
ら
の
諾

一
上
記
の
ご
と
く
、
本
問
題
の
発
端
そ
の
も
の
は
既
に
ロ
ー
マ
法
お
よ
び
カ
ノ
ン
法
に
見
出
さ
れ
、
ま
た
道
徳
神
学
の
歴
史
に

（
１
）

お
い
て
も
見
出
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
で
は
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
帝
国
刑
法
典
成
立
直
後
の
状
況

れ
ら
に
対
し
、
ケ
ラ
ー
と
と
も
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
と
し
て
、
津
田
・
前
掲
書
五
七
頁
。

（
皿
）
二
昌
皀
の
『
》
皿
・
図
．
。
．
。
⑫
．
←
．

第
二
節
一
八
八
○
年
頃
の
問
題
状
況



卓
越
し
た
評
判
の
若
い
彫
刻
家
－
－
名
は
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
ー
峰
彼
の
愛
す
る
母
親
が
粗
篝
継
父
に
よ
っ
て
永
続
的
な
非
遣

い
虐
待
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
心
底
か
ら
心
苦
し
く
感
じ
て
い
た
が
、
あ
る
夜
、
再
び
両
親
の
寝
室
か
ら
喧
騒
が
聞
こ
え
て
き
た
と

き
、
斧
で
継
父
を
殺
害
し
よ
う
と
決
意
す
る
。
彼
が
灯
り
と
手
斧
を
も
っ
て
そ
の
室
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
き
に
、
彼
は
母
親
の
ベ
ッ

ド
の
上
で
継
父
が
ひ
ざ
ま
ず
い
て
い
る
の
を
見
、
そ
し
て
彼
女
に
次
の
よ
う
に
大
声
で
ど
な
っ
て
い
る
の
を
聞
く
。
「
さ
あ
、
お
前
を

射
殺
し
て
か
ら
、
お
れ
も
死
ぬ
。
殺
し
て
や
る
！
」
と
。
母
親
は
、
「
射
ち
な
き
い
よ
。
そ
し
た
ら
す
べ
て
が
終
る
わ
！
」
と
答
え
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
息
子
は
「
母
親
を
救
う
た
め
に
」
そ
れ
が
正
し
い
正
当
防
衛
の
武
器
と
な
る
こ
と
を
意
識
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
凶

器
た
る
手
斧
を
す
ば
や
く
振
り
上
げ
、
父
親
の
頭
を
割
る
こ
と
で
、
彼
の
射
殺
を
阻
止
す
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
以

下
の
よ
う
に
考
え
る
。
「
こ
の
こ
と
を
行
う
権
限
を
も
っ
て
母
親
を
救
う
と
い
う
意
図
（
シ
房
一
．
頁
）
は
、
犯
罪
的
故
意
を
排
除
す
る
の

で
あ
り
、
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
は
そ
の
こ
と
を
意
識
す
る
必
要
は
な
い
。
彼
が
そ
の
室
の
薄
暗
が
り
の
た
め
に
、
母
親
の
危
険
な
状
態
を

全
く
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
依
然
母
親
を
救
う
た
め
に
ま
さ
に
適
時
に
父
親
を
打
ち
殺
し
た
と
す
る
な
ら
、
既
遂
の
謀
殺
が
存
し
よ

（
７
）

、
７
．
か
よ
う
に
密
接
に
許
さ
れ
る
行
為
と
最
も
重
大
な
犯
行
と
が
し
ば
し
ば
相
互
に
限
界
を
画
す
の
で
あ
る
。
」
と
。

（
８
）

以
上
の
と
こ
ろ
か
ら
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
「
防
衛
意
思
」
を
客
観
的
正
当
防
衛
状
況
の
認
識
と
し
て
捉
、
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ

の
欠
如
は
既
遂
と
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
既
述
の
よ
う
に
防
衛
意
思
を
故
意
、
す
な
わ
ち
責
任
と
の
関
連
で
述
べ
て
い
る
点
に
注
意

（
９
）

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
（
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
「
規
範
論
」
か
ら
す
る
、
王
観
主
義
的
体
系
の
一
端
が
見
出
さ

（
皿
〉

れ
る
も
の
と
い
、
え
よ
う
）
。

（
４
）

一
一
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
彼
の
『
規
範
と
そ
の
違
反
第
一
一
巻
』
（
初
版
・
’
八
七
七
年
）
に
お
い
て
、
こ
こ
で
関
心
の
あ
る
議
論
を
、

以
前
の
（
坤
言
臼
）
故
意
で
は
な
く
行
為
の
瞬
間
に
お
い
て
存
す
る
故
意
の
み
が
決
定
的
た
り
う
る
と
い
う
彼
の
命
題
に
結
び
つ
け

（
５
）

る
。
そ
の
説
明
の
た
め
に
、
彼
は
現
実
に
生
吟
し
た
事
件
を
修
正
し
た
「
興
味
深
い
法
律
事
例
」
（
有
名
な
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
事
件
と
さ
れ

る
。
そ
の
説
明
の
た
め
に
、
彼
皿

（
６
）

て
い
る
も
の
）
を
挙
げ
て
い
る
。
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正当防衛における「防衛意思」の問題点、

も
っ
と
も
、
後
年
二
九
○
九
年
）
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
説
に
同
じ
く
反
論
し
た
、
ｖ
・
バ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
「
正
当
防
衛

は
、
行
為
の
判
断
に
関
し
て
考
察
す
る
た
め
に
、
行
為
者
は
違
法
な
攻
撃
を
防
衛
す
る
と
い
う
意
図
（
レ
ワ
肖
豆
を
も
っ
て
、
す
な
わ

ち
目
的
一
同
…
一
…
っ
て
行
為
す
る
二
と
ふ
く
し
て
正
当
防
衛
状
態
の
客
観
的
存
在
が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
ｌ
こ

く
皿
）

の
問
題
を
注
目
さ
せ
た
の
は
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
巧
績
で
あ
る
」
（
傍
点
原
文
隔
字
体
）
と
し
な
が
ら
も
、
バ
ー
ル
は
、
か
よ
う
な
防

衛
意
思
の
問
題
は
結
局
未
遂
の
問
題
で
あ
り
、
そ
し
て
実
に
逆
の
事
例
が
誤
想
防
衛
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

誤
想
防
衛
に
あ
っ
て
は
、
行
為
者
は
現
在
の
違
法
な
攻
撃
を
回
避
し
よ
う
と
い
う
誤
信
に
捉
わ
れ
て
い
よ
う
こ
と
で
客
観
的
な
正
当

防
衛
に
お
い
て
行
為
す
る
の
で
は
な
く
、
他
方
、
彼
は
こ
こ
で
は
客
観
的
に
正
当
防
衛
の
中
に
あ
り
、
し
か
し
、
「
違
法
な
故
意
」
を

も
っ
て
犯
罪
を
犯
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
違
法
な
攻
撃
を
企
て
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
攻
撃
の
た
め
に
、
正
当
防
衛
を

度
外
視
し
て
、
防
衛
的
行
為
の
中
に
存
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
犯
罪
の
不
能
な
客
体
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
不
能
な
客
体
に

（
皿
）

つ
い
て
の
未
遂
に
関
す
る
原
則
が
考
慮
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
行
為
者
は
不
処
罰
と
な
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

か
よ
う
に
同
じ
く
未
遂
論
に
立
っ
て
も
、
そ
の
未
遂
観
の
相
違
に
よ
り
、
前
者
の
ブ
ー
リ
ー
は
謀
殺
未
遂
に
よ
る
処
罰
を
、
後
者

の
パ
ー
ル
は
不
能
未
遂
に
よ
る
不
処
罰
を
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
旧
）

四
で
は
、
、
ン
ユ
ペ
ン
デ
ル
が
不
要
説
の
立
場
を
補
強
す
る
た
め
に
判
例
は
当
初
は
不
要
説
で
あ
っ
た
と
し
て
挙
げ
る
無
罪
説
に

立
つ
と
さ
れ
る
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
見
解
は
ど
う
か
。

な
い

｡

（
、
）

な
お
、
同
様
に
こ
の
期
に
、
ヘ
ル
シ
ュ
ナ
ー
等
ｊ
Ｕ
同
旨
の
主
張
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
そ
れ
に
対
し
て
、
翌
年
一
八
七
八
年
の
論
文
で
、
ｖ
・
ブ
ー
リ
ー
は
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
事
例
と
結
論
を
挙
示
し
て
、
「
む
し
ろ
、

そ
の
息
子
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
彼
の
行
為
は
少
な
く
と
も
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
る
も
の
な
の
だ
か
ら
、
謀
殺
未
遂
の
み
が
要
請

（
胆
）

さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
き
じ
の
と
私
は
信
ず
る
。
」
と
し
て
未
遂
論
を
表
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
実
質
的
論
拠
は
与
え
ら
れ
て
い
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（
肥
）

〈
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
一
一
年
一
一
月
一
○
日
第
一
｜
刑
事
部
判
決
〉

抗
告
人
（
Ａ
女
）
は
、
山
林
監
視
員
ら
が
相
被
告
人
Ｒ
（
Ａ
女
の
息
子
）
が
無
権
限
の
狩
猟
行
為
（
密
猟
）
に
よ
っ
て
獲
た
鹿
を

捜
す
た
め
、
Ａ
女
の
家
を
捜
索
し
、
干
し
草
置
き
場
に
昇
ろ
う
と
し
た
際
に
、
Ａ
女
が
階
段
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、
し
か
も
実
力
を
行

使
し
て
初
め
て
排
除
し
う
る
程
度
の
方
法
で
、
そ
の
捜
索
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
後
も
、
官
吏
は
繰
り
返
し
攻
撃
さ
れ
、
特

に
山
林
監
視
貝
Ｐ
は
、
彼
が
そ
の
干
し
草
置
き
場
の
藁
の
中
に
隠
し
て
あ
る
鹿
を
発
見
し
た
と
き
、
階
段
の
昇
り
口
か
ら
引
き
づ
り

降
ろ
そ
う
と
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
い
く
つ
か
争
点
は
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
そ
の
森
林
官
ら
の
Ａ
女
の
家
屋
の
捜
索
は
権
限
が
な
い
（
刑
訴
法
一
○

五
条
に
お
け
る
検
事
局
の
補
助
貝
に
属
し
て
い
な
い
）
と
す
る
な
ら
、
彼
ら
の
捜
索
は
不
適
法
で
あ
っ
て
、
抗
告
人
（
Ａ
女
）
に
よ

る
息
子
の
た
め
の
犯
罪
庇
護
（
刑
法
二
五
七
条
）
は
、
た
と
え
ば
、
彼
女
の
家
の
干
し
草
置
き
場
に
、
そ
の
息
子
に
よ
る
鹿
の
隠
匿

を
知
り
な
が
ら
黙
認
す
る
と
い
う
点
に
で
は
な
く
、
Ａ
女
が
捜
索
を
阻
止
す
る
た
め
に
官
史
に
低
抗
す
る
と
い
う
反
抗
行
為
の
中
に

だ
け
見
出
さ
れ
る
、
と
す
る
。
し
か
し
、
「
抗
告
人
は
、
彼
女
の
家
屋
の
不
適
法
な
捜
索
の
防
衛
の
た
め
に
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
し
く
ぎ
函
ロ
ヨ
ー
の
一
目
己
、
日
日
画
一
一
頭
・
Ｐ
宛
》
竃
』
』
］
》
］
台
目
三
』
国
【
・
『
巴
一
ｍ
・
Ｐ
肉
）
、
そ
し
て
、
刑
法
典
第
五
一
一
一
条
に
よ
れ
ば
、

そ
の
行
為
が
正
当
防
衛
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
て
い
た
と
き
に
は
処
罰
さ
れ
る
べ
き
行
為
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
、
防

、
、
、
、
、
、
、
も
も
、
己
、
、
、
、
、
、
Ｌ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
■
も

衛
が
現
在
の
違
法
な
攻
撃
を
回
避
す
る
た
め
に
客
観
的
に
必
要
で
あ
る
か
ぎ
り
で
の
み
、
行
為
の
動
機
は
法
的
に
重
要
で
は
な
い
の

で
あ
り
、
そ
こ
で
抗
告
人
は
、
た
と
い
彼
女
が
そ
の
息
子
に
狩
猟
違
反
に
よ
る
利
益
を
保
全
す
る
と
い
う
動
機
か
ら
行
為
し
た
で
あ

ろ
う
と
し
て
も
、
抗
告
人
は
想
定
さ
れ
た
不
適
法
を
家
宅
捜
索
に
よ
る
官
史
の
防
御
を
通
じ
て
、
何
ら
可
罰
的
な
行
為
を
始
め
る
も

（
Ⅳ
）

（
脇
）

の
で
は
な
い
。
」
（
傍
点
筆
者
）
。
も
っ
と
も
、
本
件
で
は
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
無
罪
を
一
一
一
一
口
い
渡
し
た
く
な
か
っ
た
故
で
あ
ろ
う
か
、
’
一

人
の
山
林
官
は
一
八
八
一
年
一
一
月
二
一
一
一
日
の
内
務
・
司
法
大
臣
の
共
同
命
令
に
よ
っ
て
検
事
局
の
補
助
員
（
》
］
困
因
の
国
）
た
る
資
格

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
審
は
そ
の
職
務
権
限
に
つ
い
て
誤
認
が
あ
る
と
し
、
刑
訴
法
一
○
二
条
以
下
に
よ
る
家
宅
捜
索
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正当防衛における「防衛意思」の問題点㈲

あ
る
。

が
適
法
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
し
た
が
っ
て
、
可
罰
的
な
反
抗
が
観
念
的
に
競
合
す
る
犯
罪
庇
護
と
と
も
に
存
す
る
か
ど
う
か
再
吟

味
す
べ
し
と
し
て
、
被
告
人
Ａ
女
の
抗
告
を
破
棄
．
差
戻
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
判
決
で
重
要
な
の
は
、
傍
点
部
分
、
す
な
わ
ち
、
正
当
防
衛
に
と
っ
て
は
防
衛
が
「
現
在
の
違
法
な
攻
撃
を
回

避
す
る
た
め
に
客
観
的
に
必
要
で
あ
る
か
ぎ
り
で
の
み
」
、
行
為
の
動
機
は
法
的
に
重
要
で
は
な
い
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
本
件
で
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
「
彼
女
の
息
子
に
狩
猟
違
反
に
よ
る
利
益
を
保
全
す
る
と
い
う
動
機
か
ら
」
、
し
た
が
っ
て
、

な
る
ほ
ど
攻
撃
目
的
を
も
っ
て
い
る
が
、
権
限
の
な
い
官
吏
の
違
法
な
侵
害
を
回
避
す
る
と
い
う
意
思
を
も
っ
て
い
な
く
て
も
、
山

林
監
視
員
に
対
し
彼
ら
の
住
居
の
捜
索
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
婦
人
は
、
こ
の
家
宅
捜
索
が
不
適
法
な
場
合
に
は
処
罰
さ
れ
な
い
の

で
あ
る
。
か
よ
う
な
見
解
か
ら
は
、
正
当
防
衛
は
純
粋
に
客
観
的
状
況
に
従
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
防
衛
意

（
⑬
）

思
の
不
要
説
、
し
た
が
っ
て
無
罪
説
を
推
断
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
加
）

も
っ
と
も
、
そ
の
後
本
判
決
を
継
承
し
た
と
さ
れ
る
一
一
八
九
七
年
六
月
四
日
に
同
じ
第
二
刑
事
部
で
出
さ
れ
た
判
決
に
よ
れ
ば
、

「
正
当
防
衛
は
、
自
己
又
は
他
人
の
現
在
の
違
法
な
攻
撃
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
防
衛
に
よ
っ
て
、
報
復
の
動
機
か
ら
で
も
行

な
わ
れ
う
る
」
と
し
て
一
面
前
判
決
に
従
い
動
機
は
問
題
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
二
八
八
二
年
判
決
の
参
照
を
要
求
し
て
い
る
）
、

他
面
、
前
判
決
で
示
め
さ
れ
た
「
客
観
的
必
要
性
」
を
挙
げ
る
こ
と
な
く
、
「
そ
れ
故
被
告
人
ら
が
、
現
在
の
違
法
な
攻
撃
を
回
避
し

、
、
、
、
、
、
、
ｂ
、
、
、

（
皿
）

よ
う
と
欲
し
た
と
す
る
な
ら
、
彼
ら
が
同
時
に
報
復
を
行
な
お
う
と
欲
し
て
い
た
こ
と
は
問
題
と
は
な
り
、
Ｚ
な
い
。
」
（
傍
点
筆
者
）

と
し
て
、
防
衛
目
的
以
外
の
他
の
復
讐
目
的
等
と
の
併
存
を
許
容
し
な
が
ら
、
逆
に
防
衛
意
思
も
補
足
的
に
要
求
す
る
よ
う
な
口
吻

（
配
）

（
羽
）

が
う
か
が
わ
れ
、
後
に
見
る
防
衛
意
思
の
必
要
説
（
主
観
説
）
の
明
一
不
的
判
決
（
一
九
一
五
年
）
へ
の
架
橋
を
も
な
し
て
い
る
の
で

以
上
の
よ
う
に
、
前
世
紀
の
八
○
年
代
に
お
い
て
今
日
と
同
様
の
問
題
状
況
が
存
し
、
既
遂
論
、
未
遂
論
、
無
罪
論
が
既
に
出
揃
っ

（
別
）

て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
９
口
、
当
時
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
重
大
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
巡
る
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激
論
と
理
論
的
深
化
は
今
世
紀
へ
の
転
換
と
と
も
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
一
二
四
三
の
『
亨
血
・
餌
．
。
，
や
ゆ
・
塵
生
．

（
２
）
ぐ
頭
一
・
Ｎ
・
困
・
三
の
い
ぬ
の
『
》
ワ
ー
の
⑩
色
す
）
の
貢
ど
の
ロ
ロ
。
『
の
、
宮
⑫
の
］
の
曰
の
ロ
（
の
．
○
ｍ
因
旦
・
＄
・
已
匿
・
の
．
瞠
弓
（
〔
・
》
三
の
『
二
の
『
、
『
四
目
・
ロ
の
、
巴
の
巨
目
。
碩
烏
『

２
ヶ
）
の
宍
【
】
ぐ
ｇ
ｐ
ｐ
『
の
、
ゴ
［
⑫
の
一
の
目
の
ご
［
の
富
『
：
⑪
⑫
扇
（
の
日
の
旨
の
⑩
二
三
二
自
朋
〔
『
貝
『
の
、
三
⑪
》
］
①
ぷ
い
。
⑬
Ｆ
の
・
三
・
わ
が
国
で
は
、
佐
伯
干
仰
「
主
観
的

違
法
と
客
観
的
違
法
」
同
．
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
理
論
（
昭
和
四
九
年
）
五
五
頁
以
下
、
竹
田
直
平
・
法
規
範
と
そ
の
違
反
（
昭
和
三
六
年
）
二

四
二
頁
以
下
、
高
橋
敏
雄
「
主
観
的
述
法
性
と
客
観
的
連
法
性
」
同
．
違
法
性
論
の
諸
問
題
（
昭
和
五
八
年
）
一
頁
以
下
等
々
多
数
の
文
献
が
あ
る
。

（
３
）
同
『
】
の
。
『
－
，
ヨ
。
旨
の
目
・
〔
［
・
己
四
の
、
［
『
四
貸
困
の
肩
ワ
Ｅ
呂
冨
『
：
⑪
□
の
具
⑩
ｎ
ゴ
の
幻
の
－
，
戸
二
．
少
巨
Ｐ
屋
囹
宰
望
・
皆
目
・
』
◎
（
た
だ
し
、
私
が
披
見
し

え
た
の
は
そ
の
第
一
一
版
．
一
八
八
八
年
で
あ
る
が
、
同
一
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
）
一
目
目
ご
狛
一
・
ミ
ロ
三
の
『
・
四
・
ｍ
。
。
『
い
・
屋
［
帛
・

（
４
）
宍
凹
『
一
国
ご
」
ヨ
頭
・
□
胃
Ｚ
ｏ
ｐ
ｐ
の
己
巨
。
包
弓
『
の
□
ワ
の
耳
『
の
日
■
頚
国
已
・
畠
』
・
少
巨
【
一
・
．
】
』
ゴ
・
め
．
』
農
》
○
ｍ
『
⑪
・
・
国
。
．
「
『
・
』
，
塵
・
守
磑
．
シ
巨
車
．
ご
」
し
匡
・
⑫
．
＆
］
｛
．

（
５
）
く
い
一
・
二
二
菖
旦
の
『
『
四
・
口
．
。
．
）
の
．
量
シ
ロ
ョ
・
』
』
．

（
６
）
三
の
Ｎ
ｍ
の
『
．
、
庁
『
幽
可
の
、
宮
座
・
鈩
巨
（
一
・
章
ら
ち
・
め
・
農
②
鈩
己
目
・
］
③
．

（
７
）
因
冒
旦
冒
、
・
三
○
コ
己
の
二
一
国
ロ
・
ヨ
・
』
．
シ
巨
皀
・
》
、
．
］
豊
『
因
。
．
『
一
一
・
・
題
・
》
唾
．
シ
色
色
・
》
⑫
．
臼
砲
》
⑭
○
四
己
ｎ
ゴ
ロ
ョ
ニ
ヨ
頓
四
ｍ
己
旦
ワ
回
ｎ
ヶ
。
⑦
め
い
《
『
四
〔
『
の
、
三
鮠
・

国
二
』
・
屋
雷
・
》
］
⑪
Ｐ
三
・
ｍ
．
『
⑨
Ｃ
巨
己
○
○
耳
司
巨
ロ
ロ
・
急
（
も
っ
と
も
、
最
後
の
題
画
且
宮
、
ゴ
で
は
、
な
る
ほ
ど
正
当
防
衛
に
お
い
て
防
衛
意
思
が
要

求
さ
れ
、
加
え
て
、
「
意
識
（
国
目
己
ロ
［
開
旨
）
」
と
「
意
思
（
二
】
］
］
の
）
」
と
の
間
が
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
性
質
、
構
造
お
よ
び
問
題
に
は
触
れ
ら

れ
ず
、
ま
し
て
や
解
釈
学
上
の
基
礎
に
つ
い
て
は
提
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
［
員
一
・
Ｑ
目
巨
、
［
の
旨
ｇ
９
ｂ
・
回
・
Ｐ
の
・
患
］
）
。

（
８
）
ご
ｍ
一
・
三
の
農
の
『
・
の
⑩
国
」
・
窓
》
の
．
》
三
・

（
９
）
の
□
、
戸
四
・
四
・
○
Ｊ
の
．
ｇ
巨
己
旦
旦
Ｃ
ヨ
シ
二
目
・
〕
・

（
、
）
ピ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
理
論
が
依
然
責
任
を
中
心
と
し
た
主
観
主
義
的
犯
罪
論
体
系
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
荘
子
邦
雄
「
故
意
の
体

系
的
地
位
日
」
刑
法
雑
誌
一
四
巻
一
号
（
昭
和
四
○
年
）
三
九
’
四
○
頁
等
参
照
。

な
お
、
「
主
観
的
不
法
（
の
巨
亘
の
寓
一
ぐ
研
ご
ｐ
Ｈ
の
。
頁
）
」
と
「
客
観
的
不
法
（
◎
耳
の
丙
〔
弓
の
⑬
ご
日
の
、
言
｝
」
と
の
両
概
念
の
多
義
性
と
も
関
連
し
て
、
ピ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
主
観
的
違
法
論
者
か
否
か
の
評
価
を
巡
っ
て
昔
か
ら
争
い
が
あ
る
。
□
口
目
ぐ
ぬ
一
・
日
目
ａ
【
○
三
『
目
の
ｎ
戸
『
「
【
白
白
目
色
、
、
百
一
号
②
‐

ぬ
『
】
（
｛
旨
】
の
【
『
凹
守
の
、
宮
・
」
ｇ
』
・
の
・
畠
（
｛
’
ヰ
シ
ロ
ョ
ョ
尻
餌
臣
芽
ヨ
囚
己
Ｐ
Ｆ
の
す
の
口
昌
、
の
⑩
巨
司
９
日
。
（
の
⑰
旨
国
曰
旦
旨
館
ｍ
ｚ
Ｃ
ロ
ゴ
の
ヨ
ゴ
の
◎
ユ
の
》
］
顎
』
。
、
．
］
』
望
『
’

臣
．
⑰
．
重
・
な
お
、
埴
田
豊
「
刑
法
規
範
の
論
理
概
造
と
犯
罪
論
の
体
系
」
法
律
論
議
四
九
巻
五
号
（
昭
和
五
一
一
年
）
一
一
三
頁
注
⑤
、
高
橋
・
前
掲
書
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一
概
観
ｌ
真
的
不
法
論
か
ら
新
壺
的
不
法
論
へ

―
そ
の
首
唱
者
と
し
て
、
ｖ
・
リ
ス
ト
お
よ
び
ベ
ー
リ
ン
グ
が
挙
げ
ら
れ
る
古
典
的
不
法
論
（
宍
一
四
国
切
呂
の
こ
こ
『
の
、
耳
⑭
一
の
ゴ
『
の
｝

は
、
一
九
世
紀
に
時
代
を
風
廃
し
た
自
然
科
学
的
思
考
（
科
学
的
実
証
主
義
）
を
社
会
・
哲
学
的
背
景
と
し
て
、
因
果
的
な
法
益
侵

害
、
す
な
わ
ち
、
結
局
の
と
こ
ろ
外
界
を
可
視
的
に
変
更
し
、
し
た
が
っ
て
、
自
然
科
学
的
認
識
方
法
の
手
助
け
を
も
っ
て
把
握
さ

（
１
）

（
２
）

れ
か
つ
概
念
づ
け
ら
れ
う
る
も
の
と
し
て
、
客
観
的
な
る
も
の
を
絶
対
化
す
る
不
法
観
を
樹
立
し
た
（
も
っ
と
，
ロ
、
ベ
ー
リ
ン
グ
お

（
３
）

よ
び
初
期
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
違
法
と
は
法
秩
序
に
違
反
す
る
こ
と
だ
と
さ
れ
、
形
式
的
・
規
範
的
性
格
が
強
く
、
そ
の
自
然（
４
）

、
王
義
的
体
系
に
お
い
て
は
「
規
範
的
異
物
」
な
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
体
系
内
的
矛
盾
を
「
法
実
証
主
義
」
が
補
填
し
た
の
で
あ
る
。

（
５
）

そ
れ
故
、
古
典
的
体
系
の
基
礎
と
し
て
の
違
法
性
の
純
客
観
的
性
格
は
、
レ
フ
ラ
ー
に
よ
っ
て
擁
護
さ
れ
て
い
た
９
口
の
と
い
え
よ
う

（
６
）

）
。
そ
こ
で
、
他
方
人
格
と
し
て
の
惹
起
す
る
人
間
は
、
不
法
の
領
域
で
は
評
価
さ
れ
ず
、
す
べ
て
の
内
心
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
外

界
に
と
っ
て
認
識
可
能
で
な
い
も
の
（
主
観
的
・
精
神
的
要
素
）
は
責
任
の
問
題
に
と
っ
て
の
み
役
割
を
演
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ

か
よ
う
な
不
法
観
は
世
紀
の
転
換
期
を
経
て
今
世
紀
に
ま
で
広
く
影
騨
を
及
ぼ
し
、
一
方
で
客
観
的
な
る
も
の
と
他
方
で
主
観
的

（
７
）

な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
違
法
と
率
奥
任
と
の
峻
別
は
一
切
の
刑
法
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

二
だ
が
、
刑
法
的
自
然
主
義
に
基
づ
く
リ
ス
ト
Ⅱ
ベ
ー
リ
ン
グ
の
体
系
は
、
今
世
紀
へ
の
転
換
後
間
も
な
く
新
カ
ン
ト
哲
学
（
特

に
、
西
南
ド
イ
ツ
学
派
）
に
基
づ
く
い
わ
ゆ
る
新
古
典
的
不
法
論
〈
二
の
○
六
一
回
路
一
⑪
９
の
ご
ロ
『
の
、
耳
⑩
｜
の
プ
『
の
）
に
よ
っ
て
、
犯
罪
体
系
の
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
要
素
に
及
ぶ
一
連
の
根
本
的
な
修
正
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
。
か
よ
う
な
犯
罪
観
へ
と
導
い
た
変
遷
の
原
因
こ
そ
峰

も
、
、
、
、
、
、

（
８
）

グ
リ
ュ
ン
フ
ー
ト
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
に
、
「
論
理
的
な
規
範
解
釈
か
ら
評
価
的
意
味
理
解
（
ョ
の
『
庁
の
ロ
。
①
の
一
目
の
『
（
四
⑪
の
目
、
）
へ
」
と
特

た
｡

第
一
款
一
九
三
○
年
代
頃
ま
で
の
状
況

1６



正当防衛における「防衛意思」の問題点け

（
皿
）

す
ぎ
か
鄙
い
。

で
は
、
か
よ
う
な
違
法
論
に
お
け
る
変
遷
が
「
防
衛
意
思
」
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
か
を
、
個
々
の
学
説
・
判
例
に
当

り
な
が
ら
、
以
下
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

色
づ
け
た
と
こ
ろ
の
方
法
論
的
前
進
に
お
け
る
変
更
で
あ
っ
た
。
純
形
式
的
な
不
法
の
考
察
（
法
実
証
主
義
的
な
「
法
規
範
に
対
す

る
形
式
的
な
違
反
」
）
に
代
っ
て
、
刑
法
典
に
基
礎
を
置
く
目
的
（
圃
三
の
、
こ
に
よ
っ
て
、
犯
罪
の
一
般
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
解
明
し
よ

、
、
、
、
、
、
、
、

。
（
９
）

う
と
す
る
目
的
論
的
不
法
概
念
（
【
の
｜
①
○
一
・
ぬ
】
⑰
、
ロ
の
『
ご
貝
の
、
言
の
す
の
円
〕
Ｓ
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
目
的
論
的
不
法
概
念
か
ら
出
発
し
て
、
実
質
的
違
法
論
の
展
開
、
主
観
的
違
法
要
素
の
承
認
等
が
一
般
化
し
て
ゆ
く
の

、
、
、
、
、
、
、

で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
、
新
古
典
的
不
法
論
は
原
則
的
に
客
観
的
不
法
考
察
の
必
要
性
を
固
持
し
て
い
た
。
法
は
、
「
法
に
服
し
て
い

（
、
）

る
者
の
外
部
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
共
同
生
活
を
保
障
す
る
」
た
め
に
存
し
よ
う
。
そ
れ
に
相
即
し
て
、
（
不
法
）
規
範
の
機
能
は
、

（
ｕ
）

「
こ
の
秩
序
に
背
反
す
る
も
の
」
を
確
定
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
（
客
観
的
評
価
規
範
）
。
個
々
人
の
名
宛
に
向
け
ら
れ
た
決
定
規

範
は
ｌ
命
令
説
と
は
異
な
り
ｌ
不
法
判
断
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
．
そ
れ
は
、
行
鑿
の
人
的
な
責
任
の
問
題
に
だ
け
閥
係

す
る
に
す
ぎ
な
い
。
故
意
、
意
図
（
シ
房
一
、
胃
）
お
よ
び
過
失
と
い
っ
た
主
観
的
な
処
罰
条
件
は
、
本
説
に
よ
れ
ば
、
原
則
的
に
責
任
の

判
断
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
他
方
、
主
観
的
違
法
要
素
は
個
別
的
論
証
を
要
す
る
例
外
的
性
格
と
し
て
の
み
承
認
さ
れ
て
い
た
に

（１）ごｍ一・Ｎ・国・の（の冒す、、。》四・四・○・一の．］←［【・》、の『。』の、写巨この曰四口目国皀＆ず『ロロｍ一二ｇｍｍｍ斤国（『の、ゴー一号のの房（①ヨニのご【の二百ｍ
。
『
巨
己
』
可
回
、
の
ロ
ユ
の
⑪
日
○
・
の
『
局
皀
の
芹
『
呉
『
の
、
言
い
望
⑪
【
の
日
⑫
．
】
畠
』
》
⑫
’
］
。
臣
・
⑩
・
勇
『
．

（
２
）
因
の
一
言
い
□
】
の
㈲
の
す
【
の
ぐ
◎
ョ
『
の
『
す
『
の
。
ゴ
の
Ｐ
』
ｇ
①
》
⑩
．
⑭
」
。

（
３
）
ぐ
・
巨
闇
【
・
Ｐ
の
ぎ
『
す
臣
ｎ
戸
、
．
シ
巨
皀
・
】
冨
臣
・
の
，
置
・

（
４
）
Ｃ
四
目
く
い
』
．
⑩
呂
冒
の
曰
四
目
・
四
・
四
・
Ｐ
⑫
．
９
．

（５）シ］のＸ四口。①『Ｐ昌色①『。ご己『の、耳巨ロロｚ◎宴「のぎ『・勺８－の、○ヨの皀口いこのヨの『幻のぐ画。ｐこの『伊のす『のぐｏｐＱのＨｚｏ亘『の声『》Ｎの［二二画□・皀雪
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二
諸
説
の
検
討

一
さ
て
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
の
主
観
的
違
法
論
と
客
観
的
違
法
論
と
の
激
論
を
経
て
、
な
お
そ
の
余
憧
は
煉
り

づ
つ
け
た
も
の
の
、
ま
さ
に
今
世
紀
初
頭
二
九
○
一
年
）
に
レ
フ
ラ
ー
は
、
「
近
年
の
全
く
た
く
さ
ん
の
諸
文
献
は
、
客
観
的
不
法

（
１
）

が
存
在
す
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。
熱
心
に
探
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
も
ま
た
反
論
を
発
見
し
え
な
い
。
」
と
表
明
し
、
え

た
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
こ
の
レ
フ
ラ
ー
の
「
客
観
的
不
法
の
承
認
に
お
け
る
一
致
」
と
い
う
表
明
は
、
そ
の
直
後
に
公
表
さ
れ

（
２
）

（
３
）

た
コ
ー
ル
ラ
ウ
シ
ュ
〔
一
九
○
一
一
一
年
〕
、
、
フ
ェ
ル
ネ
ッ
ク
〔
一
九
○
一
一
一
、
一
九
○
五
年
〕
、
グ
ー
フ
ー
フ
・
ツ
ー
・
ド
ー
ナ
〔
一
九
○

（
４
）

（
５
）
（
６
）

五
年
〕
等
の
一
連
の
論
者
に
よ
っ
て
動
揺
せ
し
め
ら
れ
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
。
そ
れ
故
、
今
世
紀
初
頭
は
、
王
観
的
要
素
が

所
為
の
不
法
の
客
観
的
性
格
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
認
識
、
す
な
わ
ち
、
主
観
的
違
法
（
な
い
し
正
当
化
）
要
素
の
問
題
は
、
時

（
６
）
ぐ
賄
］
・
題
画
ロ
の
，
国
の
ヨ
『
－
，
ゴ
］
の
⑫
、
茸
の
、
六
・
。
『
巨
口
。
（
日
、
の
ロ
ユ
の
『
Ｄ
Ｃ
、
冒
四
｛
涛
巨
己
已
【
円
自
己
旨
四
一
℃
○
一
冨
斤
】
日
の
ロ
の
、
の
一
旦
の
『
Ｎ
巴
（
の
ｏ
す
『
一
津
冨
『
巳
】
の

、
の
⑭
四
ヨ
【
①
の
［
『
凹
坤
の
ｎ
ヶ
厨
軍
「
一
鰻
〕
の
己
印
、
旨
囚
津
》
い
の
【
二
「
国
』
。
ｃ
埋
》
樟
⑤
⑪
房
】
⑫
．
⑪
．

（
７
）
『
、
一
・
Ｎ
・
国
・
の
（
の
冒
す
四
ｎ
戸
四
・
回
．
。
．
》
の
．
］
魚
［
’
》
己
尉
［
『
】
、
雪
【
『
四
厨
⑩
ｎ
戸
ぐ
の
『
ず
、
一
肩
景
崩
［
の
こ
の
『
臣
口
頭
ニ
ョ
』
。
『
ぬ
凹
三
の
具
』
Ｃ
コ
ー
ョ
⑭
（
『
員
『
の
、
宮
・
シ
コ
⑪
騨
冨
の

目
『
宛
の
｛
Ｃ
『
ョ
。
①
印
の
【
『
口
（
『
の
号
昌
目
ｇ
ご
ロ
『
の
向
三
い
す
の
ｍ
ｍ
－
藤
巨
己
○
の
『
宛
の
、
の
一
己
□
の
『
。
の
⑪
の
肩
の
の
目
弓
の
己
冒
賎
』
垣
呂
ｍ
・
雪
巨
・
砂
・
毛
．
な
お
、
内
藤

「
目
的
的
行
為
理
論
の
法
思
想
史
的
考
察
Ｈ
」
刑
法
雑
誌
九
巻
一
号
（
昭
和
三
三
年
）
三
頁
以
下
、
拙
稿
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
現
代
的
犯
罪
論

の
展
開
」
金
沢
法
学
一
一
八
巻
一
号
（
昭
和
六
○
年
）
四
頁
以
下
等
々
参
照
。

（
８
）
三
目
の
乱
目
昌
、
（
『
四
｛
昌
而
筋
の
ロ
⑩
、
盲
［
（
目
こ
の
［
『
四
［
『
の
、
言
の
ロ
『
四
〆
賦
乞
旨
・
山
・
国
．

（
９
）
【
日
［
易
、
与
国
・
色
・
○
・
甸
ｍ
・
田
｛
・
》
の
、
ぎ
こ
ロ
の
冒
口
ロ
二
・
四
・
四
・
○
，
。
ｍ
・
ヨ
（
・
巨
・
い
・
毛
・

（
皿
）
く
い
一
・
二
の
温
の
『
・
目
の
⑰
巨
亘
８
二
ぐ
の
ロ
ロ
ニ
『
の
。
言
思
一
の
目
の
貝
の
》
の
⑫
国
９
．
選
．
』
垣
匿
》
の
．
⑬
色
》
：
『
、
．
．
Ｆ
の
ぎ
『
盲
ｎ
戸
⑬
．
シ
昌
一
・
》
こ
ち
》
⑫
．
』
量
・

（
ｕ
）
く
い
］
，
い
・
国
・
富
の
闘
賄
①
『
・
の
の
国
旦
・
忠
一
の
．
囹
毘
【
・
》
□
の
『
航
・
司
Ｆ
の
ざ
『
ワ
Ｅ
ｎ
戸
』
・
シ
ニ
ご
・
・
⑫
．
届
獣
（
・
》
ご
・
ロ
闇
【
’
の
ｏ
豈
目
己
｛
・
Ｐ
⑦
す
『
す
巨
○
ゴ
ロ
の
の
ユ
の
巨
［
⑪
、
言
の
『
〕

の
（
『
國
才
の
、
ゴ
〔
⑪
》
国
。
．
』
・
患
．
シ
巨
色
’
・
乞
邑
・
の
・
弓
←
｛
。

（
、
）
ぐ
ぬ
一
・
宍
日
高
⑪
ｎ
戸
湧
・
四
・
○
・
・
ｍ
・
屋
｛
。
な
お
、
拙
稿
・
前
掲
金
沢
法
学
一
一
八
巻
一
号
八
頁
以
下
等
を
も
参
照
。

』
垣
つ
』
の
．
、
②
←
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正当防衛における「防衛意思」の問題点Ｈ

（
７
）

た
ま
浮
上
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
全
く
つ
い
で
に
行
な
わ
れ
た
確
定
に
何
ら
の
意
義
，
□
帰
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
８
）

と
り
わ
け
法
実
証
主
義
に
基
づ
く
形
式
的
客
観
的
違
法
論
か
ら
出
発
す
る
ベ
ー
リ
ン
グ
に
と
っ
て
は
、
依
然
一
九
○
六
年
（
『
犯
罪

論
』
）
に
は
、
行
為
者
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
目
的
が
行
為
の
適
法
な
い
し
違
法
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
は
、
若
干
の
「
特

殊
規
定
」
（
た
と
え
ば
、
民
法
二
二
六
条
の
シ
カ
ー
ネ
禁
止
、
刑
訴
法
一
二
七
条
の
警
官
の
逮
捕
権
限
、
軍
刑
法
四
七
条
）
に
お
い
て

（
９
）

の
み
問
題
と
な
り
う
る
純
粋
な
例
外
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
何
と
い
っ
て
ｊ
Ｕ
、
「
違
法
性
の
純
客
観
的
意
義
は
、
そ
の
存
否
の
判

断
に
と
っ
て
、
行
為
者
が
追
求
し
た
目
的
が
原
則
的
に
顧
慮
さ
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
明
ら
か
に
現
わ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
は
適
法
行
為
、
し
た
が
っ
て
ま
た
「
防
衛
意
思
」
に
関
し
て
も
、
「
適
法
を
行
為
は
、
違
法
な
目
的
が
そ
れ
で
も
っ
て
獲
得
せ

ん
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
違
法
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
正
当
防
衛
行
為
、
か
く
し
て
現
在
の
違
法
な
攻
撃
の
回

避
の
た
め
に
必
要
な
防
衛
と
し
て
客
観
的
に
示
め
さ
れ
る
行
為
は
、
何
ら
防
衛
目
的
（
ぐ
の
『
［
の
目
、
旨
い
闇
三
の
、
こ
が
追
求
さ
れ
な
い

（
、
）

場
合
で
も
適
法
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
防
衛
意
思
が
明
示
的
に
否
定
要
ご
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
形
式
的
客
観
的
違
法
論
か
ら
、
ナ
ー
グ
ラ
ー
も
一
九
一
一
年
の
論
文
に
お
い
て
、
「
客
観
的
法
に
対
す
る
単
な
る
背

反
と
し
て
違
法
性
を
捉
え
る
な
ら
、
論
理
的
に
は
純
客
観
的
以
外
の
何
も
の
も
把
握
さ
れ
え
な
い
」
と
し
、
そ
れ
故
、
そ
の
中
に
存

（
皿
）

す
る
「
か
よ
う
な
無
価
値
判
断
は
、
責
任
要
素
あ
る
い
は
意
思
要
素
ｊ
Ｕ
関
与
す
る
か
ど
う
か
と
無
関
係
に
下
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
傍

点
筆
者
）
と
述
べ
、
た
だ
、
客
観
的
違
法
性
に
と
っ
て
の
主
観
的
要
素
の
構
成
的
意
義
の
可
能
性
（
た
と
え
ば
、
刑
法
一
九
三
条
〔
正

（
聰
）

当
な
利
益
の
擁
護
〕
、
民
法
二
二
六
条
、
事
務
管
理
）
を
や
っ
と
脚
注
で
触
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

二
さ
て
、
前
記
の
ナ
ー
グ
ラ
ー
論
文
が
公
表
さ
れ
た
一
九
一
一
年
に
、
既
に
公
刊
さ
れ
て
い
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
違
法
性
に
関

（
過
）

す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
峰
ｌ
主
観
的
違
法
要
素
の
慧
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
最
初
の
も
の
と
し
て
か
よ
う
葬
薑
に
よ

り
大
き
な
射
程
を
与
え
た
の
だ
が
－
１
主
観
的
正
当
化
要
素
の
問
題
を
も
よ
り
詳
し
く
論
じ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
は
民
法
学
者
と
し
て
こ
の
問
題
を
論
じ
、
し
た
が
っ
て
専
ら
民
法
上
の
正
当
化
事
由
を
取
り
扱
っ
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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彼
の
研
究
は
刑
法
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
正
当
防
衛
に
つ
き
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
通
説
に
反
し
て
二
つ
の
主
観

的
正
当
化
要
素
を
要
求
し
た
。
ま
ず
第
一
に
、
正
当
防
衛
行
為
は
防
衛
意
思
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
、
第
二
に
、
正
当
防
衛
状
況
は
正
当
防
衛
行
為
者
に
よ
っ
て
負
責
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
じ
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

く
ｕ
）

と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
特
に
第
一
の
要
素
で
あ
る
防
衛
意
思
に
つ
き
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
、
ン
カ
ー
ネ
禁
止
で
不
道
徳

な
目
的
が
違
法
性
を
喚
起
す
る
よ
う
に
、
正
当
防
衛
に
あ
っ
て
も
違
法
性
を
阻
却
す
る
か
否
か
に
と
り
決
定
的
な
も
の
は
外
部
的
事

実
（
晋
画
円
の
『
弓
四
号
の
：
己
〉
で
は
な
く
目
的
（
Ｎ
葛
の
ｎ
戸
）
で
あ
る
。
防
衛
目
的
（
ぐ
の
耳
の
己
宮
口
ｍ
印
菖
の
。
【
）
が
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
は
’
た
と
い
報
復
と
い
う
瓢
次
目
的
が
存
在
し
う
る
と
し
て
も
、
正
当
防
衛
を
排
除
す
る
こ
と
ば
な
い
が
ｌ
手
段
を

神
聖
に
す
る
。
し
か
し
、
旧
怨
か
ら
ま
た
は
単
に
復
讐
心
の
み
か
ら
攻
撃
者
を
侵
害
し
、
ま
た
は
長
く
続
く
殴
り
合
い
の
あ
る
段
階

（
胆
〉

で
、
ま
さ
に
攻
撃
し
て
き
た
相
手
を
激
昂
し
て
打
倒
す
る
者
は
、
正
当
防
衛
で
行
為
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
。
そ
し
て
、
同
様
の

（
昭
）

主
観
的
要
素
を
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
さ
ら
に
民
法
一
一
一
一
九
条
の
自
救
行
為
お
よ
び
刑
法
五
四
条
な
ら
び
に
民
法
一
一
一
一
八
条
お
よ
び
九

（
Ⅳ
）

○
四
条
の
緊
急
避
難
の
諸
事
例
等
に
も
顧
慮
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
そ
の
際
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
極
端
な
主
観
主
義
の
危
険
を
も
十
分
認
識
し
、
特
に
法
が
心
情
警
察
【
討
巴
目
目
弼
已
。
］
‐

（
蛆
）

旨
の
二
を
導
入
す
る
こ
と
に
対
し
警
戒
し
て
は
い
た
の
で
あ
る
。

（
四
）

だ
が
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
見
解
は
当
時
刑
法
学
界
に
余
り
影
響
を
及
ぼ
し
、
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
Ｍ
・
Ｅ
・
マ
イ
ヤ
ー
等
に
よ

（
卯
）

り
批
判
す
ら
う
け
た
の
で
あ
っ
て
、
刑
法
学
の
領
域
で
は
一
九
一
五
年
、
実
定
刑
法
の
個
別
現
象
の
考
察
お
よ
び
目
的
論
的
な
方
法

と
体
系
性
か
ら
出
発
し
た
へ
１
グ
ラ
ー
お
よ
び
Ｍ
・
Ｅ
・
マ
イ
ヤ
ー
に
お
い
て
初
め
て
、
主
観
的
違
法
要
素
の
原
則
的
意
義
が
浮
上

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
皿
）

｜
ニ
ヘ
ー
グ
ラ
ー
は
主
観
的
違
法
要
素
の
理
論
を
刑
法
に
お
い
て
初
め
て
、
「
犯
罪
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
」
に
関
す
る
彼
の
チ
ュ
ー
」

ン
ゲ
ン
大
学
の
就
任
講
演
に
お
い
て
展
開
し
た
。
こ
の
講
演
は
刑
法
体
系
一
般
に
対
す
る
理
論
史
的
意
義
を
獲
得
し
た
の
で
あ
り
、

（
皿
）に
関
す
る
彼
の
チ
ュ
ー
ビ
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正当防衛における「防衛意思」の問題点Ｈ

（
配
）

と
り
わ
け
彼
の
方
法
論
、
す
な
わ
ち
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
民
法
学
派
、
い
わ
ゆ
る
「
利
益
法
学
」
（
リ
ュ
ー
メ
リ
ン
、
ヘ
ッ
ク
等
）
の
ロ
ロ

（
酪
）

的
論
的
考
察
方
法
を
刑
法
領
域
に
転
用
し
よ
う
と
－
」
た
点
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
教
職
の
彼
の
前
任
者
で
あ
る
ベ
ー
リ
ン
グ

は
。
犯
罪
概
念
を
圧
倒
的
に
形
式
的
観
点
か
ら
基
礎
づ
け
、
形
式
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
基
づ
く
刑
法
体
系
を
構
想
し
た
が
、
ヘ
ー
グ
ラ
ー

（
別
）

は
彼
と
異
な
り
、
「
刑
法
の
ロ
ロ
的
論
的
体
系
を
ス
ケ
ッ
チ
し
よ
う
」
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
彼
は
刑
法
の
体
系
性
を
、
法
の
諸
領
域
が

示
し
て
い
る
す
べ
て
の
意
思
表
示
に
お
い
て
担
わ
れ
て
い
る
目
的
理
念
を
探
究
し
、
か
つ
徹
底
し
て
そ
れ
に
基
礎
を
置
く
と
き
に
初

め
て
、
し
か
も
そ
の
と
き
に
の
み
十
分
な
理
解
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
考
慮
か
ら
構
築
し
よ
う
と
す
る
。
「
そ
こ
か
ら
、
体
系
の
理
念

（
浦
）

と
し
て
目
的
（
閂
尹
『
の
、
丙
）
お
よ
び
下
位
目
的
（
口
員
の
Ｈ
田
冨
の
。
【
）
に
方
向
づ
け
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
」

も
ち
ろ
ん
へ
－
グ
ラ
ー
も
、
原
則
上
犯
罰
と
は
形
式
的
に
法
秩
序
が
刑
罰
と
い
う
効
果
を
結
び
つ
け
て
い
る
人
間
の
外
部
的
態
度
、

（
那
）

す
な
わ
ち
客
観
的
要
素
に
基
づ
い
て
規
定
し
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
形
式
的
に
で
は
な
く
、
彼
の
目
的
論
的
考
察
か
ら
違
法

の
実
質
を
法
秩
序
に
よ
っ
て
利
益
侵
害
と
し
て
否
認
さ
れ
る
（
社
会
侵
害
性
）
外
部
的
態
度
と
し
な
が
ら
も
、
正
確
に
は
以
下
の
よ

う
に
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
「
か
よ
う
な
利
益
侵
害
を
意
味
す
る
の
は
常
に
外
部
的
態
度
で
あ
る
が
、
し
か
し
常
に
外
部

的
態
度
だ
け
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
助
）
刑
法
典
の
一
定
の
構
成
要
件
に
関
し
て
は
か
よ
う
な
見
解
に
至
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
は
一

連
の
犯
罪
の
記
述
か
ら
、
立
法
者
が
記
述
さ
れ
た
外
部
的
態
度
そ
の
も
の
だ
け
で
社
会
侵
害
的
な
も
の
と
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

行
為
者
の
人
格
内
の
一
定
の
心
理
的
要
素
が
な
お
付
加
さ
れ
よ
う
と
き
に
の
み
か
よ
う
な
評
価
に
至
り
う
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か

（
鯛
）

に
す
る
（
例
と
し
て
、
刑
法
二
四
二
条
の
窃
盗
、
同
二
六
三
条
の
詐
欺
）
と
し
て
、
主
観
的
違
法
要
素
を
基
礎
づ
け
る
。

な
お
、
こ
れ
と
の
関
連
で
付
言
し
て
お
く
と
、
ヘ
ー
グ
ラ
ー
は
刑
法
四
三
条
の
未
遂
犯
を
も
「
超
過
す
る
内
心
傾
向
を
も
つ
犯
罪

（
□
の
一
一
再
且
冒
す
の
厨
◎
量
の
瓦
の
己
の
ロ
百
口
の
具
の
目
の
ロ
Ｎ
）
」
の
中
に
含
め
、
こ
こ
で
も
法
律
規
定
は
外
界
に
何
ら
そ
れ
に
対
応
し
な
い
精

（
四
）

神
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
行
為
者
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
構
築
宍
く
れ
て
い
る
と
し
て
、
既
に
未
遂
の
故
意
を
主
観
的
違
法
要
素

と
し
て
認
め
て
い
た
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
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も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
に
対
し
前
記
の
ベ
ー
リ
ン
グ
や
ナ
ー
グ
ラ
ー
が
そ
の
一
般
的
可
能
性
に
論
及
し
て
い
た
違
法
阻
却
事
由
に
お

け
る
主
観
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ー
グ
ラ
ー
は
「
ど
う
し
て
一
定
の
主
観
的
な
目
的
、
意
図
、
も
し
く
は
見
解
の
単
な
る
存
在
が
、

（銘）（弧）
さ
も
な
く
ば
利
益
侵
害
的
な
態
度
か
ら
こ
の
性
格
を
奪
い
取
り
、
目
的
が
手
段
を
神
聖
に
す
る
べ
き
な
の
か
は
理
解
で
き
な
い
」
と

さ
れ
、
正
当
防
衛
に
お
け
る
防
衛
意
思
に
つ
い
て
も
、
「
客
観
的
に
要
求
さ
れ
る
も
の
（
客
観
的
に
必
要
な
防
衛
手
段
、
利
益
擁
議
の

手
段
等
）
が
『
違
法
性
』
を
阻
却
す
る
な
ら
、
な
ぜ
に
主
観
的
に
な
お
そ
れ
に
相
即
す
る
目
的
（
防
衛
目
的
、
利
益
擁
護
目
的
）
に

（
鋤
）

よ
っ
て
担
わ
れ
る
べ
き
な
の
か
は
不
明
確
で
あ
る
」
と
し
て
明
一
不
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
他
方
Ｍ
・
Ｅ
・
マ
イ
ヤ
ー
も
ヘ
ー
グ
ラ
１
と
ほ
ぼ
同
時
に
二
九
一
五
年
）
、
し
か
も
方
法
論
的
に
同
一
方
向
に
あ
り
な
が

（
兜
）

ら
相
互
に
独
立
し
て
、
行
為
の
客
観
的
違
法
性
は
常
に
外
界
の
中
に
存
在
す
る
要
素
に
つ
い
て
の
み
、
す
な
わ
ち
、
「
常
に
、
王
体
の
目

（弱）（鼬〉
（
調
）

的
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
確
定
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
」
を
問
題
に
し
て
、
周
知
の
よ
う
に
「
主
観
的
違
法
要
素
」
の
概
念
を
使
用
し
、

し
か
も
か
よ
う
な
主
観
的
要
素
を
違
法
性
の
「
真
の
」
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
表
示
し
、
特
に
責
任
要
素
か
ら
限
界
づ
け
た
（
メ
フ
ィ

ス
ト
の
誘
惑
に
従
っ
た
若
い
医
者
の
例
）
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
彼
は
へ
Ｉ
グ
ラ
ー
と
同
様
「
違
法
性
の
確
定
は
目
的
論
的
考
察
で

あ
る
」
と
し
て
、
主
観
的
違
法
要
素
と
責
任
要
素
と
の
対
立
は
目
的
（
臼
葛
①
、
旨
三
○
目
）
と
動
機
（
二
○
胃
》
三
日
ロ
日
）
、
す
な
わ
ち

（
鋼
）

目
的
藷
鋼
的
考
察
方
法
と
因
果
的
考
察
方
法
と
の
対
立
の
中
に
あ
る
と
説
明
し
た
（
教
師
の
懲
戒
行
為
等
の
例
）
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
し
て
、
マ
イ
ヤ
ー
は
へ
１
グ
ラ
ー
と
異
な
り
違
法
阻
却
事
由
に
つ
い
て
様
々
の
場
合
に
主
観
的
違
法
（
正
当
化
）
要
素

の
存
在
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
シ
カ
ー
ネ
禁
止
、
治
療
目
的
、
懲
戒
目
的
等
）
。
が
、
し
か
し
マ
ィ
ヤ
ー
も
、
本
稿
の

（
釘
）

一
ア
ー
マ
で
あ
る
防
衛
意
思
に
つ
い
て
は
何
ら
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
こ
れ
を
要
求
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

四
他
方
、
既
に
諸
文
献
で
は
「
防
衛
意
思
」
（
と
り
わ
け
、
主
観
的
目
的
Ⅲ
「
意
図
（
シ
ヮ
骨
耳
）
」
の
意
味
に
お
け
る
）
を
要
求
す

る
も
の
（
フ
ラ
ン
ク
）
も
散
見
さ
れ
て
い
た
が
、
前
記
の
へ
１
グ
ラ
ー
お
よ
び
Ｍ
・
Ｅ
・
マ
ィ
ヤ
ー
の
見
解
が
公
表
さ
れ
た
同
年
（
一

九
一
五
年
四
月
一
五
日
）
に
は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
第
四
刑
事
部
に
よ
っ
て
防
衛
意
思
の
必
要
性
が
明
示
的
に
初
め
て
要
求
さ
れ
る
に
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正当防衛における「防衛意思」の問題点Ｈ

密

達
と
出
会
し
、

や
や
詳
細
に
記
し
て
お
く
。

（
帽
）

〈
一
フ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
一
九
年
一
一
一
月
一
九
日
第
四
刑
事
部
判
決
〉

被
告
人
恥
は
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
狩
猟
（
密
猟
）
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
森
林
監
視
人
（
三
ｍ
］
呂
巨
跡
呂
の
『
）
Ｐ
お
よ
び
そ
の
森

林
作
業
員
等
に
よ
っ
て
見
つ
け
ら
れ
た
。
Ｐ
の
指
示
で
一
一
挺
目
の
銃
を
取
り
に
行
っ
た
森
林
作
業
員
雌
は
立
ち
戻
る
際
に
、
密
猟
者

達
と
出
会
し
、
そ
こ
で
彼
ら
に
停
止
を
要
求
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
停
止
し
な
か
っ
た
の
で
、
威
嚇
の
一
発
を
発
砲
し
た
。
そ
の
後
、

密
猟
者
達
、
特
に
岻
は
彼
ら
を
追
跡
し
て
き
た
雌
、
Ｐ
お
よ
び
彼
に
同
伴
し
て
い
た
作
業
員
ら
に
発
砲
し
た
。
追
跡
を
続
け
て
い
る

う
ち
に
、
双
方
か
ら
射
撃
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
ど
れ
も
当
た
ら
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
恥
が
カ
ー
ビ
ン
銃
で
射
っ
た
弾
丸

（
羽
罠
扣
）

至
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
正
当
防
衛
状
況
に
あ
る
者
の
意
思
が
違
法
か
び
現
在
の
攻
撃
の
防
御
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
き
に
の

み
、
防
衛
行
為
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
う
る
の
で
あ
る
。
」
（
傍
点
原
文
隅
字
体
）
と
さ
れ
、
拳
銃
を
発
砲
す
る
際
に
、
行
為
者
に
は

彼
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
干
し
草
泥
棒
を
、
そ
の
確
認
が
容
易
と
な
る
よ
う
に
傷
害
を
与
え
る
こ
と
で
は
っ
き
り
目
印
を
付

け
る
こ
と
だ
け
が
問
題
で
あ
っ
て
、
か
く
し
て
、
彼
の
財
産
の
占
有
を
保
持
し
、
あ
る
い
は
彼
の
人
格
に
差
し
迫
っ
た
危
険
を
回
避

（
机
）

す
る
こ
と
が
問
題
で
な
い
場
ム
ロ
に
は
、
か
よ
う
な
前
提
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
判
一
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
即
座
に
オ
ル
ス
ハ

（
⑫
）

ウ
ゼ
ン
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
間
も
な
く
、
従
来
十
分
に
区
別
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
防
衛
意
思
」
に
つ
き
、
正
当
防
衛
状
況
の
「
知
見
（
【
の
目
白
厨
）
」
と

攻
撃
防
御
の
「
意
図
（
レ
ウ
の
】
、
ｇ
」
（
な
い
し
「
動
機
（
ご
Ｃ
画
く
）
」
）
と
の
区
別
が
ケ
ー
ラ
ー
に
お
い
て
明
確
に
区
別
さ
れ
（
一
九
一
七

（
佃
）

〈
“
〉

年
）
、
そ
れ
は
そ
の
後
の
メ
ッ
ガ
ー
、
ジ
ー
パ
ー
ッ
等
に
受
け
継
が
れ
今
日
ま
で
同
様
に
強
調
壁
ご
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
第
四
刑
事
部
は
一
九
一
五
年
の
明
示
的
判
決
に
続
き
、
一
九
一
九
年
一
二
月
一
九
日
の
判
決
で
必
要
説
を

よ
り
明
確
に
打
ち
出
す
に
至
っ
た
。
本
件
事
実
の
概
要
は
比
較
的
単
純
で
あ
る
が
、
そ
の
判
示
内
容
は
か
な
り
複
雑
な
の
で
、
以
下
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が
雌
に
当
た
り
重
傷
を
負
わ
せ
た
。
叩
は
、
特
に
重
傷
害
の
罪
（
刑
法
二
一
一
三
条
、
二
二
一
一
一
条
ａ
）
で
有
罪
判
決
を
う
け
た
の
で
あ

る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
重
傷
害
に
つ
き
原
審
を
破
棄
。
差
戻
し
た
。

ラ
ィ
ヒ
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
森
林
監
視
員
Ｐ
お
よ
び
作
業
員
、
特
に
雌
は
、
彼
ら
が
抗
告
人
皿
お
よ
び
そ
の
他
の
密
猟
者
を
逮
捕

し
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
で
権
限
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
密
猟
者
達
は
狩
猟
違
反
の
現
行
犯
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
Ｐ
お
よ
び
趾
な
ら

び
に
そ
の
他
の
作
業
員
に
よ
っ
て
追
跡
さ
れ
て
お
り
、
刑
訴
法
一
一
一
七
条
に
よ
れ
ば
だ
れ
で
も
、
特
に
雌
は
彼
ら
を
暫
時
逮
捕
す
る

権
限
が
あ
り
、
逮
捕
の
試
み
お
よ
び
そ
れ
に
役
立
つ
追
跡
は
違
法
で
は
な
く
、
追
跡
に
対
す
る
正
当
防
衛
は
排
除
さ
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
、
Ｐ
と
Ｍ
は
密
猟
者
達
を
追
跡
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
に
発
砲
し
た
点
に
お
い
て
問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
撃
を
発

射
し
た
雌
は
森
林
官
（
句
・
『
②
弓
３
月
の
Ｈ
）
で
は
な
く
作
業
員
に
す
ぎ
ず
、
武
器
使
用
の
権
限
は
な
く
（
目
、
豈
一
］
○
の
⑫
勺
『
・
の
⑦
の
の
目
の
印

号
の
『
Ｑ
の
ロ
ヨ
囚
罵
□
ぬ
の
ワ
『
凹
巨
：
。
Ｒ
可
・
『
の
（
，
目
。
］
囚
召
す
田
旦
の
。
ぐ
・
日
い
］
・
三
陸
日
］
田
『
）
、
し
か
も
、
雌
は
Ｐ
か
ら
銃
を
持
っ
て
来

る
よ
う
に
委
託
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
射
撃
を
委
託
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
Ｐ
自
身
も
密
猟
者
を
射
撃
す
る
権
限
は

な
か
っ
た
（
法
令
に
規
定
す
る
制
服
着
用
、
な
い
し
は
官
の
標
識
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
血
は
か
え
っ

て
雌
も
Ｐ
も
森
林
保
護
官
（
司
○
厨
扇
、
盲
百
ヶ
の
四
日
（
の
）
と
し
て
認
識
し
え
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
お
り
、
こ
れ
を
是
認
す
れ
ば
、
Ｐ
は
密

猟
者
達
に
射
撃
す
る
権
限
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
雌
が
第
一
撃
を
密
猟
者
に
向
け
発
砲
す
る
こ
と
は
攻
撃
を

意
味
し
、
被
攻
撃
者
は
刑
法
五
一
一
一
条
で
正
当
防
衛
を
な
し
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
雌
に
よ
る
第
一
撃

を
「
威
嚇
射
撃
」
と
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
戸
密
猟
者
を
当
て
よ
う
と
せ
ず
そ
の
よ
う
な
方
向
へ
発
砲
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す

る
な
ら
、
刑
法
五
三
条
の
正
当
防
衛
が
問
題
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
本
件
で
彼
ら
が
反
撃
を
正
当
防
衛
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
て
い
る

と
誤
認
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
故
意
の
欠
如
に
基
づ
き
故
意
の
傷
害
は
排
除
さ
れ
、
誤
想
防
衛
に
つ
い
て
の
原
則
の
適
用
可
能
性

が
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
さ
て
、
正
当
防
衛
な
ら
び
に
誤
想
防
衛
（
Ｑ
の
『
の
、
茸
の
三
一
の
。
①
『
く
日
日
の
ご
【
一
一
ｓ
の
三
○
ヨ
の
旨
）
の
前
提
は
、
防
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正当防衛における「防衛意思」の問題点Ｈ
御
の
意
思
（
９
円
三
三
の
Ｑ
の
『
シ
ヮ
ョ
の
耳
）
で
あ
る
。
そ
れ
が
欠
け
、
そ
し
て
抗
告
人
が
雌
に
対
す
る
射
撃
を
専
ら
他
の
意
図
（
レ
ウ
の
－
，
耳
）

で
発
射
し
た
場
合
に
は
、
刑
法
典
五
一
一
一
条
の
本
質
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
欠
落
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
そ
こ
で
、
も
し
ラ
ン
ト
裁
判
所
が
考

え
る
よ
う
に
、
抗
告
人
は
作
業
員
雌
を
「
か
よ
う
な
方
法
で
更
な
る
追
跡
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
実
際
に
当
て
傷
害
し
よ

う
と
欲
し
て
い
た
」
と
す
る
な
ら
、
彼
（
Ⅶ
）
の
行
動
は
違
法
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
五
一
一
一
条
も
五
九
条
も
適
用
さ
れ
な
い
。
だ
が
、

抗
告
人
が
カ
ー
ビ
ン
銃
で
雌
に
向
け
て
発
砲
し
た
と
き
不
当
な
射
撃
に
対
す
る
防
衛
の
み
な
ら
ず
更
な
る
追
跡
の
阻
止
と
い
う
意
思

か
ら
行
為
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
か
よ
う
な
場
合
、
本
件
に
お
い
て
「
故
意
の
不
可
分
性
の
た
め
に
」
彼
の
射
撃
を
そ
の
全
体
に
お

い
て
五
三
条
あ
る
い
は
五
九
条
に
よ
っ
て
不
可
罰
な
も
の
と
し
て
も
考
え
ら
れ
う
る
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
現
在
の
違
法
な
攻
撃
が

存
し
た
場
合
に
、
抗
告
人
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
防
衛
が
防
御
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
分
明
で
あ
り
、
仮
に
、
彼

に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
防
衛
が
誤
ま
っ
て
必
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
被
告
人
に
は
五
九
条
が
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
被
告
人
は
射
撃
か
ら
免
れ
え
た
、
つ
ま
り
、
彼
が
停
止
し
逮
捕
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
森
林
保

謹
官
」
に
と
っ
て
更
に
射
撃
を
行
な
う
「
原
因
」
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
武
器
を
も
っ
て
す
る
防
衛
の
必
要
性
を
否
定

し
た
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
判
決
理
由
は
、
雌
は
森
林
保
護
官
で
あ
り
、
彼
お
よ
び
Ｐ
は
射
撃
の
た
め
に
権
限
が
あ
っ
た
と
す
る
上
記
の

法
律
の
適
用
の
誤
り
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
疑
問
が
あ
る
。
被
告
人
は
正
当
な
利
益
を
犠
牲
に
し
、
あ
る
い
は
危
険
に
曝
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
と
き
に
は
反
撃
を
思
い
止
ま
る
こ
と
は
期
待
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
の
身
体
の
安
全
お
よ
び
不
可
侵
に
つ
い

て
の
利
益
が
権
限
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
利
益
は
追
跡
者
が
近
づ
き
、
そ
の
際
更
に
発
砲
す
る
な
ら
、
停
止
す
れ
ば
危
険

に
曝
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
抗
告
人
が
停
止
し
た
場
合
相
手
方
か
ら
の
射
撃
が
中
止
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
認
識
し
た
か
ど

う
か
、
あ
る
い
は
追
捕
者
が
依
然
と
し
て
彼
に
発
砲
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
な
か
っ
た
か
ど
う
か
等
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
述
べ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
事
実
審
裁
判
官
に
よ
る
更
な
る
解
明
を
必
要
と
す
る
。
云
々
。
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（
⑲
）

い
・
」
と
翼
」
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
ザ
ウ
ア
ー
は
一
九
二
一
年

規
範
的
目
的
論
的
考
察
で
あ
り
、

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
本
判
決
は
正
当
化
行
為
の
必
要
性
の
誤
認
等
い
く
つ
か
の
論
点
を
含
ん
で
い
る
が
、
本
稿
テ
１
マ
と
の
関

連
で
重
要
な
の
は
、
「
さ
て
、
正
当
防
衛
な
ら
び
に
誤
想
防
衛
の
前
提
は
、
防
御
の
意
思
で
あ
る
。
そ
れ
が
欠
け
…
…
（
る
）
場
合
に

（
縄
）

は
、
刑
法
典
五
一
二
条
の
本
質
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
欠
落
す
る
」
と
い
う
点
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
本
判
決
で
は
、
行
為
者
は
彼
の
行
為

〈
鞭
）

の
際
に
他
の
意
図
と
な
ら
ん
で
防
衛
の
意
図
を
も
っ
て
い
た
と
き
に
は
、
「
故
意
の
不
可
分
性
」
の
た
め
に
五
一
二
条
に
よ
り
不
可
嗣
な

も
の
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
被
攻
撃
者
が
防
衛
と
な
ら
ん
で
他
の
目
標
を
実
現
し
よ
う
と
す

（
伯
）

る
状
況
は
、
一
フ
イ
ヒ
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
正
当
防
衛
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
判
決
は
ま
た
、
ロ
ー
ベ
に
継
承
さ
れ
、
「
正
当
防
衛
な
ら
び
に
誤
想
防
衛
に
と
っ
て
（
〔
ご
『
＆
の
『
の
、
三
の
三
一
の
昏
『
＆
の

ぐ
の
『
日
の
目
一
一
号
の
ｚ
Ｃ
葺
呂
『
）
自
ら
防
衛
す
る
と
い
う
意
思
が
必
要
で
あ
る
。
行
為
が
実
際
上
自
己
ま
た
は
他
人
の
違
法
な
攻
撃
を
防

止
す
る
と
い
う
結
果
を
客
観
的
に
も
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
防
御
が
欲
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
に
は
十
分
な
も
の
で
は
な

ザ
ウ
ア
ー
は
刑
罰
の
任
務
か
ら
彼
の
体
系
を
展
開
す
る
。
刑
罰
は
重
大
な
不
法
に
報
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
時
に
責
任
を
滴

罪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
刑
罰
の
二
つ
の
前
提
は
重
大
な
不
法
と
責
任
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
逆
に
彼
は
、
犯
罪
を

（
鑓
）

暫
時
有
責
な
重
大
な
不
法
と
定
義
す
る
。

さ
て
、
法
の
対
応
物
と
し
て
の
違
法
性
は
、
彼
に
と
っ
て
一
切
の
刑
法
体
系
の
第
一
の
、
か
つ
支
配
的
な
概
念
で
あ
る
。
そ
こ
で

法
の
本
質
に
つ
き
、
法
は
国
家
目
的
の
規
範
的
表
現
、
特
に
彼
の
価
値
論
の
観
点
か
ら
換
言
す
る
と
、
「
法
は
こ
の
社
会
内
部
の
個
々

〈
認
）

の
価
値
努
力
に
関
す
る
（
国
家
的
）
社
ム
ェ
の
価
値
判
断
で
あ
る
。
」
適
法
性
は
有
利
な
、
違
法
性
は
こ
の
種
の
不
利
な
価
値
判
断
で
あ

（
副
）

べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。

〈
別
）

ザ
ウ
ア
ー
は
一
九
二
一
年
の
彼
の
著
書
『
刑
法
の
基
礎
』
で
、
文
化
（
価
値
）
科
学
、
特
に
法
律
学
に
固
有
の
３
口
の
こ
そ
は

目
的
論
的
考
察
で
あ
り
、
自
然
主
義
的
視
点
で
は
な
く
規
範
的
視
点
に
お
い
て
の
み
そ
の
基
本
問
題
は
正
当
に
捉
え
ら
れ
る
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正当防衛における「防衛意思」の問題点（一）

〈
割
）

る
。
そ
の
際
、
評
価
の
尺
度
に
関
し
て
、
ザ
ウ
ア
ー
に
と
っ
て
は
、
「
法
律
的
な
根
本
原
則
」
と
し
て
国
家
ロ
口
的
に
背
反
す
る
と
い
う

よ
り
合
致
す
る
、
す
な
わ
ち
国
家
に
害
す
る
と
い
う
よ
り
益
す
る
と
こ
ろ
の
価
値
努
力
、
態
度
を
個
々
の
国
民
に
要
求
す
る
国
家
の

（
斑
）

ロ
ロ
標
が
決
定
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
「
法
的
評
価
は
な
る
ほ
ど
人
間
の
態
度
に
結
び
つ
く
。
だ
が
、
こ
れ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
評

価
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
結
果
が
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
評
価
の
客
体
は
、
そ
の
性
質
上
人
間
の
態
度
で
あ
り
、
そ

く
師
〉

れ
に
対
し
、
具
体
的
評
価
の
際
に
そ
の
尺
度
で
比
較
さ
れ
る
大
き
さ
は
、
結
果
な
の
で
あ
る
。
」
と
。
か
く
し
て
、
彼
に
よ
れ
ば
違
法

性
の
実
質
的
内
容
は
、
客
観
的
に
把
握
さ
れ
た
「
そ
の
一
般
的
傾
向
に
よ
れ
ば
、
国
家
お
よ
び
そ
の
構
成
員
に
と
り
益
す
る
と
こ
ろ

（
町
）

よ
り
害
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
態
度
が
違
法
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
他
方
、
責
任
は
「
個
人
が
そ
れ
を
社
会
侵
害
的
な
ｊ
Ｕ
の
と
し
て
評

価
し
た
、
あ
る
い
は
評
価
す
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
侵
害
的
な
態
度
へ
と
自
由
に
決
定
し
た
と
い
う
社
会
（
法
秩

序
）
の
無
価
値
判
断
（
『
非
難
」
と
し
て
」
、
簡
潔
に
述
べ
る
と
「
責
任
と
は
そ
の
違
法
性
を
知
り
、
あ
る
い
は
知
る
べ
き
で
あ
っ
た

（
認
）

に
Ｉ
Ｄ
か
か
わ
ら
ず
、
違
法
行
為
（
外
部
的
態
度
）
へ
と
非
難
可
能
的
に
自
由
に
意
思
決
定
し
た
こ
と
」
だ
と
定
義
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

ザ
ウ
ア
ー
に
よ
れ
ば
、
違
法
性
と
責
任
と
は
評
価
の
尺
度
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
ま
た
対
象
に
関
し
て
も
原
則
的
な
峻
別
が
な
さ

｛
印
）

れ
、
違
法
性
判
断
の
対
象
は
外
部
的
態
度
、
責
任
非
難
の
対
象
は
精
神
的
要
素
の
み
で
あ
り
う
る
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
原
則
で

あ
り
、
彼
も
ま
た
主
観
的
構
成
要
件
要
素
の
意
味
に
お
け
る
例
外
を
承
認
し
、
窃
盗
罪
に
お
け
る
領
得
の
目
的
（
Ｎ
こ
の
一
目
冒
甲

（
帥
）

の
四
ワ
⑪
－
，
宮
）
お
よ
び
詐
欺
罪
に
お
け
る
利
得
の
目
的
（
団
の
『
の
一
ロ
ゴ
の
『
巨
砲
⑪
ロ
ワ
、
－
，
頁
）
を
認
め
る
が
、
ヘ
ー
グ
ラ
ー
の
よ
う
に
更
な
る
例

外
を
認
め
な
い
。
特
に
、
違
法
阻
却
事
由
に
お
い
て
は
一
切
の
主
観
的
要
素
を
峻
拒
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
決
し
て
純
主
観
的
な
要
素

（
印
）

が
、
構
成
要
件
該
当
性
あ
る
い
は
違
法
性
を
根
拠
づ
け
う
る
弘
Ｕ
の
で
は
な
い
。
」
不
法
の
客
体
は
そ
の
有
害
な
結
果
の
一
般
的
傾
向
を

も
つ
外
部
的
態
度
で
あ
り
、
態
度
も
結
果
も
外
部
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
行
為
者
の
個
別
的
目
的
は
評
価
の
客

体
を
形
成
す
る
の
で
は
な
く
、
所
為
の
一
般
的
目
的
、
実
在
的
目
的
、
行
為
の
一
般
的
傾
向
が
然
る
の
で
あ
る
。
行
為
は
客
観
的
に

解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
内
在
す
る
目
的
が
探
究
き
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
問
題
は
以
下
の
ご
と
し
。
所
為
は
客
観
的
に
い
か
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に
理
解
す
べ
き
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
次
の
よ
う
に
問
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
種
の
行
為
態
様
（
１
）
が
、
国
家
等
々
に
害
す
る

（
舵
）

以
上
に
益
す
る
も
の
な
の
か
。
」
と
。
か
く
し
て
Ｐ
ザ
ウ
ア
ー
は
、
た
と
い
教
師
が
同
時
に
生
徒
の
父
親
に
対
す
る
復
讐
を
な
そ
う
と

し
て
も
、
客
観
的
に
教
育
に
奉
仕
し
そ
れ
自
体
通
常
の
限
界
を
保
持
し
て
い
る
教
師
に
よ
る
生
徒
の
懲
戒
を
常
に
適
法
な
も
の
と
考

え
る
。
ｖ
・
パ
ー
ル
や
Ｍ
・
Ｅ
・
マ
イ
ヤ
ー
と
い
っ
た
論
敵
が
こ
こ
で
違
法
な
傷
害
の
か
ど
で
処
飼
し
よ
う
と
欲
す
る
な
ら
、
彼
ら

は
道
徳
と
法
と
の
限
界
を
混
同
す
る
と
い
う
重
大
な
誤
り
を
犯
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
他
、
訴
追
権
、
逮
捕
権
、
告

訴
権
な
ど
の
行
使
も
、
た
と
い
官
吏
等
が
彼
の
法
律
を
充
足
す
る
行
為
を
も
っ
て
同
時
に
実
際
上
許
さ
れ
な
い
別
の
目
的
を
追
求
す

（
侭
）

る
と
し
て
も
、
適
法
な
の
で
あ
る
。
「
国
家
は
、
客
観
的
に
国
家
に
有
益
な
行
為
が
遂
行
さ
れ
た
と
き
に
は
喜
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
行

為
者
も
そ
れ
に
相
応
す
る
、
し
か
も
実
際
上
め
っ
た
に
明
確
に
定
め
難
い
心
情
か
ら
行
為
し
た
と
い
う
こ
と
に
適
法
性
が
依
存
せ
し

（
“
）

ぬ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
も
の
と
、
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
」
ま
た
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
、
ン
カ
ー
ネ
禁
止
条
項
（
民
法

二
二
六
条
）
も
、
行
為
者
の
主
観
的
目
的
で
は
な
く
所
為
の
客
観
的
目
的
が
問
題
だ
と
す
る
。

か
よ
う
に
し
て
、
ザ
ウ
ア
ー
に
よ
れ
ば
、
正
当
防
衛
お
よ
び
緊
急
権
の
諸
事
例
に
つ
き
防
衛
意
思
等
主
観
的
要
素
を
要
求
す
る
見

解
は
、
「
全
く
明
ら
か
に
明
確
な
法
律
規
定
と
矛
盾
す
る
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
っ
て
「
実
際
上
全
く
余
計
な
尺
度
が
付
け
加
え
ら

（
鶴
）

れ
る
」
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
「
法
秩
序
は
、
行
為
者
の
善
き
意
思
に
法
と
不
法
の
問
題
を
依
存
さ
せ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
は
専
ら
、

〈
価
〉

社
会
に
と
っ
て
の
そ
の
所
為
の
客
観
的
価
値
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
」
し
か
る
に
、
「
反
対
論
者
は
た
だ
に
法
と
道
徳
の
関
係

の
み
な
ら
ず
、
違
法
性
と
責
任
の
そ
れ
を
も
誤
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
彼
ら
は
前
者
を
後
者
に
依
存
せ
し
め
る
か
ら
で
あ

る
。
責
任
を
基
礎
づ
け
る
要
素
、
し
た
が
っ
て
ま
た
責
任
そ
の
も
の
が
同
時
に
違
法
性
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
わ
れ

わ
れ
が
見
た
よ
う
に
、
責
任
は
違
法
性
を
前
提
と
す
る
、
す
な
わ
ち
、
責
任
は
行
為
者
の
心
理
の
違
法
性
へ
の
関
係
で
あ
る
。
『
客
観

的
違
法
性
の
概
念
を
ほ
ん
の
少
し
で
も
放
棄
す
れ
ば
、
責
任
は
そ
の
前
提
と
合
流
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
混
乱
が
生
ず

（
観
）
（
餌
）

る
の
で
あ
る
（
Ｍ
Ｑ
Ｅ
・
マ
イ
ヤ
ー
ー
筆
者
注
）
』
。
」
と
。
以
上
の
よ
う
に
、
ザ
ウ
ア
ー
は
、
防
衛
意
思
を
要
求
す
る
こ
と
は
法
と
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正当防衛における「防衛意思」 の問題点Ｈ

メ
ッ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
不
法
は
形
式
的
に
考
察
す
れ
ば
抽
象
的
な
『
名
宛
人
な
き
』
規
範
に
対
す
る
違
反
で
あ
り
、
実
質
的
に
考

察
す
れ
ば
利
益
侵
害
で
あ
る
。
資
任
は
行
な
わ
れ
た
不
法
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
の
み
思
考
可
能
で
あ
り
、
こ
の
関
係
は
常
に
心

理
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
」
し
た
が
っ
て
、
「
不
法
は
原
則
的
に
客
観
主
義
的
に
、
責
任
は
原
則
的
に
主
観
主
義
的
に
方
向
づ
け
ら

（
ね
）

れ
る
。
」
だ
が
、
「
こ
の
異
論
な
き
原
則
か
ら
例
外
な
き
へ
叩
題
」
を
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
ｃ
客
観
的
不
法
の
原
則
（
「
不
法
は
原

則
的
に
客
観
的
な
利
益
侵
害
で
あ
る
」
）
を
も
っ
て
し
て
も
、
「
か
よ
う
な
利
益
侵
害
が
常
に
他
人
の
利
益
に
反
し
て
向
け
ら
れ
た
者

の
『
主
観
的
』
意
思
方
向
と
独
立
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
は
述
べ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
繊
細
で
複
雑
な
人
間
の
利
益

追
求
は
、
そ
の
よ
う
に
粗
雑
か
つ
外
面
的
に
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
最
大
利
益
満
足
の
原
則
そ
れ
自
体
は
、
か
え
っ
て
主
観

（
別
）

的
要
素
を
も
顧
慮
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
傍
点
原
文
隔
字
体
）
と
し
て
挙
げ
る
一
一
一
つ
の
場
合
の
う
ち
第
二
の
場
合
、

す
な
わ
ち
、
法
秩
序
が
行
為
者
に
他
人
の
利
益
侵
害
を
許
容
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
彼
に
「
善
意
（
眉
【
円
弓
】
一
一
の
）
」
を
要
求
す
る
諸

触
れ
る
に
と
ど
め
た
い
。

（
的
）

六
次
に
、
主
観
的
違
法
要
素
を
特
に
独
立
の
課
題
と
し
て
最
初
に
扱
っ
た
メ
ッ
ガ
ー
の
「
、
王
観
的
不
法
要
素
」
（
一
九
一
一
四
年
）

論
文
で
は
、
本
論
文
の
半
分
以
上
が
学
説
史
、
原
則
的
な
不
法
と
責
任
の
区
別
、
主
観
的
違
法
要
素
の
根
拠
づ
け
に
割
り
当
て
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
よ
う
な
主
観
的
要
素
と
の
関
連
で
違
法
阻
却
の
問
題
が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
い
る

（
加
）

（
Ⅷ
）

の
で
あ
る
（
な
お
、
周
知
の
ご
と
く
、
第
一
一
論
文
「
刑
法
上
の
構
成
要
件
の
意
義
に
つ
い
て
」
〔
一
九
一
一
六
年
〕
は
、
第
一
論
文
で

簡
単
に
触
れ
ら
れ
た
主
観
的
違
法
〔
構
成
要
件
〕
要
素
に
つ
き
、
実
定
法
に
基
づ
く
詳
細
な
理
論
化
に
主
眼
点
が
置
か
れ
て
い
る
）
。

も
っ
と
も
、
メ
ッ
ガ
ー
の
客
観
的
違
法
論
な
い
し
主
観
的
違
法
（
構
成
要
件
）
要
素
の
理
論
に
つ
い
て
は
既
に
わ
が
国
で
も
い
く
つ

（
泥
）

か
の
有
益
な
論
稿
が
存
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
本
稿
の
課
題
と
の
関
連
で
、
、
王
観
的
違
法
阻
却
（
正
当
化
）
要
素
を
中
心
に
簡
単
に

道
徳
の
混
同
、
更
に
は
違
法
性
と
責
任
と
の
混
同
を
も
た
ら
す
も
の
だ
と
批
判
し
、
防
衛
意
思
を
徹
底
的
に
否
定
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
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求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
鰯
）

次
に
後
者
の
「
優
越
的
利
益
の
原
理
」
に
よ
る
正
当
化
は
、
行
為
者
の
特
別
の
義
務
（
特
に
公
務
上
の
、
職
業
上
の
、
教
育
上
の

義
務
）
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
行
為
者
の
特
別
の
緊
急
権
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
原
則
と
し
て
客
観
的
に
考
え

る
べ
き
も
の
で
、
主
観
的
目
的
は
重
要
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
も
「
裁
量
処
分
寺
○
一
自
身
の
⑪
厚
日
の
⑫
⑪
の
口
）
」
の
場
合

ｌ
た
と
え
ば
法
定
刑
の
枠
内
に
お
け
る
刑
の
毫
馨
権
の
行
使
な
ど
ｌ
は
行
為
着
の
「
主
観
的
目
的
」
が
適
法
性
に

そ
こ
で
メ
ッ
ガ
ー
は
違
法
阻
却
事
由
に
つ
き
、
不
法
が
そ
の
実
質
的
内
容
上
利
益
侵
害
で
あ
る
な
ら
、
不
法
が
例
外
的
に
欠
落
す

る
場
合
（
正
当
化
事
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
）
に
つ
い
て
は
二
つ
の
要
素
が
決
定
的
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
い

何
か
あ
る
根
拠
か
ら
ざ
も
な
く
ば
不
法
に
お
い
て
侵
害
さ
れ
る
利
益
が
欠
落
す
る
（
「
利
益
欠
峡
の
原
理
（
勺
【
冒
凰
己
号
、
日
目
、
の
一
二
－

号
日
日
の
『
の
⑫
の
①
②
）
」
）
か
、
あ
る
い
は
②
不
法
を
法
に
ま
で
高
め
る
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
る
他
の
利
益
が
、
こ
の
利
益
に
対
立
す
る
（
「
優

越
的
利
益
の
原
理
（
勺
【
一
目
一
℃
□
の
⑫
弓
ロ
ゴ
『
の
、
の
己
の
己
ョ
の
『
の
如
切
の
②
）
」
か
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
彼
の
有
名
な
二
つ
の
原
理
か
ら
正
当

（
門
）

化
事
由
が
区
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
以
下
で
み
る
よ
う
に
、
そ
の
諸
帰
結
は
一
工
結
し
た
理
論

的
構
想
に
基
づ
く
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
問
題
諸
領
域
の
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
処
理
か
ら
生
じ
た
も
の
と
い
え
よ

（
犯
）

ま
ず
前
者
の
「
利
益
欠
峡
の
原
理
」
に
よ
る
正
当
化
に
は
、
被
害
者
の
同
意
、
推
定
的
同
意
、
事
務
管
理
の
諸
事
例
が
挙
げ
ら
れ
、

（
ね
）

被
害
者
の
同
意
で
は
行
為
者
の
「
内
心
の
」
「
主
観
的
」
意
思
方
向
が
同
意
の
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
を
要
し
、
同
様
に
医
療
行
為
で

（
帥
）

は
「
治
療
目
的
」
を
必
要
と
し
、
「
こ
こ
で
は
『
行
為
者
の
、
王
観
的
目
的
』
は
正
当
化
事
由
の
適
用
に
と
っ
て
決
定
的
意
義
を
獲
得

す
る
」
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
推
定
的
『
甑
感
や
事
務
餘
琴
な
ど
で
も
必
要
な
客
観
的
条
件
と
な
ら
ん
で
、
行
為
者
の
「
善
意
」
を
要

（
別
）

〈
別
）

事
例
が
特
に
こ
こ
で
は
重
要
と
な
る
。

（
だ
）

み
が
教
壗
え
う
る
の
で
あ
る
と
す
る
。

い

う－
．７７
－

そ
し
て
、
か
よ
う
な
観
点
が
い
か
な
る
と
こ
ろ
で
個
々
的
に
承
認
さ
れ
る
か
は
、
実
定
法
の
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正当防衛における「防衛意思」の問題点Ｈ

そ
こ
で
緊
急
権
、
特
に
正
当
防
衛
に
つ
き
メ
ッ
ガ
ー
は
、
刑
法
五
三
条
の
正
当
防
衛
規
定
に
あ
っ
て
は
主
観
的
正
当
化
要
素
を
肯

（
髄
〉

定
す
る
何
の
根
拠
も
な
い
と
さ
れ
、
「
防
衛
意
思
」
と
の
関
連
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
承
王
観
的
』
不
法
（
正
当
化
）
要
素

は
、
常
に
特
別
の
証
明
を
必
要
と
す
る
。
だ
が
、
刑
法
五
三
条
は
偏
見
の
な
い
検
討
に
あ
っ
て
は
、
こ
こ
で
主
観
的
尺
度
に
よ
っ
て

限
界
づ
け
ら
れ
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
何
の
根
拠
も
明
ら
か
と
し
な
い
。
明
白
か
つ
明
確
に
『
現
在
の
違
法
な
攻
撃
の
回

避
の
た
め
に
必
要
な
』
防
衛
が
問
題
と
な
る
。
実
際
上
も
、
客
観
的
解
釈
だ
け
で
満
足
し
う
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
正
当
防
衛

状
況
の
確
定
に
際
し
て
そ
の
時
々
に
な
お
特
に
行
為
者
の
主
観
的
目
的
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
必
要
性
は
、
訴
訟
上
全
く
不

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
い
、
、
ｂ
、
、
、
、
（
師
）

可
能
な
要
求
へ
と
導
く
だ
ろ
う
。
…
…
刑
法
五
一
一
一
条
は
、
主
観
的
正
当
化
要
素
弁
｜
何
ら
含
ん
で
い
な
い
。
」
（
傍
点
原
文
隔
字
体
）
と

し
て
、
防
衛
意
思
は
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
の
ち
の
議
論
と
の
関
連
で
未
遂
論
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
メ
ッ
ガ
ー
は
第
一
論
文
で
は
、
未
遂
の
故
意
を
主
観
的
違
法

（
朗
）

要
素
と
す
る
見
解
は
、
王
観
的
未
遂
論
と
と
も
に
否
定
さ
れ
て
い
た
が
、
次
の
第
一
一
論
文
で
は
、
未
遂
の
故
意
を
主
観
的
違
法
（
構
成

要
件
）
要
素
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
観
的
構
成
要
件
要
素
の
存
在
に
対
す
る
一
切
の
疑
念
を
未
遂
論
に

つ
い
て
の
指
摘
が
除
去
す
る
は
ず
だ
と
し
て
、
「
実
務
に
お
い
て
支
配
的
な
主
観
的
未
遂
論
は
、
『
主
観
的
』
以
外
の
も
の
で
は
決
定

し
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
杯
の
砂
糖
水
の
グ
ラ
ス
を
飲
む
こ
と
は
全
く
確
か
に
そ
れ
自
体
（
『
客

観
的
に
』
）
不
法
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
本
説
に
よ
れ
ば
、
堕
胎
目
的
で
そ
の
手
段
の
適
性
性
（
目
ｍ
Ｅ
ｍ
－
－
ｎ
罠
の
己
を
信
じ
て
行
な
う
と

、
、
、

き
に
は
不
法
と
な
る
。
だ
が
、
た
と
え
ば
危
険
説
の
形
式
で
の
客
観
的
未
遂
論
も
、
わ
れ
わ
れ
が
特
別
の
不
法
類
型
の
観
占
（
を
適
切

に
注
目
す
る
と
き
に
は
、
『
主
観
的
』
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
従
っ
て
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
危
殆
化
そ
れ
自
体
（
意
識
的

な
危
殆
化
も
同
じ
！
）
が
不
法
類
型
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
広
い
範
囲
に
及
ぶ
目
的
（
Ⅱ
刑
法
四
三
条
の
「
決
意
」
）
に
よ
っ
て

れ
て
い
る
。

と
っ
て
決
定
的
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
鰯
束
処
分
や
義
務
の
衝
突
、
さ
ら
に
緊
急
権
で
は
厳
格
な
客
観
的
判
断
が
必
要
だ
と
ざ
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、
、
、
、
、
、
、

（
的
）

担
わ
れ
た
危
殆
化
が
然
る
の
で
あ
る
。
」
（
傍
点
原
文
隔
字
体
）
と
－
）
て
、
未
遂
の
故
意
を
、
王
観
的
違
法
要
素
と
し
て
肯
定
し
て
い
た

点
は
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

七
Ｅ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
リ
ス
ト
の
『
刑
法
の
教
科
書
』
第
二
五
版
（
一
九
二
七
年
）
を
改
訂
す
る
際
主
観
的
違
法
要
素
の
概
念

（
卯
）

を
導
入
し
た
が
、
そ
れ
は
第
一
一
六
版
（
一
九
一
一
一
二
年
）
に
至
り
一
層
明
確
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
、
主
観
的
違
法
要

素
の
承
認
を
違
法
性
の
本
質
の
明
確
な
客
観
的
お
よ
び
実
質
的
規
定
に
よ
っ
て
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

（
皿
）

Ⅱ
〃
ス
ト
同
様
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
一
般
的
犯
罪
概
念
は
、
違
法
で
有
責
な
行
為
（
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
際
構
成
要
件
該
当
性
は
行
為
の

（
躯
）

（
粥
）

違
法
性
の
確
定
の
た
め
の
出
発
点
を
形
成
す
る
）
な
い
－
）
は
構
成
要
件
該
当
の
違
法
で
、
有
責
な
行
為
と
し
て
定
義
す
る
。
だ
が
、

違
法
性
と
責
任
と
の
間
の
相
違
を
、
彼
は
リ
ス
ト
と
は
異
な
り
、
メ
ッ
ガ
ー
の
認
識
に
従
っ
て
根
拠
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
違
法
性

と
責
任
の
問
題
に
あ
っ
て
は
、
当
為
の
対
象
（
の
。
一
一
の
。
⑪
、
の
函
の
ロ
⑰
自
己
）
と
し
て
の
行
為
の
法
は
二
重
の
機
能
に
お
い
て
対
湿
さ
れ
る
。

ま
ず
違
法
性
の
確
定
で
は
法
は
客
観
的
評
価
規
範
と
し
て
機
能
し
、
次
に
責
任
の
確
認
に
あ
っ
て
は
決
定
規
範
（
命
令
）
と
し
て
機

（
則
）

能
す
る
の
で
あ
る
。
違
法
性
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
無
価
値
判
断
は
、
一
般
的
、
も
し
く
は
所
与
の
事
例
に
お
い
て
法
秩
序
の
要
請
に

（
垢
〉

従
っ
て
方
向
づ
け
る
行
為
者
の
主
観
的
能
力
と
は
独
立
に
下
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
客
観
的
●
な
の
で
あ
る
。
こ
の
所
為
に
関
す
る
法

的
無
価
値
判
断
は
二
重
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

「
１
、
行
為
は
国
家
規
範
、
す
な
わ
ち
法
秩
序
の
命
令
も
し
く
は
禁
止
の
違
反
と
し
て
形
式
的
に
違
法
で
あ
る
。

、
、
、
、
、

（
妬
）

２
、
行
為
は
社
会
侵
害
的
（
反
社
会
的
も
－
）
く
は
非
社
会
的
）
態
度
と
し
て
実
質
的
に
違
法
で
あ
る
。
」
（
傍
点
原
文
ゴ
シ
ッ
ク
体
）

か
く
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
犯
罪
論
も
違
法
性
に
外
部
的
態
度
を
、
責
任
に
行
為
者
の
内
心
的
態
度
を
考
察
の
対
象
と
し
て
振
り

分
け
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
も
へ
１
グ
ラ
ー
、
Ｍ
・
Ｅ
・
マ
イ
ヤ
ー
、
お
よ
び
メ
ッ
ガ
ー
の
論
述
に
基
づ
き
、
「
主
観
的
構
成

（
師
）

要
件
要
素
の
存
在
」
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
も
っ
て
、
客
観
的
違
法
論
に
お
け
る
突
破
口
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
「
『
違

法
な
』
と
い
う
価
値
判
断
は
、
た
と
い
こ
の
判
断
の
諸
前
提
に
一
定
の
主
観
的
な
、
す
な
わ
ち
行
為
者
の
心
理
的
な
要
素
が
属
す
る

3２



正当防衛における「防衛意思」の問題点（－）
と
し
て
も
、
本
文
の
意
味
に
お
い
て
依
然
と
し
て
『
客
観
的
な
』
、
す
な
わ
ち
行
為
者
の
責
任
に
依
存
し
な
い
判
断
な
の
で
あ
る
。
す

（
卯
）

べ
て
の
主
観
的
な
も
の
が
責
任
に
属
す
る
わ
け
で
は
な
い
１
．
」
か
よ
う
に
し
て
、
「
特
別
の
構
成
要
件
に
お
い
て
は
主
観
的
メ
ル
ク

（
的
〉

（
血
）

マ
ー
ル
も
違
法
性
に
と
っ
て
構
成
的
意
義
を
も
ち
う
る
」
と
さ
れ
、
た
と
え
ば
刑
法
一
一
四
二
、
二
五
七
、
二
六
五
、
一
四
六
条
や
「
授

蕊
行
為
」
Ⅷ
）
さ
ら
に
刑
法
二
九
二
条
以
下
お
よ
び
刑
法
一
八
五
条
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
最
後
に
、
「
真
の
か
つ
重
要
な
『
主
観
的
不

（
皿
）

（
脳
）

法
要
素
』
と
し
て
『
決
意
』
は
、
行
為
が
法
益
に
対
し
て
向
け
ら
れ
、
こ
れ
を
攻
撃
し
、
危
殆
化
す
る
と
い
う
確
認
キ
ー
可
能
に
す
る

（
川
）

。
」
と
し
て
、
刑
法
四
一
一
一
条
の
決
意
、
す
な
わ
ち
未
遂
の
故
意
は
主
観
的
違
法
要
素
と
妾
」
れ
、
そ
の
根
拠
は
「
未
遂
の
本
質
」
か
ら
明

（
順
）

らかとなるとされているのである。、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
で
は
、
主
観
的
正
当
化
要
素
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
依
然
一
一
五
版
で
は
、
明
示
的
な
立
法
者
の
意
思
に

相
応
す
る
類
型
化
さ
れ
た
正
当
化
事
由
に
お
い
て
の
み
主
観
的
正
当
化
要
素
に
出
会
す
と
し
、
Ｍ
・
Ｅ
・
マ
イ
ヤ
ー
、
グ
ラ
ー
フ
・

ツ
ー
・
ド
ー
ナ
、
メ
ッ
ガ
ー
等
と
異
な
り
、
た
と
え
ば
懲
戒
の
違
法
性
に
つ
き
、
「
こ
こ
で
も
、
懲
戒
が
教
育
目
的
に
相
応
す
る
か
ど

う
か
は
客
観
的
に
の
み
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
専
ら
実
質
的
不
法
の
観
点
に
依
拠
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

客
観
的
尺
度
以
外
の
も
の
は
排
除
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
類
型
化
さ
れ
た
正
当
化
事
由
に
あ
っ
て
の
み
立
法
者
の
表
明
さ
れ
た
意
思
に

（
脳
）

適
う
主
観
的
正
当
化
要
素
に
出
会
し
う
る
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
や
や
限
定
的
態
度
を
と
っ
て
い
た
が
、
次
の
二
六
版
で
は
正
当
化
の

原
理
に
つ
き
、
「
あ
る
行
為
が
構
成
要
件
該
当
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
国
家
的
に
規
制
さ
れ
た
共
同
生
活
の
こ
の
目
的
の
達
成

（
Ⅲ
）

の
た
め
の
相
当
な
（
正
当
な
）
手
段
と
し
て
現
わ
れ
る
と
き
に
は
、
違
法
で
は
な
い
。
」
（
傍
点
原
文
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
と
さ
れ
、
「
目

的
説
」
の
観
点
か
ら
主
観
的
正
当
化
要
素
を
引
き
出
す
に
至
り
、
懲
戒
権
も
「
懲
戒
者
の
主
観
的
教
育
的
態
度
に
お
い
て
の
み
」
可

（
順
）

（
旧
）

能
と
さ
れ
、
同
様
の
こ
と
は
刑
法
一
九
一
二
条
等
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
あ
っ
て
は
主
観
的
正
当
化
要
素
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
に
つ
き
広
狭
の
変
遷
が
あ
る
も
の
の
、
も
っ
と
も
、

本
稿
の
課
題
で
あ
る
「
防
衛
意
思
」
に
つ
い
て
は
メ
ッ
ガ
ー
等
と
異
な
り
、
終
始
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
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「
防
衛
意
思
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
行
為
に
あ
っ
て
の
み
、
『
防
衛
』
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
彼
が
そ
れ
で
ま
さ
に
自
己
ま
た
は
第

三
者
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
攻
撃
を
防
衛
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
な
し
に
、
他
人
の
法
益
を
侵
害
す
る
者
は
、
か
く
し
て
他

人
の
法
益
へ
の
侵
害
で
も
っ
て
全
く
防
衛
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
者
は
、
五
三
条
に
基
づ
き
え
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
攻
撃
を
防

衛
す
る
者
が
専
ら
防
衛
の
目
的
の
た
め
に
行
為
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
。
そ
の
種
の
制
限
は
、
防
衛
の
概
念
か
ら
引
き

（
Ⅲ
）

出
さ
れ
な
い
。
」
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
彼
は
注
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
本
文
は
フ
ラ
ン
ク
（
句
『
、
皀
穴
一
団
Ｓ

と
一
致
し
て
、
五
三
条
で
使
用
さ
れ
て
い
る
防
衛
と
い
う
概
念
の
一
定
の
解
釈
な
ら
び
に
生
活
観
念
と
の
一
致
に
基
づ
く
。
正
当
化

を
根
拠
づ
け
る
正
当
防
衛
の
前
提
の
も
と
で
主
観
的
要
素
を
承
認
す
る
と
い
う
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
ザ
ウ
ァ
ー
（
の
目
の
『
の
昌
己
‐

］
眉
の
ご
麓
、
〉
筐
①
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
法
と
道
徳
、
違
法
性
と
責
任
と
の
混
同
に
導
く
も
の
で
は
な
い
。
主
観
的
不
法
要
素
が
存
在

す
る
よ
う
に
、
主
観
的
正
当
化
要
素
も
存
在
す
る
等
と
し
て
、
そ
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
文
か
ら
も
明
ら
か
な

、
も

よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
防
衛
意
思
（
ぐ
の
風
の
丘
一
ｍ
旨
い
の
乱
］
］
①
）
」
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
防
衛
の
動
機
（
く
の
耳
：
曾
口
、
の
‐

（
Ⅲ
）

日
。
ご
く
）
ま
で
必
要
と
し
て
い
な
い
と
い
う
点
も
こ
こ
で
注
意
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八
と
こ
ろ
で
、
主
観
的
違
法
要
素
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
特
に
メ
ッ
ガ
ー
の
研
究
に
刺
激
さ
れ
る
形
で
か
な
り
多
数
の
学
者
が

（
皿
）

多
か
れ
少
な
か
れ
こ
れ
を
一
月
定
す
る
立
場
を
表
明
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
う
ち
有
名
な
も
の
を
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
に
挙
げ
る
と
、
フ

（
川
）

（
町
）

ラ
ン
ク
、
グ
リ
ュ
ン
フ
ー
ト
、
エ
ン
ギ
ッ
シ
ュ
、
ロ
バ
ー
ト
．
ｖ
・
ヒ
ッ
ペ
ル
、
ホ
ー
ニ
ッ
輪
〉
ヴ
ァ
ヒ
ン
ガ
ー
、
｜
フ
ー
ト
ブ
ル
フ
、

（
Ⅲ
）

（
Ⅲ
）

（
Ⅲ
）

（
Ⅲ
）

（
測
）

ロ
ー
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ト
、
ジ
ー
ガ
ー
ト
、
グ
ラ
ー
フ
・
ツ
ー
・
ド
ー
ナ
、
プ
ル
ン
ス
、
一
フ
イ
ヒ
裁
判
所
第
一
｜
刑
事
部
、
ジ
ー
バ
ー
ッ
等

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
の
課
題
と
の
関
連
で
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
若
干
の
見
解
を
簡
単
に
挙
げ
て
お
こ
う
。

フ
ラ
ン
ク
は
、
彼
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
第
一
五
版
（
一
九
二
四
年
）
に
お
い
て
既
に
、
「
超
過
的
内
心
傾
向
」
の
諸
事
例
に
お
け

る
「
目
的
（
し
ず
骨
亘
）
」
お
よ
び
既
遂
の
故
意
は
未
遂
に
お
い
て
違
法
性
を
（
と
も
に
）
根
拠
づ
け
る
と
い
う
へ
－
グ
ラ
ー
説
に
賛
同

（
皿
）

し
た
。
だ
が
、
ヘ
ー
グ
ラ
ー
と
は
異
な
り
、
こ
れ
は
責
任
の
性
格
を
排
除
し
な
い
も
の
と
、
王
張
し
て
い
た
。
同
様
の
こ
と
は
後
の
第
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正当防衛における「防衛意思」 の問題点㈲

次
に
ヒ
ッ
ペ
ル
は
、
客
観
的
違
法
論
に
立
ち
「
客
観
的
違
法
性
は
所
為
に
関
す
る
無
価
値
判
断
を
意
味
す
る
。
責
任
は
さ
ら
に
加

え
ら
れ
る
行
為
者
に
関
す
る
無
価
値
判
断
で
あ
る
。
前
者
で
は
犯
罪
の
客
観
的
事
実
が
、
後
者
で
は
犯
罪
の
主
観
的
事
実
が
問
題
と

（
川
）

な
る
。
」
と
表
明
し
な
が
ら
，
Ｕ
、
主
観
的
違
法
要
素
を
肯
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
多
く
の
犯
罪
構
成
要
件
は
主
観
的
（
精
神
的
）
メ

ル
ク
マ
ー
ル
、
特
に
一
定
の
目
的
の
追
求
を
要
求
し
て
お
り
、
そ
の
存
在
が
所
為
の
違
法
性
に
属
す
る
（
い
わ
ゆ
る
主
観
的
不
法
要

素
）
と
い
う
こ
と
が
、
近
時
再
三
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
す
べ
て
主
観
的
を
も
の
が
責
任
に
属
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、

（
燭
〉

単
に
客
観
的
を
も
の
が
違
法
性
に
属
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
」
と
。
だ
が
、
他
方
彼
は
「
防
衛
意
思
」
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
フ
ェ
ル

ト
、
ベ
ー
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
グ
ラ
ー
、
ザ
ウ
ア
ー
、
メ
ッ
ガ
ー
等
と
と
も
に
「
い
か
な
る
動
機
か
ら
、
お
よ
び
い
か
な
る
更
な
る
目
的

の
た
め
に
窮
迫
状
態
に
あ
る
者
（
□
の
『
国
＆
『
◎
三
の
）
が
正
当
防
衛
を
行
使
す
る
か
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
ラ
イ
ヒ
裁

判
所
や
文
献
の
一
部
は
、
彼
が
い
ず
れ
に
せ
よ
ま
ず
さ
し
迫
っ
た
攻
撃
の
防
衛
の
た
め
に
、
か
く
し
て
防
御
の
た
め
に
行
な
っ
た
と

（
既
）

い
う
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
不
当
で
あ
る
。
」
と
。
そ
の
際
、
そ
の
根
拠
と
し
て
彼
は
注
で
、
反
対
説

の
論
拠
は
い
わ
ゆ
る
「
防
衛
」
と
い
う
言
葉
の
言
語
上
の
意
義
に
し
か
依
り
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
防
衛
と
は
、
事
後
の
客

一
八
版
（
一
九
一
一
一
一
年
）
で
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
目
的
（
シ
肝
一
向
言
）
が
関
係
す
る
出
来
事
が
既
遂
に
属
す
る
と
仮

定
す
れ
ば
、
そ
の
目
的
の
責
任
的
性
格
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
立
法
者
が
既
遂
を
よ
り
早
く
現
出
さ
せ
て
い
る
と
い
う

根
拠
か
ら
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
異
な
っ
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
は
理
解
で
き
な
い
。
未
遂
に
あ
っ
て
も
承
認
さ
れ
て
い
る
よ
う

〈
皿
）

に
、
そ
れ
に
属
す
る
既
遂
の
故
意
は
外
部
的
事
象
を
超
、
え
て
違
法
性
を
根
拠
づ
け
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
責
任
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
」

と
。
な
お
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
「
防
衛
意
思
」
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ク
は
つ
と
に
必
要
説
に
立
っ
て
い
た
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が

挙
げ
る
よ
う
に
、
そ
の
根
拠
を
「
防
衛
三
の
耳
の
目
曾
ロ
、
）
」
の
概
念
に
置
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
防
衛
意
思
が
正
当
防
衛

行
為
に
属
す
る
か
ど
う
か
は
争
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
主
観
的
要
件
は
防
衛
の
概
念
の
中

（
四
）

に
あ
る
か
、
ｂ
だ
。
」
と
。
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観
的
判
断
が
必
要
な
防
御
と
し
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
か
く
し
て
行
為
者
が
行
為
時
に
防
衛
と
し
て
認
識
し
た
も
の
と
同
じ

く
防
衛
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
も
ま
さ
に
十
分
に
意
味
し
う
る
の
で
あ
る
。
「
原
則
的
に
適
法
性
に
と
っ
て
は
、
客
観
的
事
後
的
判

〈
〃
）

断
が
決
定
的
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
防
衛
意
思
の
不
要
説
を
強
調
す
る
。
だ
が
他
方
、
一
般
に
は
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な
い
が
、

ヒ
ッ
ペ
ル
は
い
わ
ゆ
る
「
偶
然
防
衛
」
等
の
諸
事
例
に
つ
き
、
「
そ
の
所
為
が
、
行
為
者
が
表
象
す
る
よ
う
に
違
法
で
あ
ろ
う
が
、
し

か
し
実
際
に
は
（
た
と
え
ば
、
存
在
し
た
が
行
為
者
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
攻
撃
の
た
め
に
）
許
容
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場

（
卿
）

合
」
に
は
、
「
既
遂
の
犯
罪
は
排
除
さ
れ
る
が
、
概
念
上
不
能
未
遂
が
存
在
す
る
」
と
し
て
、
一
方
で
防
衛
意
思
の
不
要
説
を
主
張
し

（
烟
）

つ
つ
も
、
偶
然
防
衛
等
の
事
案
の
処
理
に
つ
き
未
遂
の
可
罰
性
を
肯
定
し
て
い
る
と
い
う
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
グ
ラ
ー
フ
・
ツ
ー
・
ド
ー
ナ
は
、
メ
ッ
ガ
ー
の
教
科
書
の
書
評
で
（
一
九
一
一
一
二
年
）
、
彼
が
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
ヘ
ー
グ
ラ
ー

お
よ
び
Ｍ
・
Ｅ
・
マ
イ
ヤ
ー
よ
り
も
早
く
、
既
に
責
任
概
念
の
要
素
に
関
す
る
論
文
二
九
○
四
年
）
お
よ
び
違
法
性
に
関
す
る
著

書
二
九
○
五
年
）
に
お
い
て
、
「
法
秩
序
に
よ
る
行
為
の
否
認
、
か
く
し
て
そ
の
客
観
的
評
価
は
、
行
為
者
の
目
標
設
定
に
結
び
付

（
、
）

け
て
始
め
て
、
か
く
し
て
所
為
の
違
法
性
は
行
為
者
の
意
思
方
向
に
依
存
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
」
と
、
王
張
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
が
、
当
時
メ
ッ
ガ
ー
等
に
よ
り
違
法
性
と
責
任
を
混
同
す
る
も
の
と
し
て
非
難
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
彼
自
身
当
時
、
事

実
的
な
正
当
化
と
心
理
的
な
正
当
化
（
閃
冨
・
印
・
ヨ
）
、
実
在
的
目
的
と
精
神
的
目
的
と
の
対
置
〈
内
言
・
の
・
邉
）
、
し
た
が
っ
て
正
当
化

〈
Ⅲ
）

と
免
責
と
の
対
置
（
の
。
」
国
、
）
を
指
摘
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
点
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
と
関
連
し

て
、
グ
ラ
ー
フ
・
ツ
ー
・
ド
ー
ナ
は
メ
ッ
ガ
ー
説
と
は
「
量
的
差
異
」
に
つ
い
て
し
か
異
な
ら
な
い
と
し
、
た
と
え
ば
メ
ッ
ガ
ー
に

反
し
て
、
民
法
二
二
八
条
、
刑
法
一
九
一
二
条
、
刑
法
五
三
条
（
「
正
当
防
衛
行
為
は
、
そ
れ
が
防
衛
の
目
的
の
た
め
に
遂
行
さ
れ
た
場

（
腿
）

（
凶
）

合
に
対
し
て
だ
け
、
違
法
性
が
失
わ
れ
る
」
と
し
て
、
「
防
衛
目
的
」
を
要
求
す
る
）
、
そ
の
他
治
療
行
為
、
職
務
行
為
等
に
主
観
的

正
当
化
要
素
を
承
認
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
プ
ル
ン
ス
も
彼
の
ボ
ン
大
学
懸
賞
論
文
『
構
成
要
件
の
理
論
の
批
判
』
（
一
九
三
二
年
）
で
、
ヘ
ー
グ
ラ
ー
、
メ
ッ
ガ
ー
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九
以
上
の
よ
う
に
、
主
観
的
違
法
要
素
の
理
論
の
横
想
は
か
な
り
の
一
般
化
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
直
後
に
、
こ
れ
に

対
す
る
詳
細
で
か
つ
強
力
な
批
判
的
態
度
が
ツ
ィ
ン
マ
ー
ル
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
つ
い
で
、
決
定
的
で
譲
歩
を
許
さ
ぬ
反
論
が
、
ゴ
ー

ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ベ
ー
リ
ン
グ
お
よ
び
リ
ッ
ト
ラ
ー
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
も
本
稿
の
テ
ー
マ
と

の
関
連
で
こ
れ
ら
の
諸
見
解
の
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

ツ
ィ
ン
マ
ー
ル
は
彼
の
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ー
ン
『
樹
成
要
件
の
理
論
に
つ
い
て
』
二
九
二
八
年
）
で
、
ま
ず
メ
ッ
ガ
ー
と
同
様
の
体

系
的
基
礎
か
ら
出
発
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
の
任
務
は
人
間
の
社
会
生
活
の
外
部
的
規
制
で
あ
り
、
法
秩
序
は
第
一
に
わ
れ
わ
れ
が

人
間
の
態
度
を
測
定
す
る
評
価
規
範
の
複
合
で
あ
り
、
第
二
に
法
規
範
は
決
定
規
範
（
命
令
）
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
形
式
的
達

法
概
念
を
超
え
て
、
彼
も
実
質
的
違
法
性
を
段
階
づ
け
可
能
な
社
会
侵
害
性
の
意
味
に
お
い
て
承
認
し
、
そ
し
て
こ
の
実
質
的
考
察

「
利
益
欠
峡
」
に
よ
る
正
典（
皿
）

件
要
素
だ
と
さ
れ
て
い
る
）

（
剛
〉

等
に
従
い
主
観
的
違
法
（
構
成
要
件
）
要
素
を
承
認
し
、
特
に
未
遂
犯
に
つ
い
て
は
、
「
既
遂
の
目
的
（
ぐ
。
一
一
の
己
巨
己
偲
の
回
す
⑫
－
，
頁
）
は
現

実
に
既
遂
と
な
り
か
つ
故
意
の
か
ど
で
処
罰
さ
れ
る
犯
罪
に
あ
っ
て
は
、
前
置
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
だ
が
、
既
遂
へ
と
至
ら
な
か
っ

た
犯
罪
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
客
観
的
に
攻
撃
さ
れ
た
法
益
が
特
別
の
危
険
の
中
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
既
遂

（
鴎
）

の
目
的
は
、
未
遂
で
は
、
王
観
的
不
法
要
素
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
メ
ッ
ガ
ー
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
説
に
従
っ
て
お
り
、

（
猫
）

ま
三
」
に
「
既
遂
の
故
意
は
未
遂
行
為
を
典
型
的
な
違
法
行
為
に
ま
で
高
め
る
」
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
違
法
阻

却
事
由
に
つ
い
て
は
、
「
優
越
利
益
」
に
よ
る
正
当
化
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
「
正
当
防
衛
、
超
法
規
的
緊
急
避
難
、
義
務
の
衝
突
、

構
成
要
件
該
当
行
為
の
正
当
化
の
典
型
的
諸
事
例
は
、
す
べ
て
目
的
行
為
（
Ｎ
君
の
。
【
冨
己
の
｝
ご
）
を
要
求
す
る
。
客
観
的
に
全
体
利
益
が

（
町
〉

保
持
さ
れ
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
十
分
で
は
力
ず
い
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
同
時
に
行
為
者
の
動
機
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
し
て
、
動
機
と
し
て
の
「
防
衛
意
思
」
が
真
の
主
観
的
正
当
化
要
素
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
な
お
、
こ
れ
に
対
し

、
、

「
利
益
欠
峡
」
に
よ
る
正
当
化
の
場
合
〔
同
意
、
推
定
的
同
意
〕
は
こ
れ
が
要
求
さ
れ
ず
、
か
よ
う
か
季
場
合
は
其
の
消
極
的
構
成
要

（
皿
）

自
‐
一
可
一
；
一
屯
、
す
．
，
．
‐
Ⅲ
－
】
Ｐ
・
８
Ｉ
〆
◎
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（
皿
）

方
法
を
漸
次
構
成
要
件
に
関
す
う
。
個
別
研
究
に
使
用
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
構
成
要
件
を
メ
ッ
ガ
ー
同
様
不
法
類
型
と
し
て
考

え
、
ま
た
、
違
法
性
は
原
則
上
客
観
的
な
構
成
要
件
要
素
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
が
、
他
方
実
定
法
に
お
け
る
主
観
的
構
成
要
件
要

〈
卿
）

素
の
存
在
を
ｊ
Ｕ
承
認
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
メ
ッ
ガ
ー
と
同
じ
問
題
提
起
か
ら
、
個
々
の
法
律
上
の
犯
罪
記
述
の
詳
細
な

検
討
を
な
し
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
行
為
者
の
精
神
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
法
益
な
い
し
利
益
侵
害
的
な
行
為
の
性
格
に
対
し
て

新
し
い
何
も
の
か
を
付
け
加
え
、
も
し
く
は
そ
れ
が
所
為
の
人
的
非
難
可
能
性
を
根
拠
づ
け
る
だ
け
な
の
か
、
と
。
か
よ
う
に
メ
ッ

ガ
ー
と
同
様
の
方
法
論
に
よ
り
な
が
ら
も
、
彼
は
不
法
を
根
拠
づ
け
る
主
観
的
要
素
の
範
囲
を
メ
ッ
ガ
ー
よ
り
本
質
的
に
狭
く
限
定

す
べ
き
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
主
観
的
構
成
要
件
（
違
法
）
要
素
と
し
て
承
認
さ
れ
る
の
は
、
メ
ッ
ガ
ー
の
い
う

（
Ⅲ
）

（
腿
）

「
傾
向
犯
」
の
一
部
と
「
表
現
犯
」
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
Ｉ
し
て
、
ツ
ィ
ン
マ
ー
ル
は
と
り
わ
け
〆
シ
ガ
ー
の
「
目
的
犯
」
（
ヘ
ー

（
胆
）

グ
ラ
ー
の
「
超
過
的
内
心
傾
向
を
ｊ
じ
つ
犯
罪
」
）
は
全
部
主
観
的
構
成
要
件
要
素
を
も
つ
犯
罪
類
型
か
ら
排
除
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ

と
の
関
連
で
、
彼
は
刑
法
四
三
条
の
未
遂
に
つ
き
、
メ
ッ
ガ
ー
の
理
論
は
貫
徹
不
能
な
も
の
と
し
て
、
「
メ
ッ
ガ
ー
の
意
味
に
お
い
て

未
遂
に
あ
っ
て
も
、
常
に
外
部
的
行
為
の
意
味
あ
る
意
欲
を
」
仮
定
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
「
し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
が
既
遂
に
な
っ

た
か
、
未
遂
段
階
に
止
ま
っ
た
か
ど
う
か
に
応
じ
て
、
外
部
的
行
為
の
単
純
な
る
意
欲
か
意
味
あ
る
意
欲
か
が
存
し
よ
う
と
い
う
注

目
に
価
す
る
帰
結
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
当
然
不
可
能
で
あ
る
。
」
メ
ッ
ガ
ー
の
誤
り
は
、
こ
こ
で
は
「
行
為
（
西
目
ロ
一
目
、
）
」

と
い
う
言
葉
の
不
正
確
さ
の
中
に
あ
る
。
メ
ッ
ガ
ー
の
よ
う
に
、
こ
の
概
念
の
中
に
構
成
要
件
の
中
に
現
れ
る
中
間
結
果
（
Ｎ
ゴ
】
の
‐

号
の
ロ
の
『
〔
○
侭
）
を
編
入
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
注
目
し
、
「
行
為
」
の
代
り
に
結
果
を
も
包
含
す
る
言
葉
で
あ
る
「
所
為

（
月
旦
」
に
取
り
換
え
る
と
き
に
、
全
困
難
は
解
消
す
る
。
「
未
遂
に
あ
っ
て
は
、
常
に
所
為
の
、
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
が
最
終
結
果

（
向
ａ
の
『
｛
◎
愚
）
と
名
付
け
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
構
成
要
件
該
当
的
結
果
の
単
純
な
る
意
欲
が
存
在
す
る
。
そ
の
発
生
と
と
も
に
、
当

該
刑
法
の
提
立
が
保
護
し
よ
う
と
目
指
し
た
そ
の
法
益
の
侵
害
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
最
終
結
果
発
生
の
こ
の
単
純
な
る
意
欲
は
、

そ
れ
へ
と
導
く
行
為
な
ら
び
に
中
間
結
果
は
明
ら
か
に
そ
れ
自
体
の
た
め
に
で
は
な
く
、
最
終
結
果
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
み
意
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欲
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
自
明
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
メ
ッ
ガ
ー
の
用
語
で
云
う
と
、
最
終
結
果
の
単
純
な
る
意
欲
は
、

手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
行
為
と
中
間
結
果
の
意
味
あ
る
意
欲
を
前
提
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
為
の
こ
の
意
味
あ
る
意
欲
は
第

二
次
的
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
第
一
次
的
か
つ
本
質
的
な
も
の
は
最
終
結
果
の
単
純
な
る
意
欲
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

看
過
し
な
い
場
合
に
の
み
、
未
遂
に
お
い
て
『
行
為
』
の
意
味
あ
る
意
欲
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
は
全
く
不
当
と
い
う
わ
け
で

（
Ⅲ
）

も
な
い
。
」
と
。
か
く
し
て
、
ツ
ィ
ン
マ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
未
遂
の
故
意
は
既
遂
の
故
意
と
同
様
、
最
終
結
果
の
単
純
な
る
意
欲
（
責

（
脳
）

任
要
素
）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
な
お
、
同
】
曰
の
主
張
と
し
て
わ
が
国
で
は
瀧
川
）
。
な
お
、
周
知
の
よ
う
に
、
ツ
ィ
ン
マ
ー

ル
は
「
目
的
犯
」
を
「
不
真
正
」
目
的
犯
と
「
真
正
」
目
的
犯
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
前
者
は
目
的
の
目
標
は
元
来
的
に
も

一
般
的
に
も
当
罰
的
な
害
悪
を
示
さ
ず
、
そ
の
目
的
の
モ
メ
ン
ト
は
何
ら
不
法
を
根
拠
づ
け
ず
責
任
要
素
で
あ
り
（
刑
法
一
四
○
条
、

（
噸
）

二
一
四
条
、
二
一
二
六
条
、
二
一
一
一
七
条
、
一
一
六
一
一
一
条
、
一
一
一
一
一
一
一
条
二
項
、
一
一
一
四
一
二
条
等
）
、
こ
れ
に
対
し
後
者
は
、
目
的
の
内
容
は
事

実
上
法
秩
序
が
防
止
し
よ
う
と
す
る
害
悪
に
属
し
（
刑
法
八
七
条
、
九
五
条
、
九
七
条
、
一
○
一
条
、
一
四
一
一
一
条
、
二
○
二
条
、
二

○
六
条
、
二
一
一
九
条
、
二
五
七
条
、
二
六
五
条
、
二
七
四
条
、
一
一
八
八
条
、
三
一
一
一
一
一
一
条
、
三
四
六
条
、
一
二
四
条
、
一
四
六
条
、
二

三
四
条
、
二
七
五
条
二
・
一
一
一
項
等
）
、
こ
の
目
的
の
内
容
は
事
実
上
特
別
の
不
法
類
型
の
定
式
化
に
関
与
し
て
い
る
が
、
目
的
そ
れ
自

体
は
繍
成
要
件
要
素
で
は
な
く
、
そ
れ
が
向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち
目
的
の
客
体
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
か
よ
う
に
し
て
、

（
Ⅶ
）

彼
は
メ
ッ
ガ
ー
の
主
観
的
構
成
要
件
要
素
を
客
観
的
な
も
の
に
還
一
元
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
行
為
者
の
主
観
的
関
係
の
代

（
川
〉

り
に
、
不
法
要
素
と
し
て
「
行
為
の
客
観
的
傾
向
」
を
置
き
、
、
王
観
的
構
成
要
件
要
素
と
し
て
の
メ
ッ
ガ
ー
の
「
目
的
犯
」
を
拒
絶

し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
違
法
阻
却
の
面
で
は
ど
う
か
。
ツ
ィ
ン
マ
ー
ル
は
こ
こ
で
も
例
外
を
承
認
せ
ず
、
正
当
防
衛
、
正
当
化
す

る
緊
急
避
難
、
被
害
者
の
同
意
、
治
療
行
為
、
懲
戒
行
為
、
事
務
管
理
等
々
に
お
い
て
、
行
為
者
の
主
観
的
要
素
を
明
白
に
否
定
し
、

「
私
見
に
よ
れ
ば
、
不
法
そ
れ
自
体
が
原
則
的
に
主
観
的
要
素
か
ら
自
由
で
あ
る
よ
う
に
、
疑
い
の
あ
る
場
合
に
は
常
に
客
観
的
性

（
川
）

質
の
も
の
と
承
認
す
べ
き
で
あ
る
。
」
し
た
が
っ
て
、
「
防
衛
意
思
」
に
つ
い
て
も
「
ど
う
し
て
主
観
的
要
素
に
よ
っ
て
客
観
的
に
是
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〈
皿
）

認
共
ど
れ
る
態
度
が
是
認
さ
れ
ざ
る
態
度
に
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
か
は
理
解
で
き
な
い
。
」
と
さ
れ
、
攻
撃
の
知
見
お
よ
び
防
衛
へ

の
意
思
は
何
ら
正
当
防
衛
の
前
提
と
は
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
（
な
お
、
二
年
後
の
彼
の
著
書
『
刑
法
体
系
の
構
成
』
〔
一
九
一
一
一
○
年
〕

（
Ⅲ
）

で
は
、
全
体
と
し
て
以
上
の
よ
う
な
主
張
は
沈
黙
な
い
し
消
極
的
発
一
一
旨
に
止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
ｊ
・
付
言
し
て
お
く
。
）
。

次
に
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
規
範
的
責
任
概
念
」
（
一
九
三
○
年
）
の
論
文
で
、
主
観
的
違
法
要
素
の
理
論
に
対
し
て
徹
底

的
に
反
論
を
加
え
、
「
目
的
（
シ
ヮ
骨
冨
）
」
は
構
成
要
件
該
当
性
に
何
ら
の
役
割
を
演
じ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
メ
ッ
ガ
ー
に
よ
り
提

〈
皿
〉

立
さ
れ
た
目
的
犯
、
傾
向
犯
お
よ
び
表
現
犯
は
何
ら
、
王
観
的
不
法
要
素
を
含
ま
な
い
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
目
的
自
体
は
す
べ
て
資

（
側
）

（
凪
）

〈
腿
〉

圧
に
属
し
、
傾
向
犯
寸
Ｕ
最
も
重
い
責
任
の
程
度
を
示
す
に
す
ぎ
ず
、
表
現
犯
も
責
任
要
素
に
還
元
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
刑
法

四
三
条
の
未
遂
で
は
、
客
観
的
な
も
の
に
何
ら
対
応
す
る
も
の
の
な
い
既
遂
の
故
意
は
、
責
任
要
素
に
止
ま
る
も
の
と
も
さ
れ
て
い

く
燭
）

る
。
も
っ
と
ｊ
Ｕ
、
か
よ
う
な
帰
結
に
至
る
の
は
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
法
と
違
法
性
の
本
質
、
構
成
要
件
等
々
の
基
本
思
想
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
つ
と
に
彼
独
自
の
規
範
論
か
ら
命
令
説
に
立
ち
つ
つ
、
客
観
的

違
法
性
と
責
任
と
の
区
別
を
、
「
個
々
人
に
一
定
の
外
部
的
態
度
を
要
求
し
」
そ
の
違
反
が
違
法
性
を
示
す
「
法
規
範
（
宛
の
、
亘
呂
。
『
・

己
」
と
な
ら
ん
で
、
「
法
秩
序
に
よ
っ
て
彼
の
外
部
的
態
度
に
設
定
さ
れ
た
要
求
に
応
じ
う
る
た
め
に
必
要
な
よ
う
に
、
そ
の
内
心
的

（
町
）

態
度
を
調
整
す
る
べ
く
個
々
人
に
課
せ
ら
れ
た
、
語
ら
れ
ざ
る
規
範
」
（
傍
点
原
文
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
た
る
「
義
務
規
範
（
勺
〔
一
】
、
ケ
ヨ
・
『
，

且
」
が
あ
り
、
そ
の
違
反
が
責
任
を
成
す
と
す
る
。
彼
は
義
務
規
範
を
法
規
範
か
ら
の
抽
象
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
両
者
の
命
令
は
全
く
相
互
に
独
立
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
け
だ
し
、
責
任
な
き
不
法
（
⑫
、
亘
一
□
一
○
ｍ
の
⑪
ご
貝
の
、
耳
）

が
存
す
る
よ
う
に
違
法
結
果
な
き
責
任
〈
、
９
巳
９
。
言
の
『
の
９
ワ
ご
己
『
一
ｍ
８
両
『
｛
。
－
頭
）
も
存
し
う
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
現
象
の
類
型

こ
そ
は
未
遂
で
あ
っ
て
、
通
説
は
違
法
な
結
果
を
危
殆
化
の
形
態
に
お
い
て
こ
じ
つ
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
未
遂

は
行
為
者
が
侵
害
し
よ
う
と
す
る
法
規
範
に
対
応
す
る
義
務
規
範
の
違
反
に
す
ぎ
ず
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
絶
対
的
不
能
未
遂
を
刑
事

〈
咽
）

政
策
上
処
罰
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
こ
の
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
。
か
く
し
て
、
外
部
的
行
為
に
限
定
矢
ご
れ
た
法
規
範
と
い
う
彼
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正当防衛における「防衛意思」 の問題点、

さ
ら
に
、
ベ
ー
リ
ン
グ
は
「
構
成
要
件
の
理
論
」
（
’
九
一
一
一
○
年
）
の
論
文
で
、
法
定
構
成
要
件
Ⅱ
「
指
導
形
象
（
円
の
号
屋
）
」
と

（
噸
）

す
る
見
解
か
ら
、
主
観
的
違
法
（
構
成
要
件
）
要
素
の
理
論
と
決
定
的
に
対
時
し
た
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
本
稿

と
の
関
連
で
は
以
下
の
こ
と
は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
主
観
的
不
法
条
件
〈
の
巨
亘
の
丙
ご
く
の

ロ
ョ
の
、
再
め
す
の
９
旨
曾
□
ぬ
ｇ
）
」
の
提
案
で
あ
る
。
「
外
部
的
な
態
度
が
違
法
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
条
件
的
な
も
の
と
し
て

主
観
的
な
何
も
の
か
を
考
え
る
と
い
う
よ
う
に
条
件
の
思
考
形
式
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
は
、
論
理
的
に
可
能
で
あ
る
（
『
主
観
的

不
法
要
素
』
の
代
り
に
『
主
観
的
不
法
条
件
』
）
。
」
と
し
て
、
ま
さ
に
「
防
衛
意
思
」
を
採
り
上
げ
、
「
た
と
え
ば
、
正
当
防
衛
の
許

容
性
に
『
防
衛
意
思
』
が
属
す
る
と
い
う
〈
私
に
よ
っ
て
与
せ
ら
れ
て
い
な
い
）
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
見
解
に
従
え
ば
、
そ
の
構
成
は

以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
正
当
防
衛
の
行
使
そ
の
も
の
は
、
そ
れ
が
正
当
防
衛
状
況
の
外
部
に
も
つ
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ

の
客
観
的
に
違
法
な
行
為
の
性
格
を
保
持
し
、
そ
れ
は
、
行
為
者
が
防
衛
目
的
を
追
求
す
る
と
き
に
の
み
違
法
で
は
な
い
、
と
。
そ

れ
に
あ
っ
て
は
、
法
の
主
権
者
（
宛
①
。
耳
、
。
『
旨
の
『
）
は
彼
が
外
部
的
側
面
か
ら
は
同
一
の
態
度
の
徹
底
し
た
規
制
を
控
え
、
そ
し
て
そ

の
違
法
性
も
し
く
は
適
法
性
を
行
為
者
の
内
心
的
態
度
に
よ
っ
て
初
め
て
依
存
せ
し
め
る
と
す
る
な
ら
、
彼
は
実
際
上
い
か
な
る
範

責
任
」
‐

で
あ
る
。

の
純
粋
な
命
令
説
の
上
で
構
築
さ
れ
た
体
系
に
お
い
て
、
主
観
的
違
法
要
素
の
存
在
に
と
っ
て
の
何
ら
の
余
地
も
な
い
の
は
明
ら
か

（
側
〉

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
対
し
本
稿
の
課
題
で
あ
る
「
防
衛
意
思
」
と
の
関
係
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
偶
然
防
衛
」
等
の
事
例
に

つ
き
、
「
行
為
者
が
知
る
こ
と
な
く
正
当
化
事
由
が
客
観
的
に
存
在
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
以
下
の
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
行
為
者

が
そ
の
存
在
を
事
実
の
錯
誤
に
よ
り
知
ら
な
い
と
す
る
な
ら
、
不
能
未
遂
が
存
在
す
る
…
…
。
か
く
し
て
、
客
観
的
に
正
当
防
衛
で

人
裏
す
が
、
そ
の
正
当
防
衛
蕊
を
全
く
知
ら
な
い
者
は
私
見
に
よ
れ
ば
ｌ
い
ず
れ
に
せ
よ
現
行
ド
イ
ツ
法
に
よ
れ
ば
ｌ
殻

（
伽
）

人
未
遂
の
か
ど
で
責
任
を
負
う
。
一
云
々
。
」
と
し
て
、
未
遂
の
可
罰
性
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
（
こ
れ
も
、
前
記
の
「
不
法
な
き

く
脚
）

責
任
」
と
い
う
彼
の
規
範
》
銅
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
が
）
、
そ
れ
故
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
防
衛
意
思
」
の
必
要
説
に
立
つ
の
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囲
で
処
置
す
る
の
か
は
、
や
は
り
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
客
観
的
違
法
性
を
よ
り
厳
密
に
引
き
出
そ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
主
観
的

条
件
は
そ
の
た
め
に
結
局
消
滅
し
て
し
ま
い
、
責
任
の
側
面
の
要
素
と
し
て
の
み
判
明
す
る
の
か
ど
う
か
は
依
然
非
常
に
問
題
で
あ

（
脚
）

る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
さ
ら
に
追
求
さ
れ
な
く
て
も
よ
か
ろ
う
。
」
（
傍
点
原
文
隔
字
体
）
と
し
て
、
そ
の
「
主

（
旧
）

観
的
不
法
条
件
」
な
る
も
の
の
提
案
と
と
も
に
、
防
衛
意
思
の
要
否
に
つ
い
て
は
極
め
て
暖
昧
な
ま
ま
に
残
存
せ
し
め
．
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
が
、
し
か
し
ベ
ー
リ
ン
グ
の
「
主
観
的
不
法
条
件
」
の
提
案
が
防
衛
意
思
と
の
関
連
で
そ
の
論
理
的
可
能
を
示
唆
さ
れ

（
脳
）

た
と
い
う
点
は
特
記
し
て
お
き
た
い
（
な
お
、
リ
ッ
ト
ー
フ
ー
等
の
見
解
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

十
ヘ
ー
グ
ラ
ー
は
再
度
彼
の
論
文
「
｜
般
的
犯
罪
概
念
の
枠
内
に
お
け
る
主
観
的
違
法
要
素
」
（
一
九
三
○
年
）
で
主
観
的
違
法

要
素
の
理
論
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
行
な
い
、
そ
の
当
時
ま
で
に
こ
れ
に
加
え
ら
れ
た
批
判
に
対
す
る
反
批
判
な
ら
び
に
自
ら
の
立

場
の
明
確
化
を
試
み
た
。
も
っ
と
も
Ｐ
彼
の
基
本
的
立
場
そ
の
も
の
に
は
あ
ま
り
変
化
は
な
い
が
、
こ
こ
で
も
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の

場
の
明
確
化
を
試
み
た
。
も
っ
と
も
、
鈴

関
連
で
、
簡
単
に
触
れ
る
に
止
め
た
い
。

ヘ
ー
グ
ラ
ー
は
、
違
法
性
と
責
任
と
血

う
通
説
の
ド
グ
マ
は
、
一
方
で
主
観
的
》

（
脳
）

す
る
。
特
に
通
説
の
自
然
主
義
的
・
詞
幽
》

へ
－
グ
ラ
ー
は
、
違
法
性
と
責
任
と
は
前
者
が
外
部
的
・
客
観
的
な
も
の
、
後
者
が
内
心
的
・
主
観
的
な
も
の
に
対
応
す
る
と
い

う
通
説
の
ド
グ
マ
は
、
一
方
で
主
観
的
違
法
要
素
、
他
方
で
客
観
的
責
任
要
素
の
存
在
に
よ
っ
て
、
最
早
維
持
さ
れ
な
い
も
の
だ
と

（
脳
）

す
る
．
特
に
蕊
の
自
然
主
義
印
認
識
的
な
区
別
ｌ
違
法
性
と
責
任
の
区
別
は
震
要
件
鬘
の
う
ち
の
外
界
お
よ
び
行
鑿

、
■
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
内
心
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
対
応
す
る
ｌ
は
蕊
範
的
に
薑
す
る
考
察
方
法
に
よ
っ
て
取
り
換
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
．
す
な
わ

ち
、
違
法
性
と
責
任
と
の
対
置
は
、
現
実
性
要
素
、
存
在
態
様
の
自
然
主
義
的
相
違
で
は
な
く
、
評
価
す
る
判
断
の
性
質
の
相
違
に

依
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
評
価
の
相
違
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
違
法
性
の
問
題
に
あ
っ
て
は
所
為
が
法
秩
序
に
違
反
す
る
態
度
と
し
て

（
形
式
的
違
法
性
）
お
よ
び
社
会
侵
害
的
な
行
な
い
と
し
て
（
実
質
的
違
法
性
）
注
視
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
、
責
任
の
問
題
で
は
所
為
を
そ
の
人
格
的
意
義
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
違
法
な
お
よ
び
社
会
侵
害
的
な
行
為
に
対
す
る
行

為
者
の
内
心
的
態
度
に
つ
い
て
評
価
す
る
も
の
で
あ
論
）
だ
が
、
な
る
ほ
ど
「
違
法
」
と
い
う
価
値
判
断
に
と
っ
て
は
圧
倒
的
に
外
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正当防衛における「防衛意思」 の問題点け
界
の
要
素
が
問
題
と
な
り
「
責
任
」
の
価
値
判
断
で
は
行
為
者
の
内
心
世
界
の
要
素
が
問
題
と
な
る
と
い
う
の
は
原
則
的
に
は
肯
定

さ
れ
る
が
、
例
外
的
に
多
く
の
犯
罪
記
述
は
行
為
者
心
理
を
呈
示
す
る
要
素
が
責
任
の
評
価
考
察
方
法
の
領
域
で
は
な
く
、
違
法
性

の
そ
れ
に
属
す
る
も
の
も
あ
る
と
し
て
、
再
度
彼
の
命
名
に
か
か
る
「
超
過
的
内
心
傾
向
を
も
つ
犯
罪
」
の
摘
示
を
行
な
う
の
で
あ

（
油
）

る
。
そ
こ
で
、
ツ
ィ
ン
マ
ー
ル
の
一
云
う
「
不
真
正
目
的
犯
」
と
「
真
正
目
的
犯
」
の
検
討
を
通
し
て
批
判
が
加
え
ら
れ
る
が
、
特
に

こ
こ
で
前
記
の
ツ
ィ
ン
マ
ー
ル
の
批
判
の
う
ち
未
遂
に
つ
き
、
犯
罪
が
既
遂
と
な
っ
た
か
未
遂
に
止
ま
っ
た
か
に
応
じ
て
、
既
遂
の

故
意
が
責
任
要
素
も
し
く
は
主
観
的
違
法
要
素
に
な
る
の
は
支
持
し
え
な
い
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
ヘ
ー
グ
ラ
ー
は
再
び
心
理
学
的

存
在
考
察
方
法
と
目
的
論
的
価
値
考
察
の
対
置
の
指
摘
を
も
っ
て
擁
漣
す
る
。
心
理
的
に
は
、
も
ち
ろ
ん
内
心
的
経
過
は
同
一
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
未
遂
が
存
在
す
る
に
せ
よ
既
遂
が
存
在
す
る
に
せ
よ
、
常
に
「
外
部
的
に
『
有
害
な
結
果
』
を
実
現
す
る
認
識
と

意
欲
」
が
問
題
で
あ
る
。
「
だ
が
、
目
的
論
的
に
は
、
犯
罪
の
オ
ル
ガ
ニ
ズ
ム
の
機
成
に
お
け
る
意
義
に
と
っ
て
は
行
為
者
に
よ
っ
て

欲
せ
ら
れ
た
も
の
が
決
定
的
で
は
な
く
、
法
律
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
も
の
が
決
定
的
で
あ
り
、
そ
し
て
『
実
行
の
開
始
』
が
客
観

的
に
要
求
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
未
遂
が
存
在
す
る
の
か
、
『
有
害
な
結
果
』
の
発
生
が
要
求
さ
れ
て
い
る
既
遂
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、

す
な
わ
ち
、
当
該
の
『
有
害
な
結
果
』
が
客
観
的
に
実
現
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
『
意
図
さ
れ
た
』
も
の
と
し
て
の
み
犯

罪
記
述
の
中
で
現
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
こ
こ
で
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
を
意
味
す
る
。
か
く
し
て
、
未
遂
の
場
合
に
お
い
て
『
有

害
な
結
果
』
に
向
け
ら
れ
た
認
識
と
意
欲
は
、
既
遂
の
場
合
と
異
な
っ
た
何
も
の
か
を
意
味
す
る
ぺ
す
な
わ
ち
、
前
者
で
は
違
法
性

（
卿
）

を
根
拠
づ
け
る
要
素
、
後
者
で
は
責
任
要
素
と
し
て
の
み
考
慮
さ
れ
る
：
。
…
も
の
と
述
べ
る
こ
と
は
全
く
正
し
い
の
で
あ
る
。
」
（
傍

点
原
文
隔
字
体
）
と
し
て
、
未
遂
の
場
合
故
意
が
主
観
的
違
法
要
素
で
あ
る
の
は
法
律
の
要
求
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
存
在
の
変
化
（
の
⑦
旨
‐

（
川
）

⑩
目
の
国
日
。
『
ロ
ゴ
・
の
①
）
で
は
な
く
、
価
値
考
察
の
視
角
の
変
更
（
シ
ａ
の
『
巨
息
）
が
存
在
す
る
。
」
の
だ
と
。

ま
た
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
防
衛
意
思
」
と
の
関
連
で
は
、
一
九
一
五
年
論
文
と
何
ら
変
る
と
こ
ろ
は
な
く
同
一
の
否
定
的

言
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
根
拠
づ
け
あ
る
い
は
阻
却
に
と
っ
て
、
主
観
的
要
素
が
（
と
も
に
）
構
成
的
役
割
を
演
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ず
る
と
こ
ろ
の
不
法
阻
却
事
由
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
私
は
、
両
者
の
問
題
を
否
定
し
た
（
し
、
否
定
す
る
）
。

そ
の
（
Ｉ
不
法
阻
却
の
）
根
拠
づ
け
に
と
っ
て
の
前
提
と
し
て
、
そ
れ
（
Ⅱ
主
観
的
要
素
）
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
い

か
に
し
て
一
定
の
主
観
的
棗
目
的
｛
国
雪
皇
意
図
も
し
く
は
見
解
三
６
．
：
口
臺
が
さ
も
な
く
ぽ
ｌ
犯
罪
の
記
述
に

し
た
が
っ
て
Ｉ
鑿
侵
害
的
態
度
か
ら
こ
の
性
格
を
奪
い
取
り
う
る
の
か
ば
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
．
そ
の
阻
却

（
ロ
の
頗
目
○
口
の
恩
巨
Ｃ
己
の
）
に
と
っ
て
の
前
提
と
し
て
も
そ
う
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ど
う
し
て
現
実
に
客
観
的
に
徴
表
さ
れ
る

態
度
（
た
と
え
ば
、
教
師
の
正
当
な
懲
戒
）
が
、
そ
れ
が
主
観
的
に
懲
戒
者
等
の
復
排
の
動
機
か
ら
発
し
た
と
き
に
、
『
違
法
な
』
、

（
川
〉

社
会
侵
害
的
な
も
の
と
し
て
現
れ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
、
ｂ
で
あ
る
。
」
（
傍
点
原
文
隔
字
体
）
と
。

最
後
に
、
ジ
ー
バ
ー
ッ
の
一
九
三
四
年
に
出
版
さ
れ
た
著
者
『
刑
法
に
お
け
る
主
観
的
不
法
要
素
の
理
論
に
対
す
る
寄
与
』
（
内
容

（
皿
〉

的
に
は
既
に
一
九
一
二
一
一
年
に
完
成
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
）
で
、
彼
は
そ
の
当
時
ま
で
の
主
観
的
違
法
要
素
の
理
論
の
詳
細
な

（
、
）

学
説
史
を
含
む
当
該
問
題
の
包
括
的
総
ム
ロ
的
な
理
論
化
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
彼
ｊ
□
ま
ず
、
違
法
性
と
責
任
と
の
区
別
に
関
し
、
Ｅ
・

シ
ュ
ミ
ッ
ト
等
に
従
い
「
客
観
的
違
法
性
の
確
定
に
際
し
て
は
、
法
は
客
観
的
評
価
規
範
と
し
て
、
責
任
（
義
務
違
反
）
の
確
定
に

際
し
て
は
主
観
的
決
定
規
範
と
し
て
作
用
す
る
と
い
う
命
題
を
確
認
す
る
。
違
法
性
と
責
任
は
不
可
分
的
に
関
連
す
る
、
す
な
わ
ち（
川
）

前
者
は
後
者
の
論
理
的
前
提
で
あ
る
。
『
積
極
的
〈
叩
令
と
し
て
の
法
に
、
論
理
的
に
尺
度
と
し
て
の
法
が
先
行
す
る
』
（
一
フ
ー
ト
ブ
ル
フ

〈
燗
）

Ⅱ
筆
者
注
）
。
」
だ
が
、
あ
る
人
間
の
態
度
が
法
の
評
価
規
範
に
違
反
す
る
、
し
た
が
っ
て
違
法
か
ど
う
か
の
実
践
的
探
究
に
あ
っ
て

は
、
刑
法
上
行
為
者
心
理
に
お
け
る
要
素
に
依
存
せ
し
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
法
適
用
の
論
理
的
過
程
で
二
つ

（
耐
）

（
、
）

〈
凧
）

の
箇
所
で
現
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
問
題
は
主
観
的
違
法
要
素
で
あ
り
、
第
二
の
問
題
は
、
王
観
的
正
当
化
要
素
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
「
違
法
性
判
断
に
お
い
て
は
、
法
秩
序
は
客
観
的
評
価
規
範
と
し
て
作
用
す
る
。
（
不
法
類
型
と
し
て
の
）
構
成
要
件
峰
か（
燗
）

く
し
て
そ
の
目
的
論
的
意
味
を
こ
の
法
の
第
一
次
的
機
能
か
ら
受
け
取
る
と
こ
ろ
の
犯
罪
類
型
か
ら
集
成
さ
れ
ね
ば
な
・
ｂ
な
い
。
」

そ
し
て
、
構
成
要
件
は
法
律
が
そ
の
類
型
性
に
お
い
て
記
述
さ
れ
た
態
度
を
当
罰
的
な
法
益
侵
害
も
し
く
は
危
殆
化
と
し
て
表
示
す
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正当防衛における「防衛意思」の問題点Ｈ

（
伽
）

る
犯
罪
類
型
の
全
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
ｊ
□
の
で
あ
り
、
ま
た
、
実
質
的
違
法
性
は
法
益
侵
害
ｌ
□
し
く
は
そ
の
危
殆
化
と
し
て
考
え

（
皿
）

る
べ
き
ｌ
Ｕ
の
と
さ
れ
る
。
が
、
そ
の
際
そ
の
本
質
概
念
た
る
法
益
と
は
「
刑
法
上
の
構
成
要
件
に
導
入
さ
れ
た
消
極
的
価
値
結
成
に

（
通
）

対
す
る
引
き
立
て
役
を
形
成
す
る
客
観
化
さ
れ
た
横
極
的
価
値
」
と
し
て
極
め
て
抽
象
的
に
定
義
さ
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
ピ
ン

（
頤
）

デ
ィ
ン
グ
と
同
様
、
法
益
と
は
支
配
的
国
家
理
念
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
る
国
家
財
（
の
国
凹
【
⑪
胆
巳
）
で
あ
る
と
さ
れ
、
他
方
、
正
当
化

原
理
と
の
関
連
で
は
メ
ッ
ガ
ー
等
の
「
法
益
衡
量
説
」
が
否
定
さ
れ
、
グ
ラ
ー
フ
・
ツ
ー
・
ド
ー
ナ
、
Ｙ
リ
ス
ト
、
Ｅ
・
シ
ュ
ミ
ッ

（
川
）

ｋ
‐
等
に
従
い
「
目
的
説
」
に
左
担
し
て
、
「
社
会
に
お
い
て
支
配
的
な
文
化
観
念
、
国
家
制
度
に
お
い
て
卓
越
す
る
評
価
、
生
活
習

慣
、
取
り
引
き
の
慣
習
、
時
代
の
潮
流
、
と
り
わ
け
ま
た
そ
の
時
代
と
そ
の
国
民
の
道
義
観
念
と
文
化
理
念
が
『
目
的
の
正
当
性
』

（
旧
）

な
ら
び
に
『
手
段
の
相
当
性
』
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
」
り
、
そ
の
文
化
観
念
こ
そ
は
国
家
の
指
導
者
階
層
が
基
準
と
な
る
Ｉ
・
の
で

（
燭
）

あ
っ
て
、
結
論
的
に
は
「
超
法
規
的
正
当
化
に
あ
っ
て
は
、
、
王
観
的
不
法
阻
却
事
由
が
あ
る
役
割
を
演
じ
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
問

（
噸
）

題
は
国
家
を
担
う
国
民
層
の
支
配
的
な
文
化
観
念
か
ら
、
そ
の
時
々
の
事
例
に
対
－
」
て
の
み
答
え
ら
れ
う
る
の
で
あ
る
。
」
と
す
る
。

（
旧
）

そ
こ
で
、
「
現
行
刑
法
に
お
け
る
主
観
的
構
成
要
件
要
素
の
証
明
」
（
第
一
二
章
）
が
個
別
的
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

（
脚
）

刑
法
四
二
一
条
の
未
遂
に
つ
い
て
の
み
若
干
触
れ
て
お
こ
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
決
意
」
が
既
に
違
法
要
素
か
ど
う
か
に
つ
き
ツ
ィ
ン

マ
１
ル
が
挙
げ
る
二
つ
の
例
（
ご
Ｐ
：
『
の
ぐ
・
ロ
】
曰
四
一
ヶ
の
切
国
且
員
〔
の
．
』
」
【
｛
・
〕
）
、
す
な
わ
ち
、
戦
場
で
兵
士
が
発
砲
す
る
が
、
弾
丸
の

方
向
に
敵
兵
も
味
方
も
い
る
と
い
う
場
合
、
お
よ
び
徒
弟
Ａ
が
彼
自
身
の
財
布
と
そ
の
親
方
の
財
布
も
入
っ
て
い
る
引
き
出
し
に
手

を
か
け
る
と
い
う
例
で
は
、
「
こ
れ
ら
の
行
為
が
違
法
な
殺
人
未
遂
も
し
く
は
窃
盗
未
遂
を
意
味
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
は
、
行
為
者

（
卿
）

の
内
心
的
態
度
を
引
き
合
い
に
出
袰
ご
な
け
れ
ば
全
く
下
さ
れ
え
な
い
」
好
箇
の
例
だ
と
さ
れ
、
ま
た
、
「
純
粋
に
外
部
的
に
は
多
義
的

な
態
度
を
、
目
的
〈
シ
ワ
巴
、
宮
）
が
初
め
て
か
の
刑
罰
規
定
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
法
益
の
危
殆
化
の
意
味
に
お
い
て
一
義
的
に
、
か
く

（
卿
）

し
て
違
法
な
も
の
た
ら
し
め
る
の
で
あ
う
③
。
」
と
し
て
、
未
遂
の
故
意
は
主
観
的
違
法
要
素
と
し
て
肯
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
の
直
接
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
防
衛
意
思
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
第
四
章
「
現
行
刑
法
に
お
け
る
主
観
的
正
当
化
事
由
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（
な
お
、
そ
の
他
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
に
は
、
Ｅ
・
ヴ
ォ
ル
フ
〔
一
九
一
一
一
一
、
三
一
一
年
〕
、
そ
れ
に
続
く
シ
ャ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
等
の
諸

見
解
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
が
、
方
法
論
的
に
も
内
容
的
に
も
ま
さ
に
次
代
た
る
ナ
チ
ス
期
の
主
張
に
属
す
る
の
で
、
ヴ
ォ
ル
フ
以
降
の

（
隅
）

見
解
は
次
款
で
検
討
さ
れ
よ
う
。
）

（
腿
）

（
四
）

の
証
明
」
の
中
で
論
ぜ
ら
れ
、
彼
も
判
例
お
よ
び
通
説
と
と
ｊ
Ｕ
に
防
衛
意
思
の
必
要
説
に
左
担
し
て
、
既
述
の
条
文
上
の
「
防
衛

（
ぐ
の
『
〔
の
己
一
ｍ
目
殖
）
」
の
概
念
、
一
般
的
言
語
の
慣
用
以
外
に
、
正
当
防
衛
の
目
的
論
的
解
釈
か
ら
、
「
正
当
防
衛
の
規
範
的
属
性
」
は

た
だ
に
不
当
に
も
攻
撃
さ
れ
た
法
益
を
救
う
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
全
く
一
般
的
に
法
秩
序
を
不
法
に
対
し
て
防
衛
す
る

と
い
う
と
こ
ろ
の
中
に
見
出
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
し
か
も
「
こ
の
後
者
の
観
念
的
効
果
の
中
に
、
ま
さ
に
昔
か
ら
正
当
防
衛
の
特

別
の
パ
ト
ス
が
あ
る
」
の
で
あ
り
、
こ
の
高
度
に
非
物
質
的
な
価
値
（
ヨ
】
目
囚
（
の
『
一
の
一
一
ｍ
『
三
の
耳
）
は
防
衛
意
思
が
欠
け
る
場
合
に
は
実

（
山
）

現
さ
れ
な
い
と
し
て
、
必
要
説
し
か
９
口
正
当
防
衛
状
況
の
知
見
（
認
識
）
を
超
え
る
防
衛
意
思
（
防
衛
「
目
的
」
）
を
要
求
し
て
い
る

（
鵬
）

の
で
あ
る
。

（
１
）
伊
。
（
室
の
『
ご
園
⑪
【
二
三
ｍ
Ｐ
唾
］
（
』
⑪
Ｃ
』
）
》
⑫
．
⑨
『
】
。

（
２
）
口
」
巨
魁
ａ
宍
○
三
国
臣
⑪
、
戸
戸
『
耳
巨
ヨ
ニ
コ
』
⑩
、
豈
巨
一
旦
す
①
頭
『
一
［
［
旨
）
、
【
『
、
【
『
の
、
宮
・
勗
冨
．

（
３
）
可
『
の
号
の
コ
ロ
ン
｜
の
浜
口
二
二
の
『
西
Ｃ
一
旦
ご
・
岡
の
『
。
①
ｎ
戸
》
ロ
】
の
丙
の
ｎ
頁
里
三
】
」
『
一
ｍ
【
の
房
同
旨
の
ロ
ヨ
の
『
⑫
Ｅ
、
き
巨
二
昶
劃
ロ
ロ
⑦
二
四
一
一
頭
の
目
の
ご
①
二
Ｆ
の
う
『
の
ロ
Ｑ
の
⑪

⑫
貢
囚
【
『
の
、
ゴ
（
の
ゆ
ご
、
。
・
Ｐ
（
』
②
つ
い
）
巨
口
旦
冨
（
一
℃
つ
印
）
，

（
４
）
シ
ー
の
〆
凶
目
の
【
。
『
呉
目
Ｃ
◎
ず
目
．
□
一
の
幻
の
、
冨
望
『
冨
臥
碩
云
の
】
【
画
一
⑫
色
二
ｍ
の
日
の
冒
頭
三
二
ｍ
の
⑬
富
の
『
【
ョ
四
］
ヨ
】
目
日
丘
の
⑫
国
己
の
⑫
〔
『
囚
弓
四
『
円
壺
色
目
一
目
‐

（
５
）
ぐ
碩
一
・
已
目
巨
富
の
眉
の
『
．
○
の
田
・
＄
（
］
患
《
）
》
⑫
・
巳
Ｐ
Ｑ
ｍ
厨
・
『
、
の
司
亘
ｎ
戸
⑩
．
］
＄
［
【
。
な
お
、
佐
伯
・
前
掲
書
七
二
頁
以
下
等
参
照
。

（
６
）
な
お
、
本
稿
の
課
題
と
の
関
連
で
重
要
な
の
は
グ
ラ
ー
フ
・
ツ
ー
・
ド
ー
ナ
の
見
解
で
あ
る
く
注
側
所
掲
の
頁
の
宛
の
ｎ
．
厨
三
区
二
ｍ
戸
の
房
』
垣
言
巨
・

ロ
一
の
同
一
の
日
の
ロ
［
①
。
①
晩
⑫
、
豈
巨
一
二
ケ
の
閲
ユ
［
〔
ｍ
・
シ
ヨ
ユ
［
扇
ぐ
◎
二
の
⑩
Ｅ
二
頭
・
膳
①
彦
四
一
［
の
ニ
ヨ
○
の
『
少
巨
－
，
口
の
『
ご
具
ぐ
の
『
の
一
憂
芹
雷
四
一
一
の
四
・
ｍ
・
曽
曰
量
・
○
貢
○
ヶ
の
『
」
ｇ
一
章

の
⑫
画
□
・
忠
〔
】
ｇ
⑫
〕
ｍ
・
ざ
←
【
〔
・
）
。
彼
の
見
解
は
既
に
新
カ
ン
ト
主
義
（
特
に
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
の
見
解
に
基
づ
く
）
に
よ
る
「
実
質
的
遮
法
性
論
」

、
の
目
。
。
》
ご
回
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正当防衛における「防衛意思」 の問題点Ｈ

（
Ⅳ
）
国
切
、
声
の
【
雪
四
・
四
・
○
・
・
⑫
．
患
念
｛
・

（
旧
）
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
本
書
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
心
傭
の
り
つ
ば
き
を
外
部
的
な
措
置
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と

努
め
る
一
切
の
法
秩
序
は
、
純
粋
倫
理
の
領
域
へ
の
一
尻
よ
う
な
限
界
超
脱
を
も
っ
て
何
も
達
成
し
な
い
。
」
そ
れ
故
「
違
法
性
阻
却
事
由
の
類
型
性

に
つ
い
て
動
揺
せ
し
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
生
命
の
危
険
も
し
く
は
そ
の
他
の
重
大
な
危
難
か
ら
自
ら
を
解
放
す
る
緊
急
避
難
行
為
者
、
無
礼
な

（
咀
）
司
厨
、
毒
の
『
》
卸
．
、
．
。
．
》
の
．
」
篭
・

（
照
）
司
肘
、
豈
臼
・
口
．
四
・
○
・
・
ｍ
‐
凹
認
．

（
ｕ
）
」
◎
ず
四
目
ロ
の
、
三
四
由
一
円
．
□
の
『
弓
の
具
蒟
①
叩
国
。
。
：
Ｈ
Ｐ
の
汀
『
の
『
○
口
こ
の
『
宛
の
、
宮
⑩
言
己
１
頭
宍
の
芦
》
自
国
ロ
＆
口
碩
‐
句
①
⑰
【
・
・
こ
】
］
）
の
・
笛
西
・

（
皿
）
Ｚ
画
頒
一
日
・
Ｐ
口
・
○
・
・
ｍ
・
畠
③
シ
ヨ
ゴ
・
韓
・

（
⑬
）
四
四
口
⑪
シ
ー
ワ
『
の
、
三
国
⑫
。
戸
の
『
》
ご
］
の
宛
の
、
亘
、
葛
】
』
『
碕
汚
の
。
（
ヨ
コ
〔
ず
の
⑫
○
口
□
の
『
の
『
因
の
旨
ｎ
戸
⑪
】
ｎ
頁
碕
巨
己
顕
○
囲
わ
『
】
『
、
〔
『
の
、
言
の
》
』
垣
ロ
・

（
ｕ
）
こ
の
第
二
の
点
に
つ
き
ク
責
任
あ
る
、
と
り
わ
け
挑
発
す
る
正
当
防
衛
行
為
者
を
、
負
資
さ
れ
な
い
（
其
の
）
正
当
防
衛
行
為
者
と
同
一
視
す
る
一
一

と
は
正
当
で
は
な
い
と
す
る
。
国
⑪
ロ
ゴ
の
『
》
、
．
四
・
○
》
⑫
．
、
食
［
［
・
ロ
閏
巨
く
殖
一
・
の
一
の
ぐ
の
耳
⑫
ｂ
・
四
・
○
・
・
⑫
．
守
望
の
旨
冨
の
戸
凹
・
■
・
Ｐ
、
．
』
『
。

－、￣、〆戸､￣、

１０９８７
，－戸、－〆、-グ～シ に

属
し
、
形
式
主
義
化
さ
れ
た
法
秩
序
で
は
な
く
、
法
に
と
っ
て
は
主
観
的
所
与
は
不
可
避
的
役
割
を
果
す
と
し
て
、
彼
の
有
名
な
公
式
「
行
為
は
正

当
な
目
的
の
た
め
の
正
当
な
手
段
〈
『
の
、
三
の
⑪
冨
葺
の
一
目
『
円
冨
の
日
田
肴
の
。
ご
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
｛
の
．
岳
）
と
し
て
、
し
か
も
そ
の
際
「
正
当
な

目
的
」
と
は
行
為
者
の
「
動
機
」
な
い
し
「
心
理
的
」
目
的
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
彼
は
、
行
為
の
目
的
と
は
客
観
的
で
は
な
く
主
観
的

要
素
を
基
礎
に
お
い
て
の
み
、
か
く
し
て
行
為
者
の
意
思
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
う
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま

さ
に
明
ら
か
に
ラ
ィ
ヒ
裁
判
所
に
よ
っ
て
も
実
際
に
転
換
せ
し
め
ら
れ
た
（
防
衛
意
思
必
要
説
へ
の
転
換
）
テ
ー
ゼ
な
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
〈
一
面
一
・

の
【
の
ご
高
ｎ
戸
Ｐ
■
．
。
・
・
の
・
窟
｛
凸
呂
冒
の
曰
目
二
四
・
四
・
○
・
ｍ
・
麗
引
三
の
温
の
『
》
の
、
国
旦
霊
．
ｍ
・
圏
切
［
〔
・
）
。
こ
の
点
で
、
だ
れ
か
が
隣
家
の
窓
ガ
ラ
ス

を
破
壊
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
炭
酸
ガ
ス
中
毒
に
よ
っ
て
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
た
子
供
の
生
命
を
救
助
す
る
と
い
う
ド
ー
ナ
の
設
例
に
つ
き
、
行
為
者
が

元
々
救
助
目
的
で
行
為
す
る
な
ら
何
ら
違
法
で
は
な
い
が
、
彼
が
子
供
の
危
険
を
知
ら
ず
、
悪
意
あ
る
い
は
悪
戯
の
意
思
で
行
為
す
る
な
ら
ば
、
穀
物

損
壊
の
か
ど
で
処
飼
さ
れ
る
べ
き
だ
｛
の
⑫
田
・
副
ｍ
・
》
巨
な
お
同
旨
、
国
円
冨
『
角
二
・
・
⑪
・
圏
①
）
と
す
る
見
解
に
典
型
的
に
現
わ
れ
て
い
る
も
の
と

い
え
よ
う
。

国
の
｜
ご
頸
Ｐ
・
ぐ
．
ご
・
・
の
．
Ｅ
傍
．

、
円
凹
Ｅ
Ｐ
Ｃ
】
の
国
の
こ
の
巨
冒
こ
い
＠
の
『
の
巨
亘
の
声
ご
く
の
皀
巨
己
忌
、
豈
房
の
一
の
ヨ
の
貝
の
昏
吋
旦
凹
の
の
留
め
芹
の
目
の
旨
の
⑫
二
三
一
一
の
。
脇
（
『
四
可
の
、
夛
扇
》
皀
誤
や
、
，
拳
．

ご
泊
一
・
⑫
、
ゴ
色
口
の
目
色
ご
Ｐ
四
・
四
・
○
’
・
の
’
９
‐

因
の
）
旨
い
已
一
の
Ｆ
の
彦
忌
ぐ
。
白
く
⑦
『
す
『
の
、
可
の
ロ
・
］
宕
口
印
］
」
唾
．
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（
四
）
二
・
両
・
三
ど
の
『
『
□
の
『
四
】
一
ｍ
の
ロ
】
の
旨
の
閂
の
】
】
○
の
⑪
。
①
巨
扇
、
二
の
ロ
の
［
『
呉
『
の
ｎ
頁
⑫
》
巳
］
⑨
．
、
．
届
③
シ
ョ
ョ
・
』
こ
・
⑫
」
ヨ
シ
目
】
・
届
訟
シ
ュ
官
『
■
四
目
】
恩
１
の
ニ

ヱ
。
（
の
白
二
○
巨
口
○
三
○
ラ
ミ
の
豈
円
・
ロ
ヨ
の
の
冒
昌
の
ヨ
】
患
冒
す
一
一
、
天
凹
巨
（
皀
四
⑰
戸
二
二
【
二
堀
の
の
〔
『
具
【
の
、
宮
．
こ
』
』
・
の
．
』
臣
シ
ニ
ョ
・
］
・

（
卯
〉
ご
頭
一
・
の
一
の
ぐ
の
１
鞭
・
画
・
■
・
Ｐ
の
．
『
［
・
》
国
『
：
Ｐ
図
・
回
・
Ｐ
の
。
』
。
な
お
、
佐
伯
・
前
掲
醤
一
二
三
頁
等
。

（
、
）
シ
巨
砲
こ
の
［
出
の
、
一
の
【
・
□
一
の
旨
の
門
戸
目
画
一
の
こ
の
い
く
の
『
ワ
『
の
、
訂
扇
・
村
⑫
三
『
国
旦
・
患
（
こ
』
②
）
の
．
』
の
【
【
’
巨
ｐ
Ｑ
ｍ
・
皀
黛
〔
・

（
皿
）
ご
ｍ
一
・
：
目
勺
三
一
一
弓
困
円
宍
・
ｍ
ｃ
ｍ
１
［
房
亘
匡
目
嘱
巨
且
】
員
の
『
の
⑩
⑩
の
昌
巨
己
の
己
『
目
の
目
．
ご
愚
》
の
．
⑪
二
己
一
一
「
｛
。
（
な
お
、
本
番
の
邦
訳
津
田
利
治

認
・
ヘ
ッ
ク
利
益
法
學
〔
昭
和
六
○
年
〕
四
一
○
、
四
五
五
頁
以
下
）
》
【
四
『
一
Ｆ
白
『
の
目
・
言
の
ｓ
ｏ
Ｑ
ｇ
－
の
き
『
の
。
の
『
用
の
、
言
⑫
三
一
め
め
の
。
⑫
、
冨
戻
。
．
シ
畠
．
．

ご
墨
。
⑫
。
黒
［
・
『
の
［
の
冒
す
回
同
戸
田
・
回
・
○
・
・
ｍ
・
圏
少
昌
己
・
』
・

（
鋼
）
の
）
の
ぐ
の
耳
⑭
。
②
．
四
・
○
・
・
ｍ
・
霞
・
》
の
［
の
冒
す
冒
す
四
・
■
．
。
・
・
の
．
巳
・

（
別
）
西
の
曲
一
の
『
．
Ｎ
の
［
ミ
国
。
．
』
Ｐ
⑫
’
９
巨
己
。
』
Ｃ
『
｛
シ
ニ
ョ
・
←
・

（
躯
）
津
の
碩
一
の
『
・
㈲
、
［
三
国
口
・
患
。
、
．
ｇ
巨
口
。
レ
ニ
ョ
・
←
・

（
妬
）
ご
頭
一
・
雪
の
、
一
の
『
・
凶
の
三
「
因
。
’
急
・
叩
’
』
⑤
［
【
．

（
”
）
西
の
、
］
の
『
や
肘
⑫
［
二
面
Ｑ
・
獣
》
⑫
・
旨
・

（
犯
）
塵
の
碩
一
の
『
》
い
め
【
三
国
二
・
鼠
の
・
爵
・

（
”
）
因
の
、
｜
の
『
・
凶
⑫
こ
ぐ
因
皀
・
患
〉
⑫
・
笛
・

（
釦
）
函
の
、
一
の
『
・
凶
の
二
「
因
二
・
麓
・
⑫
・
急
シ
ョ
ョ
・
念
・

（
皿
）
田
の
、
｜
の
『
】
Ｎ
の
三
「
因
』
・
獣
・
叩
，
⑬
『
》
の
す
の
二
ｍ
。
⑩
已
讐
の
『
ご
」
の
『
『
『
四
コ
六
‐
『
の
、
［
殖
四
ケ
の
（
ご
ざ
）
》
因
○
・
円
）
の
・
鴎
⑭
。

（
犯
）
ぐ
ぬ
一
・
言
の
愚
の
『
ご
［
．
①
ゴ
『
戸
》
⑫
』
＄
〕
回
国
□
Ｐ
凶
・
ロ
．
。
・
・
⑩
。
、
．

（
鍋
）
三
四
×
両
『
ロ
⑪
［
二
ど
の
『
・
ロ
、
『
呂
胸
の
日
の
旨
の
弓
の
一
一
○
の
⑪
。
の
巨
扇
、
可
目
の
【
『
凹
守
の
、
言
い
》
』
巴
⑨
（
函
・
目
『
の
【
蝕
己
・
缶
巨
室
・
邑
屋
）
．
⑫
．
届
．

攻
撃
か
ら
自
己
を
防
衛
す
る
正
当
防
衛
行
為
者
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
が
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
目
的
を
追
求
し
、
そ
し
て
同
じ
く
第
三
者
が
、

彼
ら
が
他
人
の
権
利
領
域
を
踏
み
越
え
る
場
合
に
客
観
的
救
助
を
与
え
る
と
き
に
も
、
彼
ら
が
人
の
救
助
を
実
際
上
も
行
な
お
う
と
し
て
い
る
と
直

ち
に
信
じ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
…
…
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
関
心
の
あ
る
現
実
生
活
上
の
致
損
行
為
が
仮
定
し
う
る
多
様
性
に
あ
っ
て
は
、
ま
さ
に
逆
に
行

為
者
に
お
い
て
、
彼
が
法
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
目
的
を
お
よ
そ
注
視
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
証
明
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
が
生
ず

る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
客
観
的
違
法
性
の
原
則
事
例
が
再
び
そ
の
力
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
（
⑫
・
患
←
）
。
□
：
こ
ぐ
、
一
・

三
⑦
農
の
『
．
●
の
臣
・
竃
・
の
．
麗
魚
・
》
の
】
の
ぐ
の
耳
の
．
、
．
ｍ
・
Ｐ
の
・
ゴ
の
（
の
冒
冨
ｎ
戸
四
・
・
・
Ｐ
⑫
・
湯
。
な
お
、
佐
伯
「
主
観
的
違
法
要
素
」
前
掲
書
一
一
一

三
頁
等
。
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正当防衛における「防衛意思」の問題点（-）

ニーベ￣、

４２４１
，＝ン、‐〆

（
鈍
）
三
・
両
・
二
ど
の
『
・
餌
・
が
．
。
・
・
の
」
覇
『
｛
・

（
妬
）
ご
砿
］
・
二
・
両
・
二
塁
の
『
６
．
四
・
○
・
・
ｍ
・
麗
巨
且
］
雷
｛
［
》
：
目
⑫
（
の
冒
冨
、
戸
騨
・
“
．
。
・
・
の
．
温
』
目
】
・
学
・

（
妬
）
ぐ
噛
一
・
昌
・
向
．
三
四
臣
の
ｎ
■
・
図
’
○
Ｊ
⑩
’
屋
望
『
・
聿
已
色
目
⑫
一
の
ご
⑦
１
⑪
》
四
・
四
・
○
・
・
ｍ
・
缶
・

（
師
）
三
・
両
・
二
ど
の
『
西
・
色
・
Ｐ
⑫
・
酉
ご
［
〔
・
一
く
殖
一
・
：
脚
巨
の
己
の
ロ
。
①
一
・
国
。
ｎ
斤
の
一
目
國
昌
・
可
の
⑩
［
・
恥
・
Ｅ
ｍ
巨
己
ｇ
ｏ
１
句
・
ロ
．
③
。
な
お
、
佐
久
間
・
前
掲
書
三

八
八
頁
注
側
で
、
皿
．
Ｅ
・
マ
ィ
ヤ
ー
が
必
要
説
の
論
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
誤
記
で
あ
る
。

（
胡
）
既
に
フ
ラ
ン
ク
は
、
刑
法
五
三
条
に
指
導
的
目
的
と
し
て
の
主
観
的
な
防
衛
目
的
を
要
求
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
防
衛
の
目
的
を
も
っ
て
い
な

い
者
は
同
様
に
正
当
防
衛
行
為
で
は
な
い
。
」
と
｛
詞
『
昌
弄
．
、
囚
⑪
の
宮
口
［
頤
の
、
、
〔
号
巨
、
ミ
ニ
『
旦
溌
己
の
具
⑫
目
の
”
の
－
９
』
］
・
＼
屋
．
シ
巨
（
一
」
》
］
］
自
皀
一
℃
三
・

》
留
置
『
昌
冨
の
耳
目
Ｓ
こ
の
凋
国
・
の
の
因
二
・
選
ｍ
・
曽
争
）
。

（
鍋
）
宛
。
》
旨
皿
己
の
巨
扇
、
豈
の
⑫
〔
『
色
守
の
、
ゴ
厨
‐
円
の
一
目
。
、
》
ら
屋
。
ｍ
・
苗
呂
・

（
⑪
）
も
っ
と
も
、
本
判
決
以
前
に
防
衛
意
思
を
要
求
す
る
二
つ
の
先
行
判
決
が
存
し
た
。
一
つ
は
、
一
九
○
四
年
二
月
一
五
日
の
バ
イ
エ
ル
ン
簸
闘
ラ
ン

ト
裁
判
所
（
【
○
己
随
一
】
８
国
ど
の
【
己
⑫
島
田
○
す
の
『
如
戸
の
抄
Ｆ
囚
己
の
猪
の
１
，
頁
｝
の
も
の
で
あ
り
、
同
判
決
に
よ
れ
ば
「
正
当
防
衛
は
防
衛
行
為
で
あ
り
、
そ

し
て
防
衛
が
必
要
で
は
な
い
か
あ
る
い
は
行
為
が
こ
の
目
的
の
た
め
に
為
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
排
除
さ
れ
る
。
攻
撃
の
防
衛
の
目
的
の
た
め

に
遂
行
さ
れ
な
か
っ
た
行
為
は
防
衛
行
為
で
は
な
く
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
実
上
違
法
な
攻
撃
の
遂
行
を
阻
止
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
も

防
衛
行
為
と
は
な
ら
な
い
。
」
〈
冒
叩
、
目
冒
Ｅ
］
Ｅ
〕
ね
。
●
『
向
已
⑪
、
冨
昼
目
賄
の
コ
ヨ
の
［
『
四
跡
、
ｓ
の
皀
因
」
・
」
．
ｍ
・
農
②
ご
『
一
・
ぐ
・
』
中
・
山
・
」
ｇ
』
・
》
Ｎ
三
の
耳
目
：

⑫
（
の
旨
冨
ｎ
戸
四
・
ｍ
・
ｐ
．
ｍ
．
屋
）
。
な
お
、
も
う
一
つ
の
判
例
（
宛
。
》
旨
□
の
回
国
ど
の
『
・
国
警
［
⑦
ョ
白
『
丙
の
９
扇
：
三
・
国
巳
・
＄
．
ｍ
・
筐
』
）
に
つ
い
て
詳

し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
二
判
決
を
国
の
言
い
Ｆ
・
ぐ
。
⑫
．
］
←
】
シ
ロ
ロ
】
・
厚
国
印
ロ
ゴ
の
『
・
詞
三
・
ｍ
．
］
差
シ
ニ
ョ
・
亀
首
Ｃ
呂

三
の
愚
の
『
》
。
の
国
旦
・
忠
印
・
』
ｇ
シ
日
曰
』
臣
．
⑩
．
こ
「
・
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
当
時
、
す
な
わ
ち
世
紀
の
転
換
期
頃
、
そ
れ
ら
の
判
決
は
実
定
法
を
追
い

越
し
て
い
る
（
ベ
ー
リ
ン
グ
）
と
か
、
防
衛
目
的
の
強
調
は
通
説
と
明
ら
か
に
相
即
し
な
い
（
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
）
等
と
消
極
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

オ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
報
復
等
の
副
次
目
的
（
動
機
）
が
あ
っ
て
も
正
当
防
衛
は
排
除
さ
れ
な
い
が
、
し
か
し
「
正
当
防
衛
状
態
に
あ
る
者
の
意
思

が
、
自
己
ま
た
は
他
人
の
違
法
な
現
在
の
攻
撃
を
防
衛
す
る
た
め
に
向
け
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
正
当
防
衛
の
知
見

（
【
①
目
曰
一
ｍ
）
で
は
な
く
目
的
（
意
図
、
動
機
）
の
側
面
を
特
に
強
調
す
る
に
至
っ
た
（
〕
臣
、
目
の
○
一
の
冨
巨
開
屋
尻
。
ヨ
ョ
目
冨
『
目
旦
の
己
の
［
日
伺
の
脇
目
の
ご

Ｑ
の
の
□
の
具
門
豈
呂
幻
の
】
、
厨
切
目
○
国
自
已
『
『
．
ｇ
・
尹
巨
Ｐ
］
や
］
Ｐ
》
困
三
『
・
】
』
》
ぐ
ぬ
一
・
口
周
巨
冨
の
侭
鴇
『
あ
め
圏
・
ろ
の
．
ｇ
②
（
・
こ
れ
に
対
し
、
以

前
は
一
八
八
二
年
ラ
イ
ヒ
判
決
等
を
支
持
し
て
、
動
機
は
重
要
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
Ｎ
・
国
・
Ｃ
ｌ
の
冨
巨
隠
皀
【
Ｃ
日
日
８
ｓ
『
．

冗
○
ヨ
ロ
⑫
［
【
Ｎ
』
巴
⑦
の
・
函
、
Ｐ

オ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
報
復
等
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②
．
シ
昌
一
．
．
届
三
・
一
畠
Ｚ
ｎ
．
届
）
。

（
蛸
）
な
お
、
ケ
ー
ラ
ー
自
身
は
防
衛
意
思
に
つ
き
正
当
防
衛
状
況
の
知
見
が
本
質
的
要
件
を
な
す
と
し
、
防
衛
の
意
図
・
動
機
（
目
的
）
を
明
示
的
に
拒

絶
す
る
（
し
巨
四
』
の
｛
尻
昌
一
の
『
》
□
の
具
円
可
冊
の
〔
『
山
守
円
三
・
』
］
］
ぬ
の
日
の
ヨ
の
『
目
の
一
一
．
ご
］
『
．
ｍ
・
葛
霞
，
Ｆ
』
雪
【
・
）
。

（
“
）
三
の
笛
①
『
》
の
、
因
旦
・
ｍ
Ｐ
ｍ
・
ざ
←
『
凶
の
ぐ
の
『
扇
向
・
伊
。
．
、
』
患
Ｐ
印
・
９
℃
［
・
臣
⑪
’
三
・

（
妬
）
向
員
円
青
の
ご
目
碩
の
己
。
⑦
の
幻
の
－
８
緒
の
己
の
言
い
旨
の
（
【
、
勝
■
８
８
》
巴
・
霞
》
ｍ
・
乞
思
．
な
お
、
本
判
決
の
簡
単
な
概
要
に
つ
い
て
は
、
草
野
豹
一
郎
・

刑
事
判
例
研
究
第
四
巻
（
昭
和
一
四
年
）
三
一
頁
以
下
お
よ
び
正
当
化
行
為
の
必
要
性
の
誤
認
と
い
う
観
点
か
ら
本
件
判
決
を
詳
細
に
示
す
も
の
と
し

て
、
中
・
誤
想
防
衛
論
一
九
七
頁
以
下
参
照
。

（
妬
）
”
の
、
壷
団
已
・
農
・
の
．
』
署
・

（
〃
）
幻
。
の
（
『
因
９
．
⑰
』
・
Ｐ
』
三
・

（
蛆
）
行
為
者
が
他
の
意
図
と
な
ら
ん
で
防
衛
意
思
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
十
分
だ
と
す
る
見
解
の
根
拠
づ
け
の
た
め
に
「
故
意
の
不
可
分
性
」
を
論
拠
と

（
別
）
二
言
一
斉
の
一
目
の
口
巨
の
『
・
の
『
巨
貝

（
皿
）
ご
巴
・
餌
の
こ
の
１
ｍ
・
囚
．
“
’
○
・
〕

（
塊
）
の
回
臣
の
【
・
砂
・
口
’
○
・
・
ｍ
巴
］
．

な
お
、
そ
の
後
一
九
二
六
年
六
月
一
日
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
決
で
は
、
被
告
人
（
妻
）
の
夫
は
夜
間
寝
室
で
長
い
口
論
を
し
、
そ
の
股
中
に
夫
は

ベ
ッ
ド
か
ら
飛
び
出
し
、
妻
の
ベ
ッ
ド
に
近
寄
り
被
告
人
を
殺
す
と
脅
迫
し
た
。
そ
こ
で
妻
は
リ
ヴ
ォ
ル
ヴ
ァ
ー
で
、
夫
を
二
発
で
殺
害
し
た
と
い
う

事
案
に
つ
き
、
「
た
と
い
被
告
人
が
既
に
以
前
か
ら
彼
女
の
夫
を
殺
害
す
る
機
会
を
探
し
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
女
は
行
為
時
に
正
当
防
衛
ま
た
は
誤

想
防
衛
の
中
に
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
被
告
人
が
正
当
防
衛
権
も
し
く
は
誤
想
さ
れ
た
正
当
防
衛
権
を
利
用
す
る
動
機
（
冒
○
昏
）
は
問
題

で
は
な
く
、
同
じ
く
同
時
に
防
衛
目
的
（
Ｎ
尋
の
、
こ
が
存
し
た
か
ぎ
り
で
、
被
告
人
が
防
衛
以
外
の
他
の
目
的
を
追
求
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
問
題
で

は
な
い
。
」
｛
”
の
、
【
・
巴
・
Ｓ
ｍ
・
患
』
）
と
い
う
判
示
が
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本
件
は
、
た
と
え
ば
保
障
関
係
内
攻
撃
の
一
例
と
し
て
も
今
日
で

は
問
題
と
な
る
事
案
で
あ
る
（
山
中
敬
一
・
正
当
防
衛
の
限
界
〔
昭
和
六
○
年
〕
二
六
八
頁
以
下
等
参
照
）
。

（
蛆
）
Ｐ
且
冨
碕
向
す
の
『
日
昌
の
『
，
少
。
。
一
命
伊
○
ワ
の
．
□
、
⑭
宛
の
】
８
冊
［
日
碕
の
陥
甘
９
，
戸
】
旨
Ｐ
曙
・
少
昌
一
・
皀
圏
・
宙
四
Ｚ
・
弓
（
凰
豆
①
１
日
ｎ
ヶ
冨
Ｂ
ｍ
Ｒ
・
の
⑫
団
皀
．

幻
。
の
（
・
因
９
，
（
望
。
⑫
‐
』
三
．

行
為
者
が
他
の
意
図
と
な
ら
ん
で
防
衛
意
思
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
十
分
だ
と
す
る
見
解
の
根
拠
づ
け
の
た
め
に
「
故
意
の
不
可
分
性
」
を
論
拠
と

す
る
本
判
決
に
は
、
防
衛
意
思
を
故
意
と
の
関
連
で
述
べ
る
ピ
ン
デ
ィ
ン
グ
説
と
の
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
防
衛
意
思
が
（
主
観

的
）
違
法
要
素
な
の
か
責
任
領
域
に
属
す
る
の
か
と
い
う
根
本
的
疑
念
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
１
ｍ
目
『
、
一
・
の
薗
号
・
旬
・
伊
Ｐ
の
．
ｇ
シ
目
冒
。

函
や
め
・
い
つ
ニ
ー

』）。ご
く
】
一
斉
の
｜
ロ
】
、
口
巨
の
『
・
の
『
巨
口
○
一
四
随
の
ｐ
こ
の
め
、
【
『
呉
『
の
。
宮
⑫
口
の
す
輿
ロ
ョ
ユ
画
の
旨
の
『
丙
①
ｎ
耳
⑪
，
巨
弓
ｅ
ｍ
Ｃ
倒
置
一
己
三
一
（
）
鮠
Ｃ
己
三
③
』
旨
』
．

ご
巴
・
餌
の
こ
の
１
ｍ
ご
囚
‐
回
．
。
・
・
⑩
．
届
．
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正当防衛における「防衛意思」 の問題点い

（
町
）
言
・
口
・
言
ど
の
門
・
□
の
『
ｍ
一
一
頭
の
日
の
旨
の
目
の
一
一
こ
の
め
。
①
巨
厨
目
の
口
⑫
（
『
匙
『
の
、
亘
切
》
の
．
届
。

（
“
）
⑫
凹
巨
の
刷
四
・
“
．
。
．
》
切
態
ｃ
・

（
的
）
因
ｑ
ｐ
Ｅ
ａ
宮
の
職
、
円
、
ロ
】
の
、
巨
亘
の
【
ご
く
自
己
己
『
の
、
茸
の
の
］
の
冒
目
［
の
．
。
⑫
因
色
・
窓
》
』
邑
一
の
。
』
三
，
皆
』
・

（
刀
）
》
［
の
愚
の
『
》
の
⑫
印
○
・
遷
笥
の
・
函
ご
｛
（
・

（
、
）
言
の
侭
の
『
．
ご
目
］
、
ご
ロ
ロ
の
【
の
冨
具
【
の
ｎ
頁
］
】
、
冨
皀
弓
呉
す
の
⑪
匪
己
①
冒
甸
の
の
扇
、
胃
】
〔
戸
冨
『
『
『
、
の
、
の
『
．
」
褐
③
．
ｍ
・
畠
『
，
鴎
Ｐ

（
犯
）
た
と
え
ば
、
佐
伯
「
主
観
的
違
法
と
客
観
的
違
法
」
お
よ
び
「
主
観
的
違
法
要
素
」
同
．
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
理
論
（
昭
和
四
九
年
）
五
五
頁

以
下
、
二
○
九
頁
以
下
を
代
表
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。

（
門
）
言
の
愚
の
【
》
の
⑫
国
旦
・
忠
・
の
。
』
田
．

（
開
）
⑫
凹
巨
の
『
→
②
．
■
．
。
．
》
の
．
置
照
．

（
師
）
の
目
の
『
ｂ
・
回
・
ｐ
．
ｍ
．
農
Ｐ
な
お
、
本
歌
こ
の
注
⑥
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ド
ー
ナ
の
窓
ガ
ラ
ス
損
壊
の
設
例
に
つ
い
て
も
、
ザ
ウ
ア
ー
は
隣
人
の
窓

ガ
ラ
ス
を
破
壊
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
炭
酸
ガ
ス
中
毒
の
た
め
に
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
た
子
供
を
知
ら
ず
に
救
う
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
諸
事
情
の
も
と
で
適

法
に
行
為
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
が
そ
の
ガ
ラ
ス
を
悪
意
か
ら
破
壊
し
よ
う
と
、
「
国
家
な
ら
び
に
隣
人
は
、
人
間
の
生
命
が
救
わ
れ
た
と
い

う
こ
と
を
喜
ぶ
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
の
・
態
や
シ
ロ
ョ
・
Ｐ
）
と
も
す
る
の
で
あ
る
。

（
町
）
言
・
口
・
冨
旦
§
□
の
『
ｍ
一
一
嗅
自
の
旨
の
目
の
一
一
こ
の
⑰
号
昌
閏
月
口
⑫
（
『
匙
『
の
、
亘
切
》
の
．
届
。

〆￣～〆へ－、ゴー、戸へグー、ニー、グー回ﾆーー〆白目〆～￣、

６４６３６２６１６０５９５８５７５６５５５４５３
－〆、＝＝－戸～〆、－〆～〆－－、‐＝、－ン昌一、－－－戸

ののＵ）の⑫Ｕﾌﾘｺの⑫（、⑫（Ｄ
ｐＤｐ】餌四ｐＤｐＤｐＤｐＯｐＤｍｐＤｐＤ
臣＝目巨巨臣巨巨巨宮巨巨

曾曾閂囚円円円周日円周円
で‐'■,■■￣￣￣‐￣■￣

ｐ、四四ｐ、、囚ｍｐＤｐＤロ9四四
P①●●●■■｡■●●G

ｐＤｐＤ凶ｐ、｡】四回四目」四■ｍ
ｅ●■U●日●■■●●■

｡････。｡･･○・○
￣■￣＝￣や●￣■や一一
■●ﾛＣＯ●●■■P●C

⑪、のリブのののリブ（のリフリコ（の
□■●Ｄ●●●●凸p●●

ＣＪＱ９GASＧＡＤＣＡｇ巳ｎＧＪ１いりｔ□■｡ｔ､、［､｡
←￣キー－－←￣Ｏｐ｡｡－ｑ－コ●。
｡□■ｑＣｂＱＪＴＧｐ｡。ＯＣＣ３ｔＱｇｌＣＡＤＧＡＤ
・ＦｈＦｎ．Ｅ室・局.．~．．

⑫
囚
已
の
『
・
騨
四
・
○
・
》
の
。
』
』
露
命
，

ｍ
回
巨
の
『
》
四
・
四
・
○
・
》
②
国
⑤
い
・

⑫
、
こ
の
『
ご
■
・
伊
○
・
一
ｍ
・
酉
『
』
・

印
四
宮
の
【
》
四
・
四
・
○
・
・
⑫
・
目
黒
［
．
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（
別
）
富
の
樹
の
『
》
の
の
国
□
・
竃
．
ｍ
・
凹
巴
［
・

（
布
）
三
①
樹
の
『
『
の
、
国
２
９
．
⑫
・
唖
ｇ
｛
・
》
局
一
・
ｍ
［
の
ご
宮
ｎ
ヶ
、
．
ｍ
・
○
・
・
ｍ
・
這
・

（
泥
）
ｇ
の
愚
円
》
○
の
因
旦
・
竃
・
の
・
国
Ｃ
・

（
両
）
ぐ
ぬ
一
・
ｍ
【
①
ご
可
、
。
戸
田
’
四
’
○
Ｊ
の
．
桿
言
・

（
犯
）
三
の
眉
の
『
》
○
の
因
○
・
＄
》
の
。
ｍ
ご
［
【
・

（
ね
）
言
の
眉
の
『
》
の
の
国
二
・
Ｂ
⑪
・
目
黒
【
．
な
お
、
拙
稿
「
被
害
者
の
承
諾
（
下
）
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
二
九
○
号
（
昭
和
六
二
年
）
五
八
頁
以
下
を
も
参
照
。

（
帥
）
三
の
愚
の
『
・
の
、
国
旦
・
患
》
印
・
西
田
［
［
・

（
皿
）
三
の
農
の
『
・
の
、
国
。
．
＄
》
め
・
易
Ｐ

（
皿
〉
三
の
愚
の
『
．
。
⑫
団
巳
患
．
ｍ
・
路
『
｛
｛
・

（
開
）
言
の
愚
の
『
・
の
、
因
。
．
＄
・
印
・
暗
瞑
［
・

〈
肌
）
た
だ
、
推
定
的
同
意
と
の
関
連
で
ド
ー
ナ
の
窓
ガ
ラ
ス
損
壊
の
設
例
に
つ
き
、
メ
ッ
ガ
ー
は
主
観
説
（
ド
ー
ナ
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
）
と
客
観
説
（
ザ

ウ
ア
ー
）
と
の
中
間
説
を
と
っ
て
お
り
、
本
事
例
で
は
「
直
ち
に
行
為
者
の
『
内
心
的
意
思
方
向
』
は
完
全
に
そ
の
状
況
の
重
大
性
の
背
後
に
退
く
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
い
か
な
る
理
由
か
ら
行
為
者
が
窓
を
破
填
し
た
か
ど
う
か
は
ど
う
で
も
よ
く
、
彼
が
そ
れ
を
破
壇
し
た
と
い
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
行
為
者
は
た
と
い
彼
が
『
悪
戯
の
意
思
あ
る
い
は
悪
意
か
ら
』
行
為
し
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
事
例
で
無
罪
で
あ
る
。
」

と
し
て
結
論
的
に
は
客
観
説
に
従
い
つ
つ
も
、
主
観
主
義
と
客
観
主
義
と
の
妥
協
を
計
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｛
の
．
患
】
｛
・
）
。

（
妬
）
三
の
温
の
『
・
●
の
国
旦
・
＄
・
の
．
画
患
【
【
・

（
船
）
富
の
渦
の
『
・
の
い
国
旦
・
忠
・
の
．
』
＆
｛
『
・
ヨ
⑪
す
厨
．
⑩
。
』
ｇ
・

（
師
）
言
８
ｍ
ｇ
○
ｍ
ｍ
ｇ
単
Ｐ
、
，
ざ
⑭
［
・

（
柵
）
富
の
渦
の
『
》
の
⑫
国
巳
ｇ
》
ｍ
・
笛
⑦
．

（
閉
）
こ
の
僧
の
『
『
ご
Ｃ
ロ
】
②
一
目
」
の
『
⑪
百
田
［
【
の
、
宮
二
号
の
口
芭
、
号
の
⑭
屡
己
の
．
『
『
ロ
の
函
の
『
’
句
の
異
．
．
ｍ
・
瞠
三
・

（
卯
）
こ
の
間
に
公
表
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
両
す
の
『
冨
己
⑫
、
目
）
己
【
・
□
回
の
”
の
－
，
房
頭
の
１
，
三
巨
己
こ
の
『
号
の
『
、
の
⑫
の
区
一
目
の
三
．
［
⑪
白
目
・
凶
、
三
『
因
二
・
金

（』屯呂）・の．』ｓ・雪Ｐぢつ『｛・割已の『⑪・・Ｃ一のロ］旨の］す②『の『豊の『鴛壺四Ｆ旨司『画己云’両の印碕・国旦』『』田Ｐ⑩．」弓且の『鋺・ご己の『二ヶの【碩田の百一一向云の
三
．
【
の
国
ヨ
ロ
ニ
コ
［
の
『
ず
の
②
。
冒
旦
の
『
の
Ｒ
因
の
『
屋
、
天
⑪
一
，
三
碕
巨
口
陀
。
①
の
、
ｓ
四
［
、
二
○
扇
国
ゴ
ー
の
⑫
自
］
。
こ
の
『
、
、
冒
弓
四
．
殖
の
『
⑪
ｎ
す
い
［
一
⑪
巨
員
の
『
す
『
の
、
ゴ
巨
己
昶
一
ア
ョ
ー
芦
．
こ
の
『

再
宍
ぐ
Ｚ
・
両
．
。
⑨
．
■
」
．
》
ご
己
迩
⑫
‐
』
圏
（
・
》
く
い
一
・
二
ｍ
割
こ
め
旨
く
⑥
『
（
⑩
．
■
・
ロ
．
。
．
》
の
．
患
シ
コ
ョ
・
己
．

（
肌
）
可
『
四
コ
い
く
・
口
閏
芹
‐
、
〉
』
の
『
す
四
『
こ
の
、
ゴ
ロ
】
昼
Ｆ
円
、
の
冨
己
臣
、
す
こ
の
の
□
２
扇
、
す
の
己
⑫
（
『
回
（
『
の
ｇ
［
の
》
駅
．
シ
二
重
。
．
』
旨
『
・
⑫
．
』
念
。
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（
川
）
【
、
『
一
両
■
四
ｍ
ｎ
戸
ご
ロ
［
の
『
⑪
臣
、
宮
巨
己
碩
の
口
皀
ず
の
『
ご
Ｃ
厨
四
百
臣
二
二
句
國
豈
『
一
勝
の
】
ぬ
汚
の
一
【
》
］
糧
Ｐ
の
．
＆
［
．

（
脳
）
殉
一
同
ゴ
四
ａ
四
．
己
、
。
【
四
臣
⑫
画
一
】
鼠
〔
巨
口
Ｑ
ｏ
ワ
］
の
罫
ど
の
瞬
目
の
、
弓
己
巨
己
鯨
ご
田
司
回
己
天
‐
句
の
⑩
【
、
回
す
の
》
国
。
．
■
・
の
．
］
『
望
（
・

（
川
）
富
一
ｓ
囚
の
一
三
四
ｓ
ご
砲
の
『
・
口
の
『
臣
ウ
の
『
ぬ
の
⑩
ｍ
Ｒ
－
】
９
の
Ｚ
。
（
の
薗
己
。
■
、
ゴ
ユ
の
『
弓
の
巨
の
鱒
の
二
両
の
、
言
⑰
Ｃ
『
の
、
与
巨
ロ
、
□
の
⑪
幻
の
】
Ｃ
富
、
の
『
】
伺
亘
の
⑪
》
盲
同
『
色
己
宍
‐

可
の
⑩
［
恩
ケ
の
》
国
１
．
旨
》
の
．
←
＄
鷺
・
己
四
⑰
．
ご
冨
冒
・
巳
の
【
員
く
Ｚ
・
司
・
・
叩
・
国
○
・
》
』
畠
］
》
の
。
】
駅
・

（
川
）
の
臣
の
画
く
幻
口
』
ず
２
，
戸
Ｎ
こ
『
の
扇
戸
の
日
四
二
笄
こ
の
『
こ
の
『
す
『
の
、
ぎ
の
ご
巴
の
耳
⑪
ご
田
『
四
二
六
‐
岡
の
、
〔
ぬ
回
す
⑪
国
」
’
閂
・
》
の
。
」
葛
（
（
。
（
』
ｓ
・
ご
つ
〉
・

（
川
）
向
『
己
⑩
［
■
の
旨
風
呂
”
。
⑩
の
貝
の
戸
三
冒
讐
の
『
“
向
冨
『
（
巨
己
国
の
冒
一
庁
す
の
一
⑪
巨
亘
の
再
弓
、
の
霞
『
す
［
の
『
シ
こ
め
（
ｇ
『
目
碩
⑫
富
且
一
巨
砲
・
冒
両
『
目
六
・

吋
の
の
［
恩
す
、
国
。
，
国
・
『
の
．
』
巴
（
（
・
ロ
ー
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
見
解
に
つ
い
て
詳
し
く
は
⑫
】
①
ぐ
の
鼠
四
・
四
・
○
・
》
め
・
駅
，
雪
お
よ
び
佐
伯
・
前
掲
書
二
一
一
一
○
頁

〈
川
）
【
“
『
｜
の
一
の
、
の
耳
・
Ｚ
。
［
の
厨
皀
Ｑ
Ｅ
ｐ
Ｑ
弔
昌
四
三
ぐ
ロ
◎
扇
団
皀
。
』
屋
』
・
め
・
乞
己
の
『
、
．
．
ｚ
●
厨
冨
己
自
已
勺
色
白
ご
く
己
。
（
、
→
目
ロ
言
こ
の
『
の
【
『
四
｛
『
の
●
ず
［
閏
の
｛
。
。
二
．

（
伽
）
幻
の
、
【
『
・
帛
匡
ｓ
・
の
．
』
』
。
〔
命
。
（
ご
・
ぐ
．
①
。
』
』
・
』
⑪
篭
）
・

〈
皿
）
宛
⑦
ヨ
ゴ
四
『
＠
句
『
自
弄
・
已
四
の
の
【
『
、
侍
の
い
の
百
ｇ
の
彦
曽
『
８
⑪
□
２
戸
⑰
ｇ
の
丙
の
一
同
戸
』
⑫
．
シ
且
．
』
胃
』
・
尹
目
］
・
言
目
顎
⑤
⑫
［
の
国
。
ご
堀
一
・
目
目
の
一
の
ぐ
の
耳
⑬
》

口
・
印
．
。
．
》
の
．
』
『
》
団
『
口
巨
己
〕
四
・
四
’
○
・
・
ｍ
ｍ
，

（
皿
）
句
『
四
二
Ｆ
⑫
（
の
Ｐ
】
②
．
シ
巨
邑
・
》
巳
旨
》
⑫
。
］
患
》
』
窟
（
・

（
剛
）
可
『
四
コ
家
の
［
の
国
一
房
．
シ
巨
色
．
・
の
．
』
＆
．

（
剛
）
宛
○
す
の
『
【
こ
◎
目
困
ご
ロ
の
一
草
Ｄ
ｍ
Ｅ
厨
、
可
の
、
の
［
『
呉
『
の
、
三
百
国
ユ
』
』
》
】
麗
Ｐ
の
．
］
三
・

（
蝿
）
雷
一
つ
己
の
］
》
］
〕
の
具
、
、
富
⑫
⑫
［
日
｛
【
の
、
旨
・
国
旦
．
こ
め
』
麗
巨
・
』
患
・

（
剛
）
函
】
ロ
ロ
の
一
・
［
）
の
巨
扇
、
与
朋
の
【
『
画
可
の
、
三
・
国
Ｑ
・
崖
・
・
の
．
巴
つ
・

（
〃
）
餌
ご
己
の
一
・
［
）
の
言
⑰
ｎ
房
の
の
（
『
凹
守
の
、
三
藝
国
。
．
Ｐ
》
の
。
』
己
エ
ョ
ロ
・
由
・
く
い
一
・
○
闇
巨
、
【
§
す
．
四
・
Ｐ
Ｃ
．
。
⑫
・
愚
．
な
お
、
ヒ
ッ
ペ
ル
は
以
下
の
よ
う
に
も

述
べ
て
い
る
。
「
行
為
が
客
観
的
に
適
法
で
あ
る
な
ら
、
い
か
な
る
動
機
ま
た
は
目
的
か
ら
行
為
者
が
行
為
し
た
か
は
原
則
的
に
ど
う
で
も
よ
い
。
た

だ
し
、
適
法
な
行
為
は
た
と
い
そ
れ
が
反
社
会
的
心
情
か
ら
由
来
す
る
と
し
て
も
、
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
」
と
（
の
．
］
患
）
。

（
伽
）
患
ご
己
の
一
》
【
）
の
具
の
ｎ
ヶ
の
⑫
の
〔
『
日
『
の
ｎ
頁
■
□
・
臣
・
・
の
。
』
患
夛
貝
己
・
単
・

（
剛
）
ご
ｍ
一
・
田
の
ゴ
ロ
回
ロ
ョ
Ｐ
ｍ
ヨ
ロ
の
〉
（
『
ず
の
『
○
ｍ
二
つ
の
『
⑩
。
ｐ
四
一
ｇ
ご
ロ
『
の
、
言
の
す
の
、
『
一
｛
｛
旨
】
⑫
百
四
［
『
の
、
三
・
□
房
⑩
．
。
。
［
二
．
賎
の
Ｐ
］
場
』
・
印
・
巴
一
ア
コ
ョ
・
図
』
』
・

（
伽
）
シ
］
の
Ｘ
ｐ
ｐ
こ
の
『
の
国
帛
目
Ｃ
Ｏ
ゴ
ロ
、
ご
口
庁
の
『
四
目
『
ず
の
『
一
口
き
［
・
宍
『
言
印
、
冨
因
の
ョ
の
己
戸
巨
己
碩
の
ロ
目
向
已
ョ
色
コ
ュ
三
の
愚
の
『
》
の
【
『
四
｛
『
の
、
云
［
．
Ｎ
い
【
ミ
ロ
。
・
患

（
］
＠
患
）
》
の
。
］
ｇ
〔
な
お
、
本
款
二
注
⑥
を
も
参
照
。

侭
⑪
【
二
言
、
色
・
切
面
（
］
垣
単
噌
）
・
の
。
⑰
一
・

を
参
照
。
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正当防衛における「防衛意思」の問題点Ｈ

￣、〆＝、グー、戸一、

'５５１５４１５０１５，
、＝〆、＝〆～〆、－房

（
皿
）

戸＝、〆■、

１５０１４９
、￣、－〆

〆■、￣、ニー、￣、￣￣グー、￣､－へ－～￣、￣、￣、グ白～〆～_、￣、〆￣、_、
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国
司
冒
己
の
『
］
こ
い
，
四
・
○
・
・
ｍ
・
の
『
・

凶
目
目
の
『
←
シ
ロ
守
四
巨
口
の
⑩
の
｛
『
四
〔
『
の
、
旨
の
、
『
輿
の
ョ
⑩
．
』
忠
Ｐ
㈱
・
口
・
の
・
亀
（
・
・
巨
切
，
』
屋
巨
・
⑪
・
乏
・
（
８
２
ぐ
ぃ
一
・
の
】
の
『
の
耳
の
》
、
。
②
．
。
．
】
の
．
念
‐
亀
）
・

］
四
日
①
、
。
◎
一
口
の
、
盲
己
匙
［
ご
ｚ
Ｃ
ｐ
己
血
忌
こ
の
『
、
、
与
巳
□
す
の
照
『
一
『
（
ご
同
『
凹
邑
【
０
句
の
、
【
頤
四
ヶ
の
》
因
已
自
・
］
窟
Ｐ
印
，
念
函
．

。
◎
匡
輿
」
目
目
己
【
》
句
『
回
曰
云
０
国
行
⑭
［
頤
・
因
。
．
『
ど
の
・
」
、
票
・
←
③
四
・

○
．
－
こ
の
ロ
ゴ
ヨ
邑
佇
・
句
『
、
口
穴
０
句
の
⑪
【
、
。
■
』
・
閂
ご
ｍ
・
一
切
Ｃ
【
・
』
①
哩
・

の
。
一
旦
の
ｎ
ヶ
目
亘
［
・
『
『
■
ご
宍
‐
『
の
⑪
［
、
。
■
□
．
■
・
の
。
」
巴
。

侭
冒
肩
口
円
一
・
四
・
ｍ
．
。
‐
。
ｍ
・
患
【
・

凶
ヨ
ヨ
の
『
一
・
回
’
四
・
○
・
・
の
。
』
Ｐ

凶
目
目
目
の
『
一
己
四
・
画
。
。
・
・
の
。
９
．

Ｎ
冒
冒
】
の
『
一
・
画
・
四
・
○
・
・
叩
・
ｓ
。

瀧
川
幸
辰
「
刑
法
に
お
け
る
構
成
要
件
の
機
能
」
同
・
瀧
川
幸
辰
刑
法
著
作
集
第
五
巻
（
昭
和
五
六
年
）
一
一
一
三
三
頁
。

Ｎ
営
己
目
の
ユ
》
Ｐ
四
・
○
・
・
の
。
』
『
。

凶
ヨ
ョ
の
『
］
ご
凶
・
煙
．
。
，
ど
の
・
い
】
頭
．

侭
冒
冨
罰
の
『
一
・
Ｐ
色
。
。
。
》
の
。
ｓ
・

因
『
口
。
⑩
。
臼
凹
。
。
。
》
の
．
急
・

伊
の
Ｃ
ｂ
Ｃ
－
Ｑ
園
自
己
の
『
－
．
Ｎ
色
『
Ｐ
の
き
『
の
ぐ
○
日
円
四
ｓ
の
⑪
日
且
・
ロ
の
す
の
『
⑰
の
肩
口
の
巨
己
ぐ
の
『
目
、
三
唾
の
の
】
臼
の
で
『
。
こ
の
日
の
》
ｓ
日
切
】
〔
【
・

国
司
目
曰
の
『
一
》
四
・
四
・
○
Ｊ
の
．
喀
箪
（
・

園
旨
】
曰
の
『
一
・
口
・
四
・
○
・
》
の
．
怠
［
【
．

。
『
具
圃
巨
ご
◎
豈
己
陸
・
凶
⑫
二
言
国
』
・
田
。
⑫
．
Ｂ
］
・

の
国
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
豈
曰
四
・
い
の
二
言
画
』
．
⑰
酉
》
⑫
．
］
旨
，

の
『
凹
帛
駒
巨
Ｄ
Ｃ
与
己
伊
悶
⑫
二
一
面
。
．
⑫
噂
・
の
。
』
］
つ
・

函
①
目
皀
四
コ
口
団
『
巨
口
の
ご
【
ユ
ニ
声
色
の
『
Ｆ
の
胃
の
く
Ｃ
ョ
弓
貰
す
の
、
国
己
旦
》
］
③
患
》
ｍ
・
韻
（
【
．

因口ＣＤ

;：；
ｐＤｐＤｐＤ

ｍ囚ｍ

ｐｐｌＤ

⑫、の

念屋２３

5５



ゴム～〆￣、￣、〆￣～￣、￣、ニーペ二＝､ニー、

'7517417317217】’７０１６９１６８１６７
－＝、＝＝、－－、‐〆、￣、-－、－〆田一〆、．＝

（
剛
）
の
Ｃ
一
旦
の
、
冒
昌
。
【
》
旬
『
四
二
戸
’
句
の
の
侭
・
ロ
ー
』
．
⑩
．
怠
』
【
・

（
町
）
⑦
○
一
○
ｍ
ｇ
目
】
己
戸
》
□
の
『
二
○
厨
［
四
己
・
の
旨
い
、
言
－
８
『
○
ワ
】
の
曰
・
二
一
［
宛
ご
ｎ
庶
一
、
三
四
貝
昌
の
⑪
〔
量
｛
頭
の
⑩
の
怠
の
二
言
『
辱
『
｛
の
Ｃ
の
巨
扇
の
三
目
こ
の
》
○
の
戸
の
【
『
の
－
，
コ
の

色
ロ
ユ
且
の
『
の
、
夛
頭
吊
旨
マ
（
い
◎
己
旦
の
『
■
ず
。
『
ロ
。
【
）
ご
］
》
■
』
》
⑫
。
」
『
・

（
剛
）
の
。
一
旦
の
、
冒
曰
昼
庁
・
Ｚ
○
斤
の
国
。
ｇ
の
．
Ｅ
》
。
⑦
『
鋺
・
ご
□
の
『
勺
『
目
の
⑩
⑩
四
一
⑫
丙
Ｒ
言
叩
一
団
侭
の
．
国
己
の
【
ユ
ニ
云
旦
の
⑪
ご
『
目
の
⑪
切
巨
、
｜
の
宮
口
の
。
寿
の
回
②
》
］
牟
呂
・
⑫
・
呂
一

シ
二
日
，
］
麗
『
》
且
の
『
⑪
・
・
『
『
目
云
・
両
の
⑫
長
・
国
旦
・
閂
．
⑩
・
ら
二
．
念
③
．
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
佐
伯
・
前
掲
轡
二
一
一
一
四
頁
以
下
、
さ
ら
に
、
桂
（
木
村
）
静
子

「
法
規
範
と
義
務
規
範
」
法
学
論
叢
五
九
巻
一
号
（
昭
和
二
八
年
）
四
七
頁
以
下
等
を
も
参
照
。

（
刑
）
ご
館
一
・
匹
の
ぐ
の
目
印
・
艶
・
餌
・
Ｐ
⑭
．
ご
・
な
お
、
佐
伯
・
前
掲
轡
一
一
三
四
頁
以
下
。

（
伽
）
の
。
】
。
“
ｎ
ゴ
ヨ
昼
（
・
ｚ
Ｃ
【
輿
ｍ
ｐ
ｇ
⑫
．
こ
『
・

（
Ⅲ
）
な
お
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
「
不
法
な
き
責
任
」
説
と
の
関
係
で
は
、
拙
稿
・
前
掲
金
沢
法
学
二
八
巻
一
号
一
六
頁
以
下
、
二
六
頁
注
烟
等
、
お
よ
び

同
「
不
法
に
お
け
る
結
果
無
価
値
と
行
為
無
価
値
什
口
』
関
法
二
六
巻
一
号
（
昭
和
五
一
年
）
一
六
三
頁
以
下
、
同
二
号
三
一
一
一
八
頁
等
を
も
参
照
。

〈
脳
）
向
日
の
（
印
の
一
冒
頭
ロ
】
の
Ｆ
ｇ
『
の
『
。
■
】
閂
凹
［
ワ
の
鋺
国
。
Ｑ
』
寵
Ｐ
ヨ
⑩
す
①
の
．
、
．
』
つ
［
【

（
伽
）
画
の
］
冒
頭
Ｆ
・
己
・
弓
・
》
の
．
Ｅ
シ
ロ
ョ
・
］
・

（
脳
）
ロ
囚
園
巨
く
い
一
・
Ｎ
・
国
．
ご
『
の
昌
四
己
凶
の
一
言
の
嵐
・
宝
、
■
旦
一
こ
二
ｍ
ｍ
’
巨
二
已
向
『
（
○
一
値
⑩
ロ
ロ
三
の
『
【
一
ロ
］
ご
己
『
①
、
云
扇
す
の
、
『
］
［
（
・
巴
ヨ
．
⑭
．
⑬
］
｛
・
Ｐ
め
・
勇
．

（
価
）
拙
稿
・
前
掲
金
沢
法
学
二
八
巻
一
号
一
頁
以
下
等
参
照
。

（
脳
）
シ
巨
碗
屋
⑫
〔
函
の
随
一
の
『
・
の
巨
す
］
の
宍
こ
ぐ
の
宛
①
ｎ
亘
幼
三
一
ニ
ユ
預
云
の
】
Ｂ
曰
（
）
ョ
の
貝
の
一
冒
宛
津
ゴ
ョ
の
ロ
ロ
の
⑪
田
一
一
頭
の
ョ
の
旨
の
ロ
『
の
『
す
『
の
、
す
の
ロ
⑪
す
の
隔
ユ
『
『
⑫
．
ご
両
国
二
戸
‐

句
の
⑫
〔
媚
■
す
＠
国
。
・
旨
・
」
屯
』
Ｐ
の
・
鱒
酊
揖
［
［
・

（
町
）
く
い
』
・
エ
の
随
一
の
『
・
句
『
四
二
戸
１
『
の
再
頭
・
因
。
．
■
・
⑫
・
函
『
Ｃ
霞
・
ぢ
ぃ
［
（
．

（
剛
）
■
の
ｍ
－
の
『
省
甸
日
皀
云
‐
可
の
印
肩
・
函
。
白
『
ｍ
・
冒
魚
｛
・

（
剛
）
四
の
、
】
の
『
》
『
『
四
口
【
‐
局
の
、
肩
・
国
旦
・
］
。
⑫
．
』
患
・

（
Ⅷ
）
因
の
狛
一
⑦
『
・
句
『
四
皀
天
・
可
の
②
肩
・
切
旦
・
ヨ
ョ
の
・
患
②
シ
ョ
ョ
・
←
》
二
ｏ
ｎ
｝
】
ご
殖
一
・
圏
菖
（
・

（
、
）
餌
①
、
］
の
『
ご
司
日
二
戸
，
『
の
い
釘
・
国
二
・
閂
・
め
・
駅
⑫
．

宛
巨
。
。
］
『
の
一
の
ご
ｍ
巨
切
・
因
の
一
［
『
壁
、
の
い
こ
『
Ｐ
①
プ
『
の
ぐ
Ｃ
皀
旦
の
。
⑪
二
ケ
）
の
宍
【
宮
⑥
。
ご
口
『
の
ｎ
頁
⑰
の
一
の
ョ
の
。
〔
の
『
】
一
目
い
《
『
津
｛
『
の
、
毒
［
・
」
＠
選
。
⑩
．
←
「
害
・

”
、
ユ
ヶ
『
臣
ｎ
戸
。
『
巳
。
。
“
ご
砲
の
□
の
門
丙
の
、
三
の
□
三
一
。
⑪
（
）
扇
》
三
の
一
屋
］
』
。
⑬
。
『
雪
・

凶
の
『
の
ユ
め
っ
回
’
四
・
Ｃ
・
つ
め
，
』
一
つ
ぐ
頭
一
・
○
回
賎
巨
の
．
ｃ
］
〔
［
．

、
国
巨
員
四
・
凶
．
。
．
》
の
．
③
．
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正当防衛における「防衛意思」の問題点Ｈ

－円一、￣、￣、〆宍、￣、デヘ－－グー、￣、ゲー、F￣、み￣､〆へ－、グー、ゲー、ゲー、冴由、〆~～へ

ｌ９６１Ｍｉｌ９４１９３１９２】９１ｌ９０１８９１８８１Ｗｌ８６１８５１０１１８３１８２１８１］８１１７９１７８１７７】7６
，－－～ゴト～〆～ｹﾞ－〆～〆～￣、-＝、￣、ロゴ～ゴ～〆、－ゲ、－〆、-－．、－〆、－戸～〆～グ、￣、－〆

、
篇
『
の
『
扇
・
回
．
②
．
○
・
・
ｍ
・
局
』
魚
。

、
一
の
ぐ
の
耳
の
》
四
・
餌
・
○
・
→
⑫
．
届
罠
（
．

、
ぽ
く
の
『
扇
『
回
，
四
・
○
・
・
ｍ
・
屋
魚
・

の
一
の
く
の
耳
鋲
、
・
四
・
（
）
．
。
、
．
】
曽
帛
‐

鯉
の
『
の
耳
⑪
。
四
・
ｍ
。
。
・
・
⑩
．
】
尊
し
．

、
］
の
『
の
【
爾
豆
、
。
、
。
○
・
・
め
・
峰
（
）
望
「
・

段
の
『
の
『
Ｆ
⑩
ご
勘
’
四
’
○
・
・
ｍ
・
噂
。
霞
。

⑫
】
の
ぐ
の
耳
切
ご
ｍ
・
煙
．
。
・
・
い
’
圏
Ｐ

こ
の
点
に
つ
き
、
ぐ
猫
一
・
国
国
巨
。
。

の
一
の
ご
○
耳
、
吾
山
‐
色
’
○
・
二
の
。
』
③
碑

の
行
く
の
耳
瞬
）
鼬
・
煙
・
○
・
章
⑫
．
］
忠
‐
凹
邑
．

、
篇
ご
ｍ
耳
⑪
。
四
・
四
・
○
．
言
い
。
］
９
．

⑫
一
の
ぐ
の
『
［
⑪
》
画
．
、
．
。
。
》
切
匡
・
‐
」
。
』
．

、
》
の
『
⑩
『
扇
・
色
・
田
。
．
》
ぬ
．
忌
黒
【

笠
の
ぐ
の
耳
酔
騨
・
画
・
○
・
》
、
．
］
］
②
，

望
の
『
①
耳
⑫
。
、
。
、
．
。
．
》
、
・
二
℃
．

い
｛
の
こ
の
『
厨
己
凹
・
鼬
・
○
・
つ
め
。
』
屋
’

望
の
ぐ
の
耳
⑰
『
四
・
四
・
○
・
》
の
．
］
】
②

ご
淀
一
・
段
の
ぐ
の
目
的
・
臼
・
“
．
。
・
・
⑫
．
］
］
『
．

⑫
一
⑦
く
の
『
←
⑪
百
尊
囚
・
○
・
・
ｍ
・
」
臣
．

⑫
一
。
こ
○
『
扇
。
四
・
画
・
○
・
・
ｍ
・
巨
凹
。

ぐ
ぬ
一
・
国
『
２
口
■
・
煕
○
・
》
⑫
，
③
．
な
お
、
佐
伯
心
前
掲
書
二
四
一
頁
以
下
等
を
も
参
照
。
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今
世
紀
へ
の
転
換
点
な
い
し
初
頭
は
、
違
法
性
と
責
任
と
の
区
別
を
巡
る
論
争
か
ら
客
観
的
違
法
論
が
優
位
を
占
め
る
に
至
り
、

そ
の
際
そ
れ
は
く
ｌ
リ
ン
グ
に
代
表
さ
れ
る
「
違
法
は
客
観
的
に
、
責
任
は
主
観
的
に
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
純
形
式
的
・
自
然
主
義

的
に
貫
徹
し
、
主
観
的
な
る
も
の
が
客
観
的
違
法
に
影
弊
を
及
ぼ
し
う
る
余
地
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
間
も
な
く
い

（
１
）

わ
ゆ
る
新
カ
ン
ト
価
値
哲
学
に
基
づ
く
「
目
的
論
的
考
察
方
法
」
か
ら
、
一
方
で
、
王
観
的
違
法
要
素
の
発
見
、
他
方
で
形
式
的
違
法

論
か
ら
実
質
的
違
法
論
へ
の
重
点
の
変
遷
が
行
な
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
も
っ
と
も
、
主
観
的
違
法
要
素
の
発
見
者
と
し
て
通
常
挙
げ

ら
れ
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
ヘ
ー
グ
ラ
ー
、
Ｍ
・
Ｅ
・
マ
イ
ヤ
ー
、
メ
ッ
ガ
ー
等
に
お
い
て
ｊ
Ｕ
ｌ
ｌ
民
法
学
者
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
を
除
い

て
ｌ
数
多
く
の
主
欝
正
当
化
鬘
が
挙
げ
ら
れ
た
も
の
の
｛
も
っ
と
「
・
既
述
の
よ
う
に
こ
の
こ
と
ば
へ
‐
グ
ラ
ー
に
は
妥
当

し
な
い
）
、
「
防
衛
意
思
」
は
依
然
不
必
要
で
あ
る
と
明
示
的
に
拒
絶
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
主
観
的
違
法
要
素
の
発
見
・
発
展

と
な
ら
ん
で
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
に
よ
る
防
衛
意
思
必
要
説
へ
の
明
示
的
転
換
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
防
衛
意
思
必
要

説
は
前
世
紀
末
の
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
に
よ
る
「
故
意
」
を
媒
介
と
す
る
（
主
観
的
違
法
論
に
基
づ
く
）
素
朴
な
必
要
説
か
ら
出
発
し

な
が
ら
も
、
今
世
紀
に
お
い
て
は
当
初
一
方
で
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
の
明
示
的
転
換
に
伴
う
コ
メ
ン
テ
ィ
タ
ー
に
よ
る
必
要
説
（
オ

ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
、
ロ
ー
ベ
等
）
の
流
れ
と
、
他
方
で
主
観
的
違
法
要
素
の
発
見
に
よ
る
漸
次
的
拡
大
・
展
開
過
程
か
ら
生
じ
た
主
観

的
正
当
化
要
素
と
し
て
の
必
要
説
（
フ
ラ
ン
ク
、
Ｅ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
グ
ラ
ー
フ
・
ツ
ー
・
ド
ー
ナ
、
ブ
ル
ン
ス
、
ジ
ー
パ
ー
ッ
等
）

と
の
二
つ
の
流
れ
が
存
し
、
こ
れ
ら
が
合
流
す
る
形
で
防
衛
意
思
の
必
要
説
が
少
数
説
か
ら
多
数
説
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

以
上
、
今
世
紀
初
頭
か
．

総
括
的
に
述
べ
ら
れ
よ
う
。

評

今
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
三
○
年
代
頃
ま
で
の
諸
説
の
概
観
な
ら
び
に
検
討
か
ら
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に

価
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正当防衛における「防衛意思」 の問題点Ｈ

（
２
）

な
っ
た
。
だ
が
、
あ
く
ま
で
ｊ
Ｕ
そ
の
当
時
ま
で
は
、
主
観
的
違
法
要
素
は
目
的
論
的
考
察
方
法
に
基
づ
く
個
別
的
論
証
を
要
す
る
例

外
現
象
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
論
証
方
法
如
何
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
必
要
説
に
至
ら
ず
不
要
説
も
十
分
併
存
し
え
た
の

（
３
）

で
あ
る
（
ヘ
ー
グ
ラ
ー
、
ザ
ウ
ア
ー
、
メ
ッ
ガ
ー
、
ツ
ィ
ン
マ
ー
ル
等
）
。
も
っ
と
Ｊ
Ｕ
、
防
衛
意
思
の
問
題
は
他
面
で
、
正
当
化
事
由

の
事
実
的
存
在
に
つ
い
て
の
不
知
（
た
と
え
ば
、
「
認
識
な
き
正
当
防
衛
」
な
い
し
わ
が
国
で
い
わ
ゆ
る
「
偶
然
防
衛
」
等
）
の
場
合

の
処
理
を
巡
り
、
｜
方
で
主
観
的
違
法
要
素
を
一
切
峻
拒
し
な
が
ら
必
要
説
に
立
つ
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
他
方
で
防
衛
意
思
の

明
示
的
拒
絶
を
表
明
す
る
ｖ
・
ヒ
ッ
ペ
ル
等
が
未
遂
の
可
罰
性
を
肯
定
す
る
（
そ
れ
に
対
し
、
ｖ
・
パ
ー
ル
は
「
不
能
未
遂
」
の
故

に
無
罪
）
と
い
っ
た
錯
誤
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
存
在
す
る
と
い
う
錯
綜
し
た
状
況
に
あ
っ
た
。

か
よ
う
に
、
一
九
三
○
年
代
頃
ま
で
は
「
防
衛
意
思
」
を
巡
る
議
論
の
対
立
は
複
雑
多
様
な
様
相
を
呈
示
し
つ
つ
経
過
し
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
、
主
観
的
違
法
要
素
の
理
論
は
目
的
論
的
考
察
方
法
か
ら
実
質
的
違
法
性
、
す
な
わ
ち
法
益
（
な
い
し
利

益
）
侵
害
な
い
し
危
殆
化
に
影
響
を
及
ぼ
す
（
法
益
侵
害
性
、
社
会
侵
害
性
）
か
ぎ
り
で
主
観
的
違
法
要
素
が
承
認
さ
れ
る
も
の
と

し
て
い
た
が
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
未
遂
の
故
意
を
も
主
観
的
違
法
要
素
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
方
で

判
例
・
学
説
に
よ
る
主
観
的
正
当
化
要
素
を
含
む
広
範
な
主
観
的
違
法
要
素
の
一
般
的
承
認
、
他
方
で
主
観
的
未
遂
論
の
浸
透
は
、

結
局
法
益
侵
害
性
（
社
会
侵
害
性
）
を
何
ら
変
更
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
に
還
元
し
え
な
い
場
合
も
存
在
し
う
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
重
大
な
疑
念
を
抱
か
せ
る
に
至
り
、
そ
の
後
の
時
代
の
大
き
な
潮
流
（
ナ
チ
ス
思
想
）
と
相
俟
っ
て
、
む
し
ろ
直
戟
に
主

観
を
含
む
行
為
者
そ
の
も
の
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
「
意
思
刑
法
」
（
な
い
し
「
心
情
刑
法
」
）
の
主
張
の
た
め
の
決
定
的

（
４
）

な
推
進
力
の
一
つ
に
変
質
し
て
ゆ
く
こ
と
に
力
一
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
な
お
、
こ
の
「
発
見
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
異
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
バ
イ
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
主
観
的
不
法
要
素
の
「
発
見
爲
己
（
‐

』
の
ｎ
百
品
）
」
と
述
べ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
全
く
自
明
の
出
来
事
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
「
だ
れ
か
が
法
学
上
、
因
果
関
係
あ
る
い
は
客
観
的
目
的
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（
２
）
そ
の
他
、
本
文
に
挙
げ
た
以
外
の
必
要
説
と
し
て
、
可
『
一
巴
１
，
云
○
の
（
【
の
『
・
ｚ
Ｃ
宮
島
『
巨
己
ｚ
Ｃ
回
自
貝
ヨ
ご
Ｃ
シ
圏
」
一
・
』
や
ｇ
⑭
．
膳
引
》
『
肩
口

、
ｃ
ｃ
⑪
の
，
完
◎
ゆ
⑥
。
Ｓ
ｍ
一
・
口
の
一
房
三
国
二
の
巨
皀
旦
望
餌
己
」
］
巨
己
蕩
三
一
一
一
①
一
ョ
の
【
『
回
［
『
の
ｎ
頁
｛
鷺
『
・
少
す
ぎ
・
因
の
（
【
函
患
｝
』
屋
】
。
ｍ
・
患
帛
．
ご
｛
’
一
戸
三
Ｃ
ｌ
（

因
の
（
『
：
宣
旨
値
目
｛
已
弓
）
⑫
．
ご
Ｊ
〈
葺
・
。
：
三
句
『
目
宍
屋
シ
・
の
。
〕
Ｂ
｝
》
幻
こ
の
国
。
．
届
．
⑫
・
鴎
』
臣
・
砥
・
葛
．

（
３
）
そ
の
他
、
本
文
に
挙
げ
た
以
外
の
不
要
説
と
し
て
、
宛
巳
（
）
一
『
シ
ー
の
〆
：
こ
の
『
巳
鼎
ぐ
の
『
す
『
の
、
胃
１
の
、
言
こ
の
『
冨
一
［
目
こ
の
叩
の
①
】
⑰
［
の
受
『
望
】
天
命
Ｐ
］
｛
）
農

ｍ
・
盆
》
因
の
⑪
の
一
の
『
・
冨
冒
冒
冒
『
の
Ｐ
⑫
・
台
（
。
（
昌
・
目
呂
⑫
一
の
こ
の
円
い
・
ぬ
．
ｇ
や
シ
・
』
］
）
Ｆ
い
・
三
・

（
４
）
ロ
ロ
暁
こ
ぐ
、
一
．
い
’
因
・
因
『
口
巨
貝
琵
．
、
。
。
．
割
の
・
農
》
凶
一
ヨ
、
蚕
》
麓
・
が
・
○
・
勺
ｍ
・
詔
（
．
シ
昌
曰
・
蒔
（
三
一
両
『
。
⑬
［
，
］
。
■
ｎ
三
己
Ｆ
四
冒
己
、
ロ
山
⑪
●
の
易
Ｃ
。
四
一
の
ご
己
『
の
、
宮
・

屋
目
、
．
』
①
［
（
・
鞆
四
の
。
量
目
Ｆ
自
目
の
》
ｍ
・
Ｐ
Ｐ
ｍ
．
ｇ
［
臣
・
の
・
三
。
な
お
、
佐
伯
・
前
掲
書
一
一
四
一
頁
以
下
、
内
藤
・
前
掲
刑
法
雑
誌
九
巻
一
号
一

四
頁
以
下
等
々
を
も
参
照
。

四
・
○
・
・
の
・
唖
つ
シ
コ
ヨ
・
』
．

性
を
発
見
し
た
」
と
一
体
だ
れ
が
述
べ
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
主
観
的
不
法
要
素
の
「
発
明
（
両
『
冒
旦
目
、
）
」
と
述
べ
る
方
が
よ
り
よ
い
で
あ
ろ

う
と
し
て
お
り
｛
二
「
回
己
の
『
・
津
・
Ｐ
・
Ｐ
の
』
。
）
．
ま
た
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
も
同
様
に
「
『
防
衛
意
思
』
を
発
見
し
た
、
よ
り
正
し
く
は
発
明
し
た
」
と
述

べ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
の
己
の
己
の
一
・
国
・
具
の
一
ョ
目
一
〕
角
２
［
・
》
ｍ
・
置
凱
）
。
こ
の
よ
う
な
主
張
に
反
対
す
る
も
の
と
し
て
、
肩
一
・
⑫
（
の
三
目
：
》
、
．

二
九
八
七
・
一
○
・
七
稿
）

Ｉ
未
完
Ｉ
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